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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　いのうえ空
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　　　　一





　白昼──大門高校の正門前に、空間を人型に切り抜ぬいたような黒い影かげが立ち現あらわれた。


　一見して十五歳さい前後と思おぼしき美び貌ぼうの少年である。


　前まえ髪がみに一房ふさだけ混まじっている白はく髪はつ。


　拘こう束そく衣いを思わせるベルトだらけの黒くろ革かわのライダースーツ。


　開いた胸むな元もとから覗のぞくのは、天地逆ぎやくに描えがかれた星形の刺青いれずみ。


　ボンデージファッションに身を包んだヴィジュアル系けいのバンドマンといえばそれらしくも見える風ふう体ていだった。


　少年の左手がビクッと震ふるえた。その小指は炭化したように黒く染そまっている。


　閉とじていた正門が音もなく左右に開いた。大門高校の正門の開かい閉へいは手動式だが、門を開けた人間の姿すがたはない。


　しかし少年は門が自動的に開いたことに些いささかの疑ぎ念ねんも抱いだいていない様子で足を運び、正門から大門高校に侵しん入にゆうした。


　高校の敷しき地ち内に足を踏ふみ入れた直後、周囲の風景が一変した。


　照りつける残暑の陽ひ射ざしや蟬せみの声が遠とお退のき、分ぶ厚あついスモークガラスの壁かべに隔へだてられたように色しき彩さいが失われる。


　足音が幾いく重えにも反はん響きようした。


　少年は足を止めて背はい後ごを振ふり返る。背後の風景は凹おうレンズ越ごしに見るように歪ゆがんでいた。


　再ふたたび前方に視し線せんを戻もどすと、奇き妙みような物体が出しゆつ現げんしていた。


　棺かん桶おけである。


　吸きゆう血けつ鬼きが寝ね床どこに使っていそうな長い六角形をした西洋風の黒い棺桶──それが八つ、少年を中心として半円を描えがくように立っている。


　棺桶の背後には校こう舎しやが見えているが、書き割わりの背景のように立体感がない。音の反響からして空間的に断だん絶ぜつしていた。


　上向きの剣けんにも見える十じゆう字じ架かの装そう飾しよくが施ほどこされた蓋ふたが浮うき、横にスライドする。


　棺桶の中に死し骸がいはなかった。本来あるはずの底もなく、果てしなく続く穴あなが深しん淵えんのごとく口を開けている。八つの棺桶のうちどれかを選せん択たくして進むほかないらしい。


　ヒュゥゥゥゥ────


　少年は唇くちびるを尖とがらせて高い口笛を吹ふいた。


　八つの棺桶それぞれから返ってくるエコーを比ひ較かくして最も深い穴を探さぐる。


　やがて、少年は棺桶の一つを選んで飛び込んだ。





　　　　☆





　目の前にいる女子生徒──結ゆう城きひとみは、涼りよう子この中学時代からの友人だった。


　本が好きで、外見にも言動にもおよそ派は手でなところのない、少々おっとりしすぎているように思えるほど呑のん気きな性せい格かくの、ごく普ふ通つうの少女だ。


　一いつ匹ぴき狼おおかみ的な性格の涼子にとって、気安く付き合える掛かけ替がえのない親友である。


　涼子にはその親友の顔が見えなかった。


　ひとみの両りよう肩かたの間に載のっているのは、一対の触しよつ角かくと巨きよ大だいな顎あごを持つ蟻ありの頭部だった。


　実じつ際さいにひとみの頭が巨大蟻のそれにすげ変わっているのでも、被かぶり物をしているのでもない。涼子の脳のうがそう見せているのだ。


　ドクター村むら雨さめにより〈ゾーン〉と名付けられた謎なぞの生命体に寄き生せいされた人間は、涼子の視覚には〈蟲むし頭あたま〉に変へん換かんされて見える。これは〈月の眼グラムサイト〉と呼よばれる特とく殊しゆ能のう力りよくの発現だった。


　涼子が〈蟲頭〉を認にん識しきすると、その情じよう報ほうは何らかの生体信号として自動的に発信され、〈覚醒者アートマン〉の超ちよう感覚で受信される。〈蟲頭〉の情報を得た〈覚醒者〉は電光石火の行動力で対象の抹まつ殺さつに移うつる。そして〈覚醒者〉の抹殺行動を阻そ止しする手だては──今のところ、ない。


「ウソ……ウソでしょ？　ひとみ……!?　そんな……ひとみのはずが──」


　涼子は震える声で呟つぶやくと、蟻頭の女子生徒に歩み寄よった。両手を伸のばして相手の顔に触ふれようとした時、鋏はさみのような蟻の顎が動いた。


『──我わが名は〈バラモン〉』


　蟻頭が発した声は結城ひとみのものだった。しかしその声こわ色いろは合成された音声のように感情が欠落している。


『我われ々われはアルファ・ケンタウリより来らい訪ほうした知的生命体である。我々が望むのは地球人類との共きよう存ぞん共栄である──』


「何を言ってるの、ひとみ!?」


　詰つめ寄ろうとした涼子の肩を摑つかんで止めたのはドクター村雨だった。


「御み剣つるぎ君。この生徒は君の言っていた〈蟲頭〉になっているのかね？」


「う……うう……」


　涼子は自分のこめかみを握にぎり拳こぶしで叩たたいたが、蟻の頭に変化はない。涼子が青ざめた顔で頷うなずくのを確かく認にんすると、村雨はひとみの前に立った。白衣のポケットからボイスレコーダーのマイクを取り出し、ひとみに向ける。


「バラモンとか言ったか？　君は寄生生命体のリーダーなのかね？」


　蟻頭がこくりと頷く。おそろしくシュールな映えい像ぞうだが、当然ながら涼子以外の人間には結城ひとみの素す顔がおのまま見えている。


「ワシは村雨という。人類代表として話を聞こうじゃないか。こうしてワシらの前に現れたということは、交こう渉しようが目的じゃな？」


『いかにも……我々は〈狩人かりゆうど〉に追い詰められ、いまや生命の危き機きに瀕ひんしている。どうか〈狩人〉の殺さつ戮りく行こう為いを止めてもらいたい』


「それは難むずかしいな」


『〈狩人〉も同じ地球人だろう。話し合いで止めることはできないのか』


「君の言う〈狩人〉は〈覚醒者アートマン〉と呼ばれる特殊な存そん在ざいじゃ。誰だれが名付けたのかは分からんが、アートマンと呼ばれる意味を考えればおのずと答えは出る。ヴェーダ宗しゆう教きようにおける個の中心にある認識の主体であり、それ自体を定てい義ぎすることができない『何でもないもの』──それがアートマンじゃ。これは仏ぶつ教きようや禅ぜんにおける〈無む我が〉にあたる。つまり〈覚醒者〉には人間としての意識はない。本ほん能のうによって制せい御ぎよされる全自動の戦せん闘とうマシンのようなものじゃ。話し合いでどうにかなる代しろ物ものではあるまい」


「意識がない!?」


　涼子も初めて聞く情報だった。


「〈覚醒者〉の行動はいわゆる人間的な思考とは無む縁えんのものじゃ。本ほん質しつ的に彼はテロリストでは有り得ない。殉じゆん教きよう者しやでもなければましてや過か激げきなエコロジストでもない。あらゆる思想や宗教、イデオロギー、個人的な欲よく望ぼうや怨えん恨こんなどとは最も縁遠い存在といえる。〈覚醒者〉が二十四時間常つねに無意識で行動しているとは思わんが、概おおむねそれに近い状じよう態たいにあるといって構かまわんじゃろう。仮かりにもしあれほどの戦闘能力が個人の意識下でコントロールされるとしたら、それこそ恐おそろしいことだとは思わんかね？」


『たとえ無意識の行動だとしても〈覚醒者〉が恐るべき殺戮者であることに違ちがいはない。我々にとってだけでなく、人類にとってもそれは同じはずだ。我々はこの惑わく星せい上では他の生命体に寄生するという形でしか生存できない。我々は決して宿主である生物を殺さない。殺しているのは〈覚醒者〉であって我々ではないのだ』


「ふむ……つまり〈覚醒者〉は共通の敵てきだと言いたいわけかね？　しかし〈覚醒者〉は地球の生せい態たい系けいにとって免めん疫えき抗こう体たいの役目を負う存在だ。それを止めるのは──」


『確たしかに我々は異い物ぶつではあるが、この惑星の生態系を破は壊かいする存在ではない。むしろ共生することによって人類に利り益えきを与あたえるだろう。〈覚醒者〉は攻こう撃げきする必要のない相手を攻撃している』


「過か剰じようなアレルギー反はん応のうだというのかね？　花か粉ふん症しようのような？　なるほど……それは興きよう味み深ぶかい見けん解かいじゃな」


『加えるなら〈覚醒者〉が免疫抗体の役やく割わりを果たしているという証しよう拠こはない。環かん境きよう破壊により狂くるった特異体である可か能のう性せいもある。我々を異物として排はい除じよすることが役割ならば、我々だけを抹殺すればいい。しかし〈覚醒者〉は宿主となった人間ごと抹殺する。これは異常な行動ではないのか』


「ご託たくはこの際さいどうでもいいのよ！」


　涼子は村雨を押しのけて、ひとみ＝バラモンに詰め寄った。


「人間を殺さないとかぬかしたわね？　でもあんたら、寄生した人間の意識を乗っ取ってるわけでしょ!?　人間にとってそれは殺されるのと同じことなのよ！」


『案ずるな。私はこの娘むすめの身体からだを一時的に借りて話しているだけだ。宿主の精せい神しんは麻ま酔すいによって眠ねむった状態にある』


「だったらひとみの身体から今すぐ出て行きなさいよ！」


　涼子はひとみ＝バラモンに摑みかかった。しかし涼子の手が触ふれるよりも先に、ひとみの手が涼子の手首を捕とらえた。万力のごとき握あく力りよくが手首を締しめ上げる。ハードカバーの本より重い物を持ったことがない少女の細い手からは想そう像ぞうできない握力だった。


『我々は基き本ほん的に暴ぼう力りよくを好まない。だが自じ衛えいのために仕方なく応戦することもある』


「くっ……は、放せ！」


　握力が緩ゆるむ。涼子はひとみの手を振ふりほどいて飛び退のいた。摑まれていた手首にはくっきりと指の跡あとが残っている。


「肉体のリミッターを解かい除じよしたのかね？」


『それ以上のものだ。我々の分ぶん泌ぴつする特とく殊しゆな体たい液えきは宿主の肉体を強化する。あらゆる病気を防ふせぎ、老化を遅おくらせることで寿じゆ命みようを飛ひ躍やく的に延のばす。怪け我がの治癒だけでなく欠けつ損そんした部位の再さい生せいすら可か能のうとなる』


「夢ゆめのような話じゃな」


『夢ではない。人類は我々と共生することで完全なる生命体へと進化するのだ』


「完全かね。〈覚醒者アートマン〉を呼よび寄よせてしまうという重大な欠けつ陥かんがあるようじゃが？」


『その問題も時間が解かい決けつするだろう。現げんに〈覚醒者〉はもはや単たん独どくでは我々の存在を感知できなくなっている。次の世代では完全な適てき応おうを果たすはずだ』


「ミトコンドリアのごとく細さい胞ぼうレベルで人間と同化しようというのかね。ふむ……なかなか面おも白しろい」


「面白かないわよ！」


　涼子は村雨の肩かたを摑つかんで耳打ちした。


「呑のん気きに話してる場合!?　早くひとみの身体からだから寄生虫を追い出さないとあいつが──」


「言われんでも分かっとる。そう焦あせるな。ここはワシに任まかせておけ」


　膝ひざが震ふるえている涼子に比くらべ、ドクター村雨は不ふ敵てきなまでに自信に満ちている。


「ワシの質しつ問もんに答えてもらえるかね？」


『──よかろう』


「君たちの体細胞は地球上の動植物がほとんど利用しない種類のＤ型アミノ酸さんの有機化合物から構こう成せいされている。人間が普ふ通つうに摂せつ取しゆする食物だけでは君らは生せい存ぞんできないはずだが、どこからどうやってＤ型アミノ酸を確かく保ほしているのかね？」


　ひとみ＝バラモンは戸と惑まどったように口ごもった。


「答えにくいことかね？　それとも質問が理解できなかったのかね？」


『我々の生命線に関する情報だ。簡かん単たんに教えるわけにはいかない』


「ふむ……体内でアミノ酸を鏡像変へん換かんするシステムでも持っているのかと思ったが、違ちがったようじゃな。となると、Ｄ型アミノ酸を生産する特別な個体でもいるのかね？」


　バラモンは沈ちん黙もくした。ノーコメントということらしい。


「次の質問に移うつるぞ。君たちが仲間を増ふやすために使っている丸薬じゃが、あれは卵たまごなのかね？　チベットでは信者に定期的に服用させていたようじゃが、最初に卵を与え、その後は偽ぎ薬やくと考えてよいのかな？　それともすべて同じ卵なのかね？」


『──答える必要はない』


「外宇う宙ちゆうから来た知的生命体というが、丸薬を飲んで寄生された人間の知能がそれほど高くないのはどういうことかね？　寄生体は人間を支し配はい下かに置く能力を持つだけで、自じ律りつ的に判はん断だんして行動するだけの知能は持ち合わせていないのではないかね？」


『答える必要はない』


「君は我々という言葉を使うが、実際には何人いるのかね？　それとも主体となる個体はおらず、群ぐん体たいとしての集合的意い識しきを持っているのかね？」


『答える必要はない』


「やれやれ、ずいぶんと秘ひ密みつの多い完全生命体じゃな。それとも痛いたいところをついてしまったかのう？」


『…………』


　質問の内ない容ようは涼子には理解できないものだったが、村雨が単なる好奇心からではなく、明確な意図をもってゾーンの正体を見み極きわめようとしているのは明らかだった。


　しかし、次に村雨が口にしたのは奇き妙みような問いかけだった。


「まあいい。質問を変えよう。番ばん場ば保範やすのりという人物を知っているかね？」


『──それは……何者だ？』


「ケチな詐さ欺ぎ師しじゃよ。こいつがヤクザと手を組んでひと儲もうけしようと企たくらんだ。自分自身が教きよう祖そになり、オツムの弱い連中にガラクタを売りつけ布ふ施せと称しようしてカネを巻まき上げる──いわゆる霊れい感かん商法じゃな。手口は三流もいいとこじゃったが、予想外に商売が上う手まくいって欲よくが出たらしい。信者から集めた数億円を独ひとり占じめしようとしたのがヤクザにバレて始末されそうになった。追っ手にカネを握にぎらせてどうにか国外へトンズラしたのが四年前のことじゃ」


『……今ここで、その人物の話をする必要があるのか？』


　バラモンの問いは校長室にいる全員の気持ちを代だい弁べんしていた。


「なあに、ちょいとした世間話じゃよ。完全生命体には退たい屈くつ極きわまる話かもしれんがね。で、その番場某なにがしとかいうチンケなペテン師じゃが、国外逃とう亡ぼうした後は東南アジアを転々としている。およそ『分相そう応おう』だの『真ま面じ目めに働く』だのという概がい念ねんを持たない典型的な社会不ふ適てき合ごう者しやでな、貧びん乏ぼう人にんの財さい布ふから小こ銭ぜにをちょろまかすようなみみっちい詐欺商売を繰くり返して糊こ口こうを凌しのいでいたようじゃ。これで少しは卑ひ屈くつな性せい格かくなら可愛かわいげもあるが、元からそうなのか霊感商法に熱心になりすぎた結果なのか、どうも本人は自分を歴史に名を刻きざむに相応ふさわしい偉い大だいな聖せい人じんだと思い込こんでいた様子でな。自分がそのように扱あつかわれないのは敵てき対たい勢せい力りよくによる陰いん謀ぼうだと吹ふい聴ちようしておったようじゃ。誇こ大だい妄もう想そうと被ひ害がい妄想が悪化するにつれて数少ない仲間からも見み限かぎられ、いよいよカネに困こまるようになった番場はインドに渡わたった。そこでヒンドゥー教に改かい宗しゆうすると、司祭の肩かた書がきを得ようとあれこれ手を尽つくしたが結局は失敗、強ごう盗とう殺人の容よう疑ぎで警けい察さつに追われてネパールに逃にげ込んだ。その後の消息は不明じゃ。どうせどこぞで野の垂たれ死んだんじゃろ」


『我々は世間話をするために来たわけではない。本題を──』


「この番場とかいう寄生虫以下のド低てい能のうのクズのことをどう思うかね？　完全生命体から見れば取るに足らん存そん在ざいじゃろうな。道みち端ばたに転がっとる犬の糞くそにも劣おとる……つまり蠅はえにたかってももらえんほどの、生きている価か値ちゼロの、呼こ吸きゆうして酸さん素そを消費するだけ無む駄だな生ゴミというか、誰だれからも必要とされない、人間に生まれてきたことがそもそも間違いだったカスの、笑えるほどのエピソードもなく、この世から消えたところで誰にも惜おしまれないチンカス野や郎ろう──」


　実際に会ったこともなく、すでに死し亡ぼうしたと思われる人物に対して罵ば詈り雑ぞう言ごんを並ならべ立てる村雨。その胸むな倉ぐらを華きや奢しやな手が摑つかんだ。ひとみ＝バラモンが歩み寄って手を伸のばしたのだ。


　図書委員の腕わん力りよくとは思えない力が村雨の身体からだを持ち上げ、爪つま先さき立だちにさせる。


『交こう渉しようの相手として君は適てき当とうではないようだ』


　バラモンの口調に涼子は違い和わ感を覚えた。かすかな怒ど気きが含ふくまれているように思えたからだ。村雨はバラモンの行動を予期していたように不敵に微笑ほほえんだ。


「ほほう……完全生命体のくせに怒おこったのかね？　番場もアルファ・ケンタウリの出身と自じ称しようしとったからな。もしかすると知り合いだったのかな？　それとも──」


『答える必要はない！』


　村雨の身体が床ゆかから完全に浮うき上がった。放ほうり投げられると察した涼子が駆かけ寄よろうとした瞬しゆん間かん、


　パァン！


　何かが破は裂れつしたような鋭するどい音が響ひびき、村雨を持ち上げていたひとみ＝バラモンの身体が糸の切れた操あやつり人形のようにくずおれた。


「水み守もり君、来てくれ！　初めて生きたサンプルを確かく保ほしたぞ！　すぐにゾーン寄生体の位置を調べてくれ。ワハハハ！　鴨かもネギじゃ、鴨ネギ!!」


　大はしゃぎで真ま名なを呼よぶ村雨の右手には、テレビのリモコンを思わせる黒い箱が握にぎられていた。ひとみ＝バラモンは倒たおれて動かないが、首から上は蟻ありのままだ。


「ちょっと！　ひとみをどうしたのよ!?」


「生体パルスジャマーで運動能のう力りよくを奪うばっただけじゃ」


「スタンガンみたいなもの？」


「単たん純じゆんな電でん撃げきではない。筋きん肉にくを動かす神しん経けい伝達のパルスを遮しや断だんしたのじゃ。寄生体が人間の脳のうを丸ごと乗っ取れるほど高機能とは思えん。おそらくは神経中ちゆう枢すうにバイパスを……」


「細かい説明はいいのよ！」


「求められたから説明したまでじゃが」


　村雨の言い分はもっともだが、涼子が知りたい事こと柄がらはそういうことではない。涼子の気持ちを汲くんで的てき確かくな質問をしたのは大だい作さくである。


「チベットで行方ゆくえ不ふ明めいになったペテン師──番場保範でしたっけ？　それと〈蟲むし頭あたま〉の親玉とどういう関係が？」


「うむ……そこが問題の核かく心しんじゃ」


　村雨はひとみを診しん察さつする水守真名を手伝いながら説明した。


「番場はチベットの村で万能薬を広めたラマ僧そうの正体を調べるうちに出てきた名前じゃ。候こう補ほは他にも二十数名いたが、ゾーンの親玉がバラモンを名乗り、アルファ・ケンタウリ出身などとほざいたのでピンときた。精せい神しん疾しつ患かんの典型的な症しよう状じようとは何か分かるかね？　成功したことのない手しゆ段だんを性しよう懲こりもなく何度も試ためそうとすることじゃよ。『アルファ・ケンタウリから来た』というのは番場保範の定番のファンタジーじゃ。バラモンはヒンドゥー教の最高位の司祭階級のことを指すが、改宗してヒンドゥー教徒になった者は最下位の身分であるスードラにしかなれん。地位も名めい誉よも財ざい産さんもない日本人がバラモンなんぞになれるものか」


「じゃあ宇う宙ちゆうから来た知的生命体というのもハッタリ？」


「知的生命体じゃと？　フン」


　村雨は鼻で笑った。


「そんな荒こう唐とう無む稽けいな与よ太た話ばなしを鵜う呑のみにするほどワシは純朴ナイーブではない」


「でも隕いん石せきに乗ってきたって……」


「生命体といってもせいぜいがウイルスレベルのものじゃ。とても知的とは言い難がたいな。少なくともバラモンと名乗ったゾーンのリーダーは人類の平へい均きん的な知ち能のうをだいぶ下回っとったようじゃが」


「──ドクター。見つけました」


　小型のペンライトを使ってひとみの口内を調べていた真名が顔を上げた。


「舌したの裏うら側がわにゾーン寄き生せい体たいらしき組そ織しきの一部が露ろ出しゆつしています。ここから侵しん入にゆうして脳のう幹かんまで達していると思われます」


「舌の裏だと？　ほほっ、まさに二枚まい舌じゃな」


「冗じよう談だん言ってる場合じゃないでしょ!?　そんなのさっさと引っこ抜ぬいちゃってよ！」


「魚の骨ほねが喉のどに引っかかっているのとはわけが違うぞ」


　涼子の訴うつたえに、村雨は冷静に答える。


「寄生体の一部が脳幹に食い込んでいるとなると、乱らん暴ぼうに引っこ抜くというわけにはいかん。中枢神経にダメージを与えて植物状じよう態たいになる可か能のう性せいもある。しかしまあモノは試しじゃ。この生徒を犠ぎ牲せいにして構わんというのならイチかバチかやってみるが──」


「ダメダメ！　それナシ！　却きやつ下か！」


　すぐにでも実行しかねない村雨の言い方に、涼子は慌あわてて撤てつ回かいした。


「外げ科か手しゆ術じゆつで取り出すにせよ、まずは寄生体の組織がどんな形で入り込んでいるのかを調べてからじゃ。担たん架かを──いや、そんなヒマはないな。おい校長！」


　村雨が、それまで呆ぼう然ぜんと事の成り行きを見守るだけだった藤堂校長に指図する。


「この生徒を担かついで行け。外の車まで運んでもらおう」


「校長である私に言っているのかね？」


「教きよう師しが生徒を保ほ護ごするのは当然じゃろ」


「やれやれ」


　藤堂は背せ広びろを脱ぬぐと、ひとみの傍かたわらに片かた膝ひざをついた。意い識しきのない人間の身体からだを動かすのは容よう易いなことではない。モタモタするかと思いきや、しかし藤堂はあっという間にひとみの身体を抱かかえ上げた。決して力ちから任まかせにではなく、重心の移い動どうを利用した合理的な形で無理なく持ち上げている。人体の扱あつかいに慣なれた者の手つきだった。


　涼子と大作が最初に校長室から廊ろう下かに出た。周囲に人ひと影かげがないことを確かく認にんして村雨、真名、ひとみを抱えた藤堂の順で列をなして廊下を進む。


　キ──ンコ──ン……


　五時じ限げん目めの授じゆ業ぎようの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響ひびいた。


　静かだった校内が急に慌あわただしい空気になる。大作と共に階かい段だんを降おりた涼子は、一年生の教室から授業を終えた生徒たちが出てくるのを見た。ほとんど反はん射しや的に、前を歩く大作の襟えり首くびを摑つかんで引き留とめる。


「な、何です？」


「ここは……通れないわ」


「どうしてですか？」


　怪け訝げんそうに振ふり向いた大作は、涼子の顔がはっきりと青ざめているのに気付いて険けわしい顔つきになった。涼子と一年生の生徒たちを交こう互ごに見る。


「まさか……？」


「そのまさかよ」


　廊下に出てきた生徒たちはなぜか立ち止まり、全員が涼子たちの方に顔を向けている。


　その生徒たちの首から上は、ひとみと同じく〈蟻あり頭あたま〉にすげ変わって見えた。





　　　　二





「……ゆっくり後ろにさがるわよ」


　涼子は大作の襟首を摑んだまま後ずさりした。蟻頭の一年生たちは全員が申し合わせたように同じ歩調で近寄ってくる。
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「どうかしたのかね？」


　階段の上から村雨が訊きいてくる。涼子は玄げん関かんに続く廊下の先に目を向けた。そこにも数人の蟻頭の生徒がいた。涼子一人なら強行突とつ破ぱも可能な人数だが、ひとみを抱えた校長は間違いなく捕つかまってしまうだろう。


「こっちはダメ！」


　涼子と大作は階段を上がって二階に戻もどった。蟻頭の一年生が追ってくる。


「そいつらもすでに〈蟲むし頭あたま〉になってるわ！　さっきのリモコンみたいので全員眠ねむらせてよ」


「それは無理だ」


「なんでよ!?」


「生体パルスジャマーはスタンガンと同じく相手の身体に接せつ触しよくさせなければ効こう果かがない。それに連続で使うと急きゆう激げきに電でん圧あつが下がり、再さいチャージに十数秒を要する。あくまで護ご身しん用ようじゃ。多人数を一度に相手にできる武ぶ器きではない」


「だったら三つ四つ用意しときなさいよ！」


「車に戻れば道具には事欠かんのじゃがな」


　村雨の白衣の内側から呼よび出しの電子音が鳴った。村雨がポケットから通信端たん末まつを取り出して応おう答とうする。


「なに!?　ふむ……そうか。いや、そのまま待機していてくれ。冷静にな」


　通信を終えた村雨は涼子に言った。


「ワシらの乗ってきた車がゾーンに寄き生せいされた生徒たちに襲おそわれているそうだ」


「大変じゃない！　大だい丈じよう夫ぶなの？」


「軍用車のハンビーを改かい造ぞうした頑がん丈じようさが取り柄えの車じゃ。ゾーン寄生体がいくら怪かい力りきでもドアさえロックしておけばまず安全じゃろう」


「車には武器が積んであるんでしょ？　それを届とどけてもらえば？」


「彼らはただの運転手じゃ。そんな危き険けんなことは頼たのめん」


「なんでもっと頼たよりになる人間を連れてこなかったのよ!?」


「その頼れる人材をスカウトするためにここへ来たんじゃよ。忘わすれたのかね？」


「うう～～っ！」


　いちいちもっともな村雨の返答に、涼子はイライラして歯ぎしりした。


「涼子さん、上からも来ました！」


　大作の言葉に三階へ続く階段を見上げると、学年章からして三年生と思われる〈蟻頭〉の生徒たちが降りてくるのが見えた。ロボットのように足あし並なみの揃そろった画一的な動きから大作も〈蟲むし頭あたま〉だと察したらしい。


　涼子たちは廊ろう下かを引き返し、校長室の前まで戻もどったところで立ち往おう生じようした。廊下の反対側からも蟻あり頭あたまの生徒たちが押おし寄せ、前進も後こう退たいもできなくなったのだ。


　蟻頭はざっと数えただけでも四十人以上いた。外でハンビー改を襲っている数を含ふくめると少なくとも二クラス分の生徒がゾーンに寄生されていることになる。


「彼らがすべてゾーンに寄生されているというのかね？　君が最初に〈蟲頭〉と接せつ触しよくしてからまだ二十四時間も経たっていない。ゾーンはどうやってこの高校のことを知り、いつの間にこれだけの数の生徒を仲間にした？」


「結城さんが病院に見み舞まいにきたのは今朝ですよ。病院から学校まで尾び行こうされたんじゃないですか？」


「待ってよ。あたしが病院に担かつぎ込こまれたことを敵てきはどうやって知ったの？」


「すると常盤ときわ台だいからこっち、ずっと監かん視しされてたってことですかね？　制せい服ふくのデザインから高校を割わり出すのはそう難むずかしいことじゃないし」


「それにしても数が多すぎる。あの丸薬は本当に卵たまごだったのか？　舌したの裏うらから侵しん入にゆうするとなれば口中で孵ふ化かするということになるが──」


　村雨の言葉で涼子の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


「そういえば最初に〈蟲頭〉に襲われた時、やつらの口から伸のびた変な管くだみたいなものをこっちの口の中に突つっ込まれそうになったわ」


「寄生体から直ちよく接せつ口移うつしに卵を産み付けるのか？　孵化してから宿主を支配するほどに成長するまでが早すぎるな」


「あるいはもっと単たん純じゆんなことでは？」


　真名が横から口を挟はさんだ。


「口から伸びたというその管自体が、プラナリアのごとく本体から分ぶん裂れつして新たな宿主に寄生するのではないでしょうか」


「なるほど、その方がシンプルだな。つまりゾーンは卵らん生せいではなく、丸薬は本体から分裂させた寄生体の一部を偽ぎ装そうしたものにすぎないというわけか。そうであれば御剣君が行ったマンションでゾーンの卵を発見できなかったことも納なつ得とくできる。その場で生産していたのじゃからな」


『──いまさら気付いたところで手て後おくれだ』


　蟻頭の生徒たち全員が口を揃そろえて言った。


『不本意ではあるが、この学校の生徒たちには実験材料になってもらう。〈狩人かりゆうど〉への対たい抗こう手段を見つけ出すためにな。当然ながら諸しよ君くんらを逃にがすわけにはいかない。我われ々われの仲間になるか、それともこの場で友人たちの手にかかり五体を引き裂さかれて果てるか──好きな方を選ぶがいい』


　四十人からの生徒たちが一いつ斉せいに同じ口調でしゃべると凄すさまじいプレッシャーがあった。涼子はそれをはね除のけるように叫さけぶ。


「そんなのどっちもお断ことわりよ！」


　激げつ昂こうする涼子の肩かたを村雨の手が押おさえた。


「ワシも同じ意見じゃ。そこで第三の選せん択たくを提てい案あんしたいのだが、どうかね？」


『君との交こう渉しようはすでに終しゆう了りようしている』


「それでは〈覚醒者アートマン〉の行動を抑よく制せいする方法がある──と言えばどうかね？」


『────!?』


　無言だが四十人分の気配でバラモンの動どう揺ようが伝わってきた。


『よかろう……話を聞こう。まずはその原理を説明してもらおうか』


「〈覚醒者〉はその超ちよう感覚により生体信号をキャッチして行動のトリガーとしている。その生体信号の受信を妨ぼう害がいする物質を散さん布ぷすれば、当然ながら〈覚醒者〉は倒たおすべき敵てきを判別できないという理り屈くつじゃな」


『その妨害物質とは？』


「特定のフェロモン物質じゃよ。それも一種類ではなく複ふく雑ざつなレシピが必要となる」


　──ハッタリじゃがね。


　村雨を見つめる涼子の視し界かいにでかでかとテロップが入った。


（このおっさん……完全生命体を手玉に取るつもり!?）


　涼子はゴクリとつばを呑のみ込んだ。


『そのレシピを教えてもらおうか』


「口こう頭とうで教えられるほど簡かん単たんではない。データは表の車の中に置いてきたコンピュータの中じゃ。取りに行きたいが、そのためには道を空けてもらわんとな」


　当然、村雨が車から持ってくるものはデータだけではない。車にはゾーンに寄き生せいされた生徒たちを無力化できる武ぶ器きも積んであるはずだった。


『──それは許きよ可かできない』


「どうしてかね？　悪い話ではないはずじゃが」


『簡単な話だ。そのデータを手に入れるには君を仲間にした方が確かく実じつだ。無む駄だなリスクを冒おかす必要はない。それに……その妨害物質の有ゆう効こう性せいはこの場で実験することになるだろう。君たちがそれを承しよう諾だくするとは思えない』


「半信半はん疑ぎにしても、後々のことを考えればこの提てい案あんには乗っておくのがセオリーだと思うが……さては、さっきおちょくったのを根に持っているな？　完全生命体にしては狭きよう量りようじゃのう」


『言いたいことはそれだけか！』


　蟻頭の生徒たちが殺さつ到とうしてきた。バラモンは力ずくで涼子たちを取り押さえて仲間に引き入れるつもりだ。


「ちいいっ！」


　もはや強行突とつ破ぱしかないと涼子が覚かく悟ごして身み構がまえたその時、窓まどガラスを破やぶって無数のコウモリが廊ろう下かに飛び込んできた。驚おどろいて身を伏ふせる涼子たちの頭上でコウモリの群むれが集結し、異形の人ひと影かげに変化する。


「フハハハハッ！　ヘルマスカーＤ──見参！」


　黒マントを羽根のように翻ひるがえしたＤは、紫むらさき色いろのマニキュアを施ほどこした五指を広げ、蟻頭の生徒たちに突き出した。


「──〈スパイダー・ホールド〉!!」


　網あみの目状じようの白い粘ねん着ちやく物質が手首から放ほう射しや状じように広がり、廊下の天てん井じようから床ゆかまでを覆おおうように張り付いた。粘着力と強きよう靭じんなゴムのような弾だん力りよくが、操あやつられた生徒たちの突進を押し留とどめる。
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「こっちへ！」


　大作に促うながされて全員が校長室に逃げ込んだ。扉とびらに鍵かぎをかけ、ソファとテーブルを積み上げてバリケードを築きずく。とりあえずの安全を確かく保ほしてから、涼子はＤを問い詰めた。


「いったいどこへ行ってたのよ!?　それと今の便利な技わざ、マンションの時には出さなかったわね？」


「バージョンアップ時に省略オミツトした技を復ふつ活かつさせたのだ。それより悪い知らせがある──〈覚醒者アートマン〉がすでに校内に侵しん入にゆうした」


「なんですって!?」


　涼子は周囲を見回した。今にも壁をぶち破やぶって〈覚醒者〉──拝おがみ暁人あきとが突入してくるように思えたからだ。


「正確に言えば校内に入ってはいない。奴やつは吾わが輩はいが校門に仕し掛かけた〈メビウスの結界〉に踏み込んだ。しばらくの間は足止めできよう」


　Ｄが胸むねの前で合がつ掌しようしてから左右に腕うでを広げると、その空間にホログラムのような立体画像が浮うかび上がった。単たん純じゆんなワイヤーフレームの平面上に、移い動どうする人型の駒こまと八つの棺かん桶おけ型の門が並ならんでいる。


　人型の駒が門の一つを通つう過かすると、盤ばん上じように複ふく雑ざつ怪かい奇きな迷めい路ろが出しゆつ現げんした。駒はその迷路の中を目にも留まらぬ速さで移動して出口に到とう達たつする。すると迷路は消失し、代わって駒の行く手に八つの門が扇おうぎ状じように並んで現れる。駒がその一つを選んで進むと再び盤上に迷路が出現する──その繰くり返しだった。


「奇き門もん遁とん甲こうの術かね？」


「そのようなものだ」


　村雨の指し摘てきにＤは頷うなずく。


「八基きのデルザークを使って湾わん曲きよく空間を作り出し、入り口から出口までの距きよ離りを引き延のばしているのだが、無む限げん回廊の生成速度よりも奴の行動速度の方がわずかに勝まさっている。この結界が突とつ破ぱされるのも時間の問題だ」


「どれくらい保もちそうかね」


「残り時間は一千秒を切っている」


「そいつはヘビィな話じゃな」


　村雨は、ひとみをソファに座すわらせて一息ついている藤堂に訊たずねた。


「校長、ひとつ確認したいのじゃが……この高校の生徒のうち、何人までなら犠ぎ牲せいにして構わんかね？」


「……なっ、何を言うのかね!?　我わが校に犠牲にしていい生徒など一人もいない！」


「そうか。ならばこの作戦しかないな」


　村雨は白衣の内ポケットから試験管サイズの鋼こう鉄てつ製せいの容よう器きを取り出した。


「このボンベの中には、さっきバラモンとの交こう渉しようで言った〈覚醒者アートマン〉の行動を抑よく制せいする妨ぼう害がい物ぶつ質しつが詰つまっている。この高校の敷しき地ち面積を十分にカバーできる量じゃ」


「ハッタリじゃなかったの!?」


「ワシはデータを教えると言ったまでじゃよ。実物を提てい供きようすると言った覚えはない」


　村雨は何食わぬ顔で答える。とことん食えないオッサンである。


「このボンベを破は裂れつさせればパウダー状の妨害物質が校内に広がり、〈覚醒者〉は活性化しているゾーン寄き生せい体たいの気配を把は握あくできなくなる。その隙すきにここを脱だつ出しゆつするという寸すん法ぽうじゃ」


「完かん璧ぺきじゃない！　すぐにやりましょ！」


　小こ躍おどりせんばかりの涼子に対し、村雨の顔色は冴さえなかった。


「そうしたいところだが、実行するにはひとつ問題がある」


「問題？」


「この妨害物質のレシピは完全ではない。実際に〈覚醒者〉の行動を抑制できるかどうかは五分五分といったところじゃろう」


「でも、やってみるだけの価か値ちはあるわ。でしょう？」


「そうとも言い切れん。むしろ最悪の結果を招まねく危き険けん性せいもある。現げんに一度失敗している作戦じゃからな」


「……どういうこと？」


「最初にゾーンが現あらわれたネパールの街が全ぜん滅めつした話を覚えているかね？」


　それは車内で村雨が話した事じ件けんだった。奇き跡せきの万ばん能のう薬やくを人々に与あたえた謎なぞのラマ僧そうがバラモンと名乗る寄生生命体のリーダーだということはすでに分かっている。村雨が別の仕事で街を離はなれている間に〈覚醒者〉の攻こう撃げきを受け、街の人間全員が塩の柱と化したという。


「〈滅ほろびの雷いかずち〉を浴びて塩の柱と化したのは人間だけではなかった。牛などの家か畜ちくや犬いぬ猫ねこ、鳥やトカゲに至るまでおよそすべての脊せき椎つい動物が滅ぼされていた──」


「ちょっと待って。あいつは相手の遺い伝でん子しを読み取って、目標だけを仕留めるんじゃないの!?　まさか街中の生き物全部が寄生されてたってわけじゃ……」


「目標を限げん定ていしない、無差別かつ徹てつ底てい的な殺さつ戮りくが行われたのじゃよ。ワシは街を離れる前に、現地調ちよう査さ団だんの責せき任にん者しやに〈覚醒者〉の攻撃を防ふせぐ妨害物質についてのアイデアを伝えていた。当時はまだまだデータ不足で、実用に堪たえる代しろ物ものではないと言っておいたのじゃが……どうやらそれを使ったらしい」


「妨害物質が効きかなかったってこと？」


「その逆ぎやくじゃよ。〈覚醒者アートマン〉の超ちよう感覚を妨害することに成功したからこそ、全滅という結果を招いたのじゃ」


「じれったいわね。どういうことか分かるように説明してくれる？」


「滅ぼすべき相手を特定できなくなった〈覚醒者〉は攻撃を止やめるだろうというのが当初の見み込こみじゃった。だがワシらはＮＫナチユラルキラー細さい胞ぼうとしての彼に与あたえられた能力と役やく割わりを甘あまく見積もっていた。彼は寄生された人間を一人ずつ見つけ出しては滅ぼすという手て堅がたいやり方を捨すて、代わりに〈オーバーキル・モード〉を発動させた。ゾーンに汚お染せんされたと思おぼしき地ち域いきをまるごと……いわば滅菌消毒してしまったのじゃよ」


「────!!」


　トンネルの向こうに見えた出口が落らく盤ばんで塞ふさがれたような気分だった。それでも一いち縷るの望みを託たくして訊きいてみる。


「その……以前の失敗したやつよりは改良されてるんでしょ？」


「成功の見込みは五分五分じゃな。完全に効果を発はつ揮きすれば全員助かる可か能のう性せいがあるが、失敗すればこの学校だけでなく周辺数キロ圏けん内ないの生物が全滅するやもしれん。仮かりに成功したとしても、その後の状じよう況きようは人類にとって極きわめて不利になるじゃろう」


「不利になる？　どうして？」


「ゾーンは妨害物質を回かい収しゆうして成分を分ぶん析せきするじゃろう。もし同じレシピの物質を素早く生産できるだけの技ぎ術じゆつ力りよくが奴らにあるとすれば──〈覚醒者〉はもはや天てん敵てきではなくなる。正直、ワシはこれを完成させるべきではないと思っていた。免めん疫えき機能たる〈覚醒者〉の活動を抑制する発明など百害あって一利なしじゃからな」


「じゃ、じゃあなに？　結局使った方がいいの？　使わない方がいいの？　どっち!?」


「もちろんこれを使わないという選せん択たく肢しもある」


「使わないってことは、つまり……？」


「何もしないということじゃよ」


　村雨の険けわしい双そう眸ぼうに冷れい徹てつな光が宿った。


「落ち着いて考えてみたまえ。Ｄ君の協力があれば、ワシらがこの学校から脱だつ出しゆつすることは十分に可能じゃろう。君の友人らしいその娘むすめ一人くらいなら連れてもいける。ゾーンに寄生された他の生徒たちを助けようとしなければな」


　涼子は下した腹はらから不気味なドス黒い何かがせり上がってくるのを感じた。


「見み捨すてろって……そう言いたいわけ？」


「あくまで選択肢の一つとして提てい示じしたまでじゃよ」


　妨害物質の使用はリスクが大きすぎる選択だとは涼子にも理り解かいできた。ネパールの一件ではひとつの街をまるごと葬ほうむりながら、結局はゾーン本体に逃にげられている。


　涼子はＤを見た。Ｄは問わず語りに口を開く。


「吾わが輩はいは汝なんじに召しよう喚かんされた身。汝の命じるままにできる限かぎりのことはさせてもらおう。ただ魔ま界かい的常じよう識しきにおいて申もうさば、己おのが欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつであることこそ最優ゆう先せん。他のことは捨て置いて、はっきりとぶちまけるがよい。汝が望むところを！」


「あたしは……もちろん寄生された生徒たちを助けたい。見捨てて自分だけ逃げるなんて論ろん外がいよ。〈覚醒者アートマン〉に問答無用で始末されるなんて絶ぜつ対たいに許ゆるせないし、こんな事じ態たいを招いた元げん凶きようのゾーンの親玉もこの手で地じ獄ごくへ送ってやりたいわ！」


　これが今の涼子の掛かけ値ねなしの本心だった。できるかどうかは問題ではない。不ふ条じよう理りな状じよう況きように投げ込まれて以来、怒いかりはとっくに沸ふつ点てんを超こえている。


「ならばゾーンよりまずは〈覚醒者〉を止めることが先決だな。奴が〈メビウスの結界〉を突とつ破ぱした直後に仕掛けるしかあるまい」


「勝算はあるの？」


「スパイダー・ホールドで動きを止め、冷れい凍とう系けい必殺魔法で瞬時に氷の棺ひつぎに閉とじこめるというのはどうだろう？」


「威力がデカすぎて学校中が氷漬けになったりしないでしょうね？」


「…………」


「どうしてそこでダンマリなのよ!?」


「相手は稲いな妻ずまの速度、まさに電光石火じゃからな。動きを封ふうじる手がクモの糸だけでは心こころ許もとないな」


　村雨はそう言うと、ボンベを手の中で弄もてあそんだ。


「勝算は薄うすいが、ここは覚かく悟ごを決める以外に道はなさそうじゃな。教え子を見殺しにしたとあっては首しゆ尾びよく生き延のびたとしても南雲君に許してもらえそうにない。水守君、万一の場合は君が報ほう告こく書しよをまとめてくれたまえ」


「ですがドクター……」


　沈ちん痛つうな面おも持もちの真名に、村雨はニヤリと笑って見せた。


「なあに、〈覚醒者〉に殺されること自体はそう恐おそろしいことではない。〈覚醒者〉の手にかかった人間は安らかな笑え顔がおを浮かべながら死んでいくという。おそらくβ─エンドルフィン等の脳のう内ない麻ま薬やくが多量に分ぶん泌ぴつされるのじゃろう。おそらく苦く痛つうはないはずじゃ」


「そんな保ほ険けんはいらないのよ！」


　涼子はブラインドを上げて窓まどを開けた。窓の下には人が一人立てるくらいの足場があり、真下の地面には植え込みがある。校長室は二階にあるため、飛び降おりてもそうそう大怪け我がはしない高さだった。


　周囲に〈蟲むし頭あたま〉の姿すがたがないのを確かく認にんすると、涼子はＤを呼よんだ。


「あんたならひとみを抱かかえてここから飛び降りても大だい丈じよう夫ぶでしょ？　まずは校こう舎しやから脱だつ出しゆつするわよ」


　窓から外へ出た涼子は足場に立ち、しゃがんで身を低くしてから飛び降りた。コンクリートの上に着地して頭上を振ふり仰あおぐと、奇き妙みような物体が目に映うつった。引き延のばされた六角形のシルエット──棺かん桶おけである。


　棺桶が音もなく降りてくる。着地した棺桶の上には両りよう腕うでにひとみを抱だいたＤが立っていた。Ｄが降りると、棺桶は再び校長室の窓まで上じよう昇しようし、今度は村雨と真名を乗せて降りてくる。お手軽なエレベーターだった。


　Ｄが釈しやく然ぜんとしない顔の涼子に質しつ問もんする。


「何か言いたいことでも？」


「……別に」


　最後に大作と藤堂が地上に降りた。二人を降ろすと棺桶はそのまま地中に染しみ込むように沈しずんで消える。


「うわっ、消えましたよ!?」


「むう……これはいったいどういうマジックなのかね、デルモンテ君？」


「デルモンテではない！　吾輩は魔ま界かい仮か面めんヘル──」


「くだらない質問に答えてる余よ裕ゆうなんてないのよ!!」


　大作と藤堂はイロモノ系ストリート・バイパーズのデルモンテ＝嘉か門もんしか知らない。そのデルモンテがヘルマスカーＤとなり、奇き術じゆつではない本物の魔法（だか何だかよくわからない超能力）を使えるようになった経緯いきさつについては涼子自身も興きよう味みがないわけではないが、それを追及している時ではなかった。


　正門に向かおうとした涼子は、翼つばさを持つ影かげが目の前の地面を横切るのを見て足を止めた。


『ガァァァ────ッ!!』


　耳みみ障ざわりなカラスの鳴き声が響ひびく。


　ほどなくして統とう制せいの取れた足音が四方から押おし寄せてきた。蟻頭の生徒たちが隊列を組んで現れたかと思うと、二重三重に包囲して完全に行く手を塞ふさいだ。その数はおよそ六十人。寄生されていない生徒や教きよう師しが包囲の輪の外から何事かと様子を窺うかがっているが、異い常じよう事じ態たいだとはまだ気付いていないらしい。


「フッ……怪かい力りきだけが取り柄えの下げ僕ぼくをどれだけ増ふやそうと吾わが輩はいの敵てきではない！」


　Ｄが再ふたたびスパイダー・ホールドを放つ姿し勢せいを見せると、寄生された生徒たちは一いつ斉せいにポケットに手を入れ、何かを取り出した。カチカチと金きん属ぞくのかみ合う音があちこちから聞こえてくる。それはカッターナイフの刃はを繰くり出す音だった。


「刃物とはいえしょせんは文具。貧ひん弱じやくな武ぶ器きで何を……」


「待ってＤ、攻撃しちゃダメよ！」


　バラモンの意図を察した涼子はＤを制せい止しした。


　蟻頭の生徒たちは取り出したカッターの刃先を自分の首くび筋すじ──頸けい動どう脈みやくの上に押し当てた。


『──そのボンベをこちらに渡わたしてもらおうか』


　全員が同じ台詞せりふを喋しやべった。切れ味の悪い工作用のカッターでも、寄生された人間の怪力ならば頸動脈を切せつ断だんするくらいは造ぞう作さもないだろう。


「宿主が死ねば仲間も一いつ緒しよに死ぬのよ？　それで平気なわけ!?」


『必要な犠ぎ牲せいだ。ただの脅おどしではない証しよう拠こに、何人か自殺させて見せようか？』


「くっ……」


　スパイダー・ホールドの接せつ着ちやく剤ざいのような粘ねん着ちやく物質で動きを封ふうじるにしても数が多すぎる。全員が一斉に自殺を図ったとしたらおそらく半分以上は止められない。


（この外げ道どうめ──根こん性じようが腐くさりきってやがる！）


　涼子は頭に血がのぼりすぎて眩暈めまいを起こしそうだった。


「やれやれ、これでは降こう参さんするしかないのう」


　村雨は大おお仰ぎように肩かたをすくめて言うと、ポケットからボンベを取り出した。


「背せに腹はらは代かえられん。これは渡わたしても構かまわんが、ひとつ相談がある」


『またくだらん時間稼かせぎか……まあいい。言ってみろ』


「ワシと手を組まんかね？」


「はあ!?」


　予想もしなかった村雨の言葉に、涼子は驚おどろきを通り越こして素すっ頓とん狂きような声を漏もらした。呆あつ気けにとられている涼子をよそに、村雨はいやらしさ満点の笑えみを浮うかべながら続ける。


「〈覚醒者〉の攻こう撃げき行動を抑よく制せいすることに成功したとしても、お前たちの生せい存ぞんが確かく保ほされるわけではあるまい。寄生生物の存そん在ざいが明るみに出れば政せい府ふが放っておかんじゃろう。とくに注意すべきは米軍じゃな。外宇う宙ちゆうから飛来した寄生生物がこの大都市で仲間を増やしている──などという情じよう報ほうが大だい統とう領りようの耳に入ったら最後、いきなり東京のど真ん中で中性子爆ばく弾だんが炸さく裂れつするような事態にもなりかねん。そうなってはいかな完全生命体とはいえ困こまるじゃろう？」


『何か対たい策さくがあるというのか？』


「妨ぼう害がい物ぶつ質しつと例の丸薬をセットにして米軍に売り込こむというのはどうかね？　お前たちは宿主の肉体を健けん康こうに保たもち、必要とあらば強化さえする。その効こう能のうをエサに各国政府の要人に丸薬を飲ませる──」


『それでどうなる？』


「分からんかね？　ゾーンに寄生された人間は〈覚醒者アートマン〉の標的となる。妨害物質によって〈覚醒者〉の行動を制せい御ぎよできれば、それはつまり兵器として利用できるということじゃよ。コストもかからず証しよう拠こも残らん。完かん璧ぺきな暗殺兵器として機能することになる」


　涼子は戦せん慄りつを覚えた。恐おそるべき発想である。超ちよう絶ぜつ的な戦せん闘とう能力を持った〈覚醒者〉を自在に誘ゆう導どうできるなら、それは間ま違ちがいなく最強の殺人兵器になるだろう。


（な……なんて事を思いつくのよ!?）


　本当に寝ね返がえる気かと村雨に疑ぎ惑わくの目を向けると、その視し界かいにまたもやテロップが出た。


──サムライガール、ワシが時間稼ぎをしている間にひとつ謎なぞを解といてもらいたい。


　それは村雨の思考だった。村雨は口ではバラモンと交こう渉しようしながら、涼子が読み取れるレベルの表ひよう層そう意い識しきでは別のことを考えているのだ。


──ゾーンが生徒たちを操あやつるやり方を見ていると、いくつかの疑ぎ問もんが生じる。


──寄生された生徒たちが画一的で単たん純じゆんな行動しか取らないのは何な故ぜか？


──バラモンはどうやってここの状況を把は握あくしている？


──〈覚醒者〉が近付いているというのに、この近辺に隠かくれているとは考えにくい。


──おそらくは遠く離れた場所からコントロールしているはずじゃ。


　それぞれの文章は順番に並ならんでいるのではなく、圧あつ縮しゆくされてひとかたまりに見えた。涼子はそれらを並べ替えてその意味を理り解かいした。


──君は収しゆう容ようされた病院では〈蟲頭〉を見ていない。


──しかし見み舞まいに来た君の友人は尾び行こうされ、寄生体を植え付けられた。


──ゾーンは〈月の眼グラムサイト〉にも察さつ知ちされない方法で君を監かん視ししていたはずじゃ。


──バラモンの目となり耳となり、同時に指令を中ちゆう継けいしているものがいる。


──それを探さがし出して倒たおすしかない。


　涼子は周囲に視線を走らせた。同時に〈蟲頭〉と遭そう遇ぐうした場面を思い起こし、共通している要素を探す。


　すぐに涼子の直感に引っかかるものがあった。しかし理性はそれに疑問を投げかける。


（あれは拝暁人が現れる時の兆しだと思ってたけど──まさか!?）


　迷まよったり躊ちゆう躇ちよしている時間はない。涼子は自分の直感に賭かけることにした。


「Ｄ！　周りにいるカラスを一いち羽わ残らず叩たたき落として!!」


「承しよう知ち！」


　Ｄは両りよう腕うでを胸むねの前でクロスさせ、肩のプロテクターの下からコウモリを模もした手しゆ裏り剣けん六本を指の間に挟はさんで取り出した。


「──〈デモンズカッター・スペシャル〉!!」


　腕を広げると同時に放たれた六本の手裏剣が、それぞれ別の軌き道どうを描えがきながら飛ひ翔しようした。


　敷しき地ち内に並ぶ桜さくらの大木の枝えだに留とまっていた三羽のカラスが慌あわてた様子で飛び立つが、Ｄの手裏剣はそれを追って軌道を変えた。高速回転する手裏剣の一本がカラスの羽根を切り裂さき、続くもう一本がカラスの身体からだを脳のう天てんから真っ二つに切断する。


『ギャ────ス!!』


　濁にごった断だん末まつ魔まの悲鳴が三つ、立て続けに上がった。


　蟻頭の生徒たちが次々にカッターナイフを取り落とし、空気の抜ぬけたビニール風船人形のようにクタクタと膝ひざを折って倒たおれ込んだ。


「やはりにらんだ通りじゃな。にわか仕込みの寄生体は宿主の精せい神しんに麻ま酔すいをかけ、ロボット化して遠えん隔かく操そう作さするための送受信機としての機能しかない。みずから状況判はん断だんしつつ複ふく雑ざつな命令を実行するほどの能力は持ち合わせていないというわけじゃ」


　村雨は昏こん倒とうした生徒たちを調べながら言うと、嬉うれしそうな顔で涼子に振ふり向いた。


「ワシの思考が読めたようじゃな。易やさしい言葉で考えるのに苦労したが」


「お陰かげ様さまでね」


　平気な顔で答えながら涼子は内心舌したを巻まいた。涼子自身でもコントロールできていない能力を当てにして勝負に出るあたり、村雨の度ど胸きようも並なみ大たい抵ていではない。


「Ｄ、残り時間は？」


　涼子の問いに、Ｄは右手の五指を広げて突つき出した。


「五分？」


　それが間違いだということはすぐに分かった。Ｄが一本ずつ指を折り始めたからだ。周囲を見回すと、正門の方の空間が凹おうレンズ越ごしのように歪ゆがんで見えた。コンマ数秒後に現げん実じつ化かする映えい像ぞうが右目に飛び込んでくる。


「──みんな、伏ふせて!!」


　ガォォォン！


　身を投げ出すようにして地面に伏せた直後、鼓こ膜まくをつんざく爆ばく音おんと衝しよう撃げき波はが身体を舐なめて走った。木々がざわめき、窓まどガラスがビリビリと震ふるえる。


　涼子はすぐに顔を上げる。黒衣の人ひと影かげが目の前に立っていた。


〈覚醒者アートマン〉──拝暁人である。


　拘こう束そく衣いに似にた黒くろ革かわのスーツが大気との摩ま擦さつで焦こげて青い煙けむりを上げていた。アスファルトの上には足あし跡あとが黒いスリップ痕こんとなって残っている。八基きのデルザークで空間を湾わん曲きよくさせて無む限げん回かい廊ろうを生成する〈メビウスの結界〉を超ちよう加速により突とつ破ぱしてきたのだ。


　折り重なるようにした倒れている蟻あり頭あたまの生徒たちは暁人の目の前だった。


　涼子は自分がこの場にいることを呪のろった。バラモンの支し配はいを受けていない今なら〈蟲むし頭あたま〉といえども〈覚醒者〉の超感覚にも引っかからない。生徒たちが寄生されていることを暁人に知らせているのは他ならぬ涼子自身なのだ。


「これを砕くだけ！」


　村雨がボンベを放ほうり投げた。Ｄがバイザーの耳に手を当てて叫さけぶ。


「──〈魔眼光殺法イーヴル・メーザー〉!!」


　バイザーから稲いな妻ずま状じようの光線が発はつ射しやされ、空中でボンベを直撃する。


　バァン！


　ボンベが暁人の頭上で破は裂れつし、白い煙とともに蝶ちようの鱗りん粉ぷんを思わせる光る粒りゆう子しが爆発的に広がった。桃もものような甘あまい芳ほう香こうが涼子の鼻をつく。村雨が開発した〈覚醒者〉の超感覚を鈍にぶらせるフェロモン物質の匂においだった。


　涼子は暁人の様子を注意深く観察した。暁人は棒ぼう立だちになったまま動かない。


「成功……したの？」


「分からん。だが失敗だとしても〈オーバーキル・モード〉が発動するまでには行動に空白ができるはずじゃ」


「ならば仕し掛かけるほかあるまい──〈スパイダー・ホールド〉！」


　Ｄが両手から白い粘ねん着ちやく物ぶつ質しつを発射した。蜘く蛛もの巣状に広がった粘ねん液えきの網あみは暁人の身体を絡からめ取ると、大気との化学反はん応のうで瞬またたく間に硬こう質しつ化かして動きを封ふうじる。


「デルザーク、カムヒア──!!」


　Ｄが指を鳴らすと、空中に目ま映ばゆい雷らい電でんが収しゆう斂れんして黒い棺かん桶おけ──デルザークが出現した。横よこ倒だおしの状態で降こう下かしてくる棺桶を肩かたに担かつぎ、底から突き出したガングリップを握にぎると、棺桶の天板が開いて巨きよ大だいな砲ほう身しんがせり出した。実弾を発射する砲ではない。砲口には直径五十センチほどのレンズがはまっている。


　ヴゥゥゥゥゥン……


　砲撃モードに変形したデルザークが唸うなりを上げて震しん動どうした。後部に開いた放熱スリットから謎なぞの蒸じよう気きが噴ふき出すのを見て、後ろに立っていた大作と藤堂が慌あわてて避ひ難なんする。


「〈反電子冷却激光砲ジユデツカー・レーザー〉──シュート!!」


　Ｄがトリガーを引くと、砲口から青白く輝かがやく光線が発射された。光線は身動きできない暁人を直ちよく撃げきし、強きよう烈れつな冷気と純じゆん白ぱくの氷ひよう霧むが雪崩なだれのように視し界かいを覆おおい尽つくした。間を置かずに大きな質量を持った何かが激げき突とつする衝しよう撃げき音、さらにガラスが砕くだける音が響ひびく。


　氷霧が溶とけるように消えると、そこには瞬しゆん間かん冷れい凍とうされた繭まゆと化した暁人の姿すがたがあった。


「やっ……」


　冷凍作戦の成功を確かく信しんして安あん堵どしかけた涼子は、しかし、すぐに異い状じように気付いた。


　Ｄの姿が消えていた。


　さっきまでＤが立っていた場所から後方に向かって、水飛沫しぶきが凍結したように氷柱が立ち並んでいる。その先に目を向けた涼子は、校こう舎しやの壁かべに巨大な氷ひよう塊かいが半ばめり込んでいるのを発見して目を瞠みはった。


　Ｄはその氷塊の中に閉とじこめられていた。射しや撃げきした瞬間の姿勢のまま固まっている。


「な……なに？　どういうこと？　何が起きたの!?」


「おそらくは電でん磁じバリヤーじゃな。冷凍光線を反射しおった」


　村雨が顔の半分にこびりついた氷の粒つぶを払はらい落としながら言う。


　ビキッ！


　氷の繭に亀き裂れつが走った。


　冷凍されて脆もろくなった蜘蛛の巣がガラス細ざい工くのように砕け散り、無む傷きずの暁人が姿を現した。ゾーンマンションでの対戦で〈シヴァの雷いかずち〉を受けたＤは体表面の電気抵てい抗こうをコントロールして皮かわ一枚まいの被ひ害がいで食い止めたが、それと同等か、あるいはそれ以上に凄すさまじい防ぼう御ぎよ能のう力りよくといえる。


「いかんな。冷凍光線の影えい響きようで妨害物質が吹ふき飛ばされたようじゃ」


「なぬう!?」


　その時、巨きよ獣じゆうの咆ほう吼こうのようなエンジン音が大気を震わせた。ショッキングピンクの大型車両が滑すべり込んでくる。ハンビー改だ。急停車したハンビー改の屋根の上に、ロケット砲のような武ぶ器きを担かついだ真名が立ち上がった。蟻頭の生徒たちが昏こん倒とうしたのを見てすぐに車に走ったのだろう。


「動かないで、暁人！」


　真名はそう警けい告こくしてから武器を発射した。砲ほう弾だんは発射直後に投と網あみ状じように広がり、暁人の頭上から全身をすっぽりと覆った。真名はすぐにロケット砲を捨すて、大型のドラムマガジンが付いた短銃のような型のグレネードランチャーに持ち替かえる。


　ランチャーから連続で発射された榴りゆう弾だんは暁人の足元で破裂し、鮮あざやかなオレンジ色の液体をまき散らした。液体は急激に泡あわ立だって膨ぼう張ちようした後に硬こう化かし、暁人の膝ひざから下の動きを封じ込こめた。


「引っ張ぱり強度ではダイヤモンドをも超こえるカーボンナノチューブ製せいのネットに、強化ベークライトで足止めしたぞ。どちらも電撃ごときでは破壊できん」


「今のうちにもう一度さっきの妨害物質をお見み舞まいしてやったら？」


「用意していたサンプルはあれ一つじゃ。スペアはない」


「じゃあ麻ま酔すいで眠ねむらせるのは？　一発で象がバッタリ倒たおれるやつ」


「それなら水守君が用意しているところじゃ」


　真名が第三の武器を取り出していた。片膝をついて構かまえたのはエアライフルである。


　パシュ！


　圧あつ搾さく空気の漏もれる音とともに発射された麻酔弾が──暁人に命中する前に空中で静せい止しした。


　すべての音が消えていた。暁人がメダリオンの封印結界から脱だつ出しゆつした時と同じ現げん象しようだった。涼子は超加速状態に突入した〈覚醒者〉の時間感覚を共有しているのだ。


　暁人はカーボンナノチューブの網を手刀で易やす々やすと切り裂き、足元を封じていたベークライトを発泡スチロールのように蹴け散ちらして脱出した。


　単たん純じゆんな怪かい力りきや超スピードでは説明できない動きだった。三次元空間の物理法ほう則そくを無む視しできる特とつ権けん的な空間に暁人自身がシフトしているのだ。時間が減げん速そくするのに反比例して〈覚醒者〉の力が数千倍数万倍に増ぞう幅ふくされる──そう解かい釈しやくするしかない。


　目の前に静止している（正確にはゆっくりと回転しながら前進している）注ちゆう射しや器きそのままの形をした麻酔弾を摑つかむと、ダーツの要よう領りようで真名に向かって投げ返す。麻酔弾は真名の肩に当たる直前で停止した。


　ガォン！


　超加速状態が解かい除じよされたことを示しめす衝撃波が轟とどろく。


　瞬まばたきするよりも短い時間で暁人は拘束から逃のがれていた。


　真名は暁人に向けて撃うったはずの麻酔弾が自分の肩に刺ささっていることに気付いたが、その理由を理解する暇ひまもなく昏こん倒とうした。


「どうした水守君!?」


　初めて超加速現象を目まの当たりにして戸と惑まどう村雨に構かまっているような余よ裕ゆうは、涼子にはなかった。


　新たなテロップが出たからである。


　──闇やみニ滅めつセヨ


　それは〈覚醒者〉拝暁人のものだった。


　暁人の尖とがった唇くちびるから漏れる息い吹ぶきの声が聞こえてくる。


　少年の体内で文字通りの電圧ボルテージが上がっていく。


　もう猶ゆう予よはなかった。〈オーバーキル・モード〉ではなくとも、結城ひとみをはじめとするゾーンに寄き生せいされた生徒たちは皆みな、滅めつ殺さつの雷いかずちを浴びることになる。


（あいつを止めないと！　止める……止めるってどうやって!?）


　魔ま法ほうでも科学でも止められなかった超人を、ただの女子高生がどうやって止められるというのか──？


　涼子は村雨の白衣に手を突つっ込み、奪うばい取るように生体パルスジャマーを取り出した。ビデオのリモコン程てい度どならどうにか操そう作さ出来る涼子だが、色と形が似にているだけでまったく別の機械である。


「どうするつもりかね？　おそらく彼には通用せんぞ」


　村雨の顔を見ると操作法がテロップで出た。涼子はパルスジャマーのリミッターを解かい除じよし、出力を最大に設せつ定ていする。


「あいつを止める方法がひとつだけあるわ。たったひとつ……」


「ほう、それは？」


「こうするのよ！」
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　涼子はパルスジャマーの端たん子しを自分のこめかみに当てて、スイッチを入れた。





　　　　三





　パァン！


　耳元で破は裂れつ音おんが響ひびく──しかし、覚かく悟ごしていた衝しよう撃げきは来なかった。


　それよりも先にパルスジャマーを持つ右みぎ腕うでが強ごう引いんに引っ張られたからだ。


「馬ば鹿かな真ま似ねは止やめてください！」


　背はい後ごから飛びついてきたのは大作だった。


「スタンガンだって当たり所によっては危き険けんなんですよ!?　死ぬ気ですか!!」


「邪じや魔ましないで！　ひとみやみんなの命がかかってるのよ!?」


「涼子さんが死んだって事態は好転しませんよ！」


　必死の形相でパルスジャマーを奪うばい合う二人の様子を眺ながめながら、村雨は冷静にコメントを述のべた。


「なるほど……確たしかに君が犠ぎ牲せいになれば、この場にいる生徒たちは助かるかもしれんな。しかしそれは姑こ息そくな手しゆ段だんにすぎん」


「姑息……ですって!?」


　聞き捨ずてならない言葉を聞いて、涼子は血走った目を村雨に向けた。村雨はその視し線せんを正面から受け止める。


「一時しのぎにしかならんということじゃよ。君がゾーン判はん別べつ装そう置ちとして利用できなくなったら〈覚醒者アートマン〉はどうする？　おそらくは別の適てき格かく者しやを探さがし出して〈月の眼グラムサイト〉の能力を目覚めさせるじゃろう。この東京近辺で適格者がそう都合よく簡かん単たんに見つかるとも思えんし、ゾーンを見分ける役に立つようになるまでには短く見積もっても数日はかかる。その間にもゾーンはネズミ算式に次々と手下を増ふやしていくじゃろう。そうなれば〈覚醒者〉は苦戦することになるし、結果として犠牲者の数は現在の何倍にも増える──」


　村雨の描えがいて見せた未来予想図に、涼子は愕がく然ぜんとなった。


「友人を救いたいという気持ちは分かるが、ここで君が自決しても犬死に以下の結果になるじゃろうな。むしろ、いかなる犠牲を出そうとも君自身は生き残るべきじゃ。〈覚醒者〉の目となってゾーンの侵しん略りやくを阻そ止しすること──それが〈月の眼〉を持つ君に与あたえられた役目なのじゃ。死ぬのはその役目を終えた後でよかろう」


「これから……これから起きることを指くわえて見てろっていうの!?」


　涼子は数秒の後に自分の右目に飛び込んでくるであろう破は滅めつの映えい像ぞうに怯おびえた。親友の顔をもう一度見ようと振り向いたが、目に映うつるのはおぞましい蟻ありの頭だけだった。


　涼子は理り解かいした。ゾーンに寄き生せいされた人間が〈蟲むし頭あたま〉に変へん換かんされて見えるのは見分けるためだけではなく、感かん情じよう移い入にゆうをさせないための機き能のうなのだ。


「やれやれ……事情はよく分からんが、要はあの少年を止めればいいのだな？」


　涼子の横を素す通どおりして前に出た人物がいた。大門高校校長、藤堂鷹たか王おである。


　藤堂はネクタイを解といて大作に投げてよこした。ストライプのシャツの胸むな元もとをくつろげ、カフスボタンを外して袖そでをまくる。


　藤堂の首や腕が、一いつ般ぱん人じんのそれとは太さがまるで違ちがっていることに涼子は気付いた。恰かつ幅ぷくがいいのは単なる中年太りではなかった。実じつ際さいには筋きん肉にくで固太りしている。


「──フッ！　フッ！」


　その場で軽けい快かいなステップを踏ふみながらワンツーパンチを打つ。シャドウボクシングを始めた藤堂に、大作が呆ぼう然ぜんとした顔で訊たずねた。


「いったい何のつもりなんですか、校長？」


「教きよう師しが生徒を保ほ護ごするのは当然の務つとめだ。違うかね？」


「そりゃそうですけど、どういう状じよう況きようか理解してるんですか!?」


「〈神威カムイの拳けん〉を極きわめし者が相手だということは理解しているつもりだよ」


　シャドウボクシングが加速した。ほんの一いつ瞬しゆんだが、何発打ったか見えないくらい素早いパンチを放つ。その拳こぶしの先から水みず飛沫しぶきのようなものが飛び散った。藤堂は滴したたるほど汗あせをかいているわけではない。飛沫がアスファルトの上に落ちた痕こん跡せきも見られなかった。


　ズン！


　藤堂が腰を落として地面を踏みつけると、はっきりと感じられるほど足の裏うらに震しん動どうを感じた。同時に藤堂の足元からミルククラウンのような飛沫が上がる。


　中国拳法にある震しん脚きやくという動作だった。ボクシングのスタイルから一転して、藤堂は両手を鷹の爪つめを思わせる形にして半はん身みに構える。


　藤堂の全身からあふれるようにほとばしる水飛沫が見えた。大作がそれを指し摘てきしないところを見ると、実体として存そん在ざいしているものではなく〈月の眼〉の霊れい的な視力が捉とらえているエネルギーの像なのだろう。


「私も〈逆さか巻まく波は濤とう〉のふたつ名を持つ男だ。退ひくわけにはいかん」


「誰だれがつけたんですか、それ？」


　大作は頭から藤堂の実力を信用していない。涼子は暁人を見た。暁人は藤堂に視線を定めている。〈覚醒者〉にとって障しよう害がいとなるほどの実力を藤堂は持っているというのか。


　わずかに上体を沈しずめたかと思うと、暁人が弾丸の速さで迫せまった。


　バイィィン！


　銅ど鑼らを叩たたいたような歪ひずんだ音が響いた。


　暁人の突とつ進しんを、藤堂は正面に突き出した右手で止めていた。


　よく見ると二人は接せつ触しよくしているわけではなかった。左手を二の腕に添そえて突き出した右の掌てのひらを中心に、空中に波は紋もんが生じている。


「──破はッ！」


　藤堂が空を引っかくようにして右手を振り下ろすと、手の先に生じた波紋は小規き模ぼな津つ波なみと化した。何層そうにも重なった波動が暁人の身体からだを押おし戻もどす。


　大量の小こ銭ぜにを地面にばらまいたような金きん属ぞく音おんが聞こえてきたのは、次の瞬間だった。


　チ──ン！　ジャラジャラジャラ……


　何百何千という数の大きな金きん貨かが地面を転がり、敷しき地ち内を覆おおい尽つくす勢いきおいで広がっていく。それはＤが魔ま法ほうの発動に利用するメダリオンだった。倒たおれている蟻頭の生徒に接触したメダリオンは瞬時に展てん開かいし、一人一人を光の球体に包み込む。


「なっ、なっ、なっ……!?」


　地面で跳はねたメダリオンの一つが胸に当たり、涼子の身体も一瞬で結界に包み込まれた。大作と藤堂、村雨も同様だった。昏こん倒とうしている真名はハンビー改ごと光の結界に包まれる。


　暁人はメダリオンの結界に捕とらわれるたびに黒い稲いな妻ずまを放ほう射しやして破は壊かいを試みるが、次から次へと結界が重なり脱だつ出しゆつできない。


　大量のメダリオンは校こう舎しやにめり込こんだ巨きよ大だいな氷ひよう塊かいの内部から散さん弾だんのごとく飛び出していた。氷塊の表面に無数の亀き裂れつが走り、やがて爆ばく発はつ的に破は片へんをまき散らして砕くだけ散る。


「ふっかあああああぁ──つ!!」


　解放されたＤが真しん紅くのマントをコウモリの翼つばさよろしく広げて飛ひ翔しようする。


　メダリオンの発生源げんはＤの腰にあるバックルだった。バックルは何な故ぜかスロットマシンを思わせる三桁けたのカウンターに変化していて『６・６・６』と数字が揃そろっていた。そのせいでメダリオンがフィーバー状じよう態たいになっているらしい。


「チェェェェェンジ！　〈ジャックポット・フォーム〉!!」


　膨ぼう大だいな数のメダリオンは大門高校の全校生徒と教員を結界に取り込んでいた。残ったメダリオンすべてが宙ちゆうに舞まいあがり、Ｄのもとへ戻ってくる。メダリオンがＤの全身を覆い尽くすと、太陽に匹ひつ敵てきする目ま映ばゆい光が閃ひらめいた。


　閃せん光こうが消えた時、Ｄはその姿すがたを一変させていた。


　黄金色に輝かがやく鎧よろいに身を包み、皮ひ膚ふにも金きん箔ぱくを貼はり付けたように全身が金ぴかに光っている。両りよう肩かたにあったトカゲの頭ず蓋がい骨こつのプロテクターは金色の鱗うろこと角を持つドラゴンに変化していた。バイザーには翼の飾かざりが追加され、宝ほう石せきがちりばめられて豪ごう華か絢けん爛らんなデザインになっている。笑って剝むき出しになった歯もあろうことか総金歯だった。


「あ……悪あく趣しゆ味み……」


　全体的にゴージャスというより珍ちん奇きな成金趣味の塊かたまりと化しているＤの姿に、涼子はアングリと口を開けて呆あきれるしかなかった。


　成金フォームのＤは涼子を見下ろして言った。


「サムライガール──汝なんじの命を賭とした選せん択たくに吾わが輩はい、いたく感動した！　吾輩だけではない、魔界の多くの者が心を動かされた。この姿こそがその証あかし!!」


「……どういうこと？」


「吾輩の身体にはいま、魔界から膨大な魔力が流れ込んでいる！　これだけの魔力があれば、友を救いたいという汝の願いを叶かなえることもできよう」


「分かってる？　〈覚醒者アートマン〉を殺すわけにはいかないのよ!?　それとも、ひとみたちを傷きずつけずに寄き生せい体たいを取り除のぞいたりできる？」


「吾輩の魔法はそのような繊せん細さいな作業には向いていないし、その時間もない。だが〈覚醒者〉を倒たおすことなく足止めしてみせる」


「どうやって!?」


「ヘルマスカーＤの名において申しん請せいする！」


　Ｄは宣せん誓せいするように右手を天に向かって振ふり上げた。


「我わが召しよう喚かんに応こたえて来きたれ──〈魔ま王おう剣けんシュヴァルツカイザー〉!!」


　青空が一瞬にして暗黒に染そまった。


　その黒一色の空に銀色の裂け目が走り、それはみるみる大きくなっていく。


（空が裂けて……？　いや、違ちがう！　あれは──）


　涼子は気付いた。銀色の裂け目と見えたものは、途と方ほうもない大きさを持った何かだ。


　それが超巨大な剣だと知ったのは、その切っ先が地面に突き刺ささる瞬間だった──


















　終ノ章　来らい訪ほう者しやたちの挽ばん歌か
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　巨きよ大だいな鉄板の上でジュージュー焼かれている悪あく夢むから目覚め、涼りよう子こは顔を上げた。自分が熱いアスファルトの歩道に俯うつぶせに倒れていることに気付いて慌あわてて立ちあがる。地面にくっついていた左の頰ほおが熱かった。


　目の前には、見み慣なれた大門高校の正門前の風景があった。昼間は人ひと影かげもまばらな通りがあり、少し先には赤塚公園の林が見える。


（あたし、なんで道の上に寝ねてるんだっけ……？）


　頭を搔かきながらぼんやりと考える。記き憶おくの断だん絶ぜつがあった。今日が何月何日で、意い識しきを失う前に自分が何をしていたのか覚えがない。


　ふと顔に違い和わ感を感じて手を触ふれる。涼子は自分が眼がん帯たいを着けていることに初めて気付いた。それも日本刀の鍔つばに紐ひもを通した鍔眼帯である。


　次の瞬しゆん間かん──ここ四十八時間のうちに自分の身に起きた出来事が、ビデオの超ちよう高速早送り再さい生せいのように一気に涼子の脳のう内ないに甦よみがえった。呑のん気きに寝ていられるような状じよう況きようでないことを思い出したとたん、全身が緊きん張ちようし、脂あぶら汗あせが噴ふき出してくる。


（確たしか成金モードに変身したＤが超バカでっかい剣けんを呼び出して、それから……それからどうなった!?）


　身体ごと振り返った涼子は、信じられない光景を目まの当たりにした。


　大門高校が消えていた。


　正門と高校の敷しき地ちを囲っている塀へいは残っている。


　しかしその内側にあるのは、地面にぽっかりと口を開けた黒い穴だけだった。


「どう……なってんの……？」


　涼子は閉とじられている正門に近寄って中の様子を確かめようとした。


『──ソレイジョウチカヅクナ！』


　奇き妙みような甲かん高だかい声とともに、目の前に翼つばさを持つ小さな黒い影が飛び出してくる。


　涼子は反はん射しや的にそれを手ではたき落とすと、靴くつの踵かかとで踏みつけた。カラスがバラモンの下げ僕ぼくだということは分かっている。一羽たりとも生かしておくわけにはいかない。


『ええイ、やめロ！　ワ、吾輩をノシイカにすル気か!!』


　執しつ拗ように踏んづけてもなかなか死なないうえに言葉を喋しやべるので、カラスではないのではないかと思い、涼子は足をどけてみた。


　翼を持った生き物だが、明らかにカラスとは違っていた。鞠まりのようにまん丸な胴どう体たいにコウモリに似にた羽根を持ち、ニワトリのような黄色い足が一本だけ生えている。頭に相当する部分がないのを訝いぶかしんでいると、胴体の真ん中に横一文字に裂け目が走り、瞼まぶたが開いて巨大な眼球が露あらわになった。胴体の中身のほとんどが一個の眼球で占められている。


「ギャ～～ッ!!」


　涼子はあまりのおぞましさにその目玉の妖よう怪かいを蹴け飛とばした。目玉の妖怪は正門にぶつかって撥はね返ると、空中で羽ばたいてホバリングする。


『このラブリーな姿ヲ見て悲鳴を上げルとはナニゴトか！』


　声の調子が変なのは口ではなく羽根の振しん動どうで喋っているかららしい。チューニングの甘あまいＡＭラジオのような音おん質しつだった。


「うるさいわね。気持ち悪いのよ、この妖怪変化！」


『妖怪違ウ！　吾わが輩はいはヘルマスカーＤの使い魔であり、分身であル!!』


「分身!?」


　妖怪の眼球が光を放つと、涼子の視界にＤの上半身が現あらわれた。古いフィルムのように荒あれた不ふ鮮せん明めいな画が質しつである。画が像ぞうは涼子の網もう膜まくに直ちよく接せつ投とう影えいされているらしい。


「いったい何がどうなってるのよ!?　学校は？　みんなはどこへ消えたの!?」


『学校は〈魔王剣シュヴァルツカイザー〉の超重力の結界で封ふうじられている。吾輩の本体も一緒にな』


「ちょうじゅうりょく……？」


『魔王剣はそれ自体が一つの宇宙と同じ質量を持つ。その一部を召喚してブラックホールを作り、学校の敷地全体をシュヴァルツシルト半径内に取り込んだ。〈覚醒者アートマン〉がたとえ光の速度を出そうとも脱だつ出しゆつ不ふ可か能のうな重力の井戸だ』


「え～っと……要するに他のみんなは学校ごと穴あなの中ってこと？」


『特とく異い点を利用して通つう常じよう空間に脱出させられたのは汝なんじ一人と、この吾輩の分身だけだ』


　ゲシッ！


　涼子はＤの分身の目玉コウモリに正せい拳けん突づきを食らわせた。


「あたし一人だけ逃にがしてどうする気よ、このバカ!!　あんたの無能っぷりにもほとほと呆れるわ！　ほら、さっさと元に戻もどしなさいよ！」


『落ち着け。全員を助けるための選せん択たくはこれ以外になかったのだ』


「ブラックホールだか何だか知らないけど、そんなスゴいことができるんだったら、人間から寄生虫を取り出すくらい簡かん単たんにできるでしょ!?」


『魔法それ自体は限かぎりなく万能に近いが、使用者の知ち識しきと想像力イマジネーシヨンが限界となる。残念ながら吾輩は医学的な知識に乏とぼしい。寄生生物を倒たおすとなると、吾輩自身がミクロ化して宿主の体内に入って闘たたかうか、宿主の肉体を細さい胞ぼうレベルで分解してから寄生体を取り除のぞいて再さい構こう築ちくするぐらいしか思いつかん。どちらにせよ手間と時間がかかる。一人を助けるのがせいぜいだ』


「それができないからブラックホール？　極きよく端たんすぎるのよ！　ほどよい塩あん梅ばいの解かい決けつ策さくってのはないわけ!?」


『稲いな妻ずまの速度で動ける敵てきを殺すことなく足止めするために、それ以上のアイデアが思いつかなかった。幸いにも〈ジャックポット・フォーム〉を発動できたため、全員をメダリオンの結界で保ほ護ごしつつ魔王剣召喚という禁きん断だんの大おお技わざが使えた』


「あの大おお盤ばん振ぶる舞まいモード？　ケチケチしないで最初からやってりゃ……」


『あれは吾輩がもともと持っていた魔力ではない。言わば魔界から送られてきた寄付金のようなものだ。汝を応おう援えんしたいという魔界側の意い志しの顕あらわれなのだ』


「魔界の意志？　それがなんであたしを助けるわけ？」


『吾輩の五感が得た情じよう報ほうはすべて魔界側に伝達されている。簡単に言えばテレビの生なま中ちゆう継けいのようなものだ。視し聴ちよう者しやから汝へのチップ──つまりおひねりが集まってあれだけの量のメダリオンになった』


「魔力って、魔界のお金？」


『その指し摘てきは本質的な意味で正しい。魔力も金きん銭せんもあらゆる可能性を……』


「そんな講こう釈しやくはこの際どーだっていいのよ！」


　もう一度目玉コウモリを引っぱたこうとしたが、今度はひらりと躱かわされ、涼子はいまいましげに舌した打うちする。


「スゴい重力で〈覚醒者アートマン〉を足止めするのはいいけど、寄生された生徒たちと一緒じゃ意味ないでしょ!?　あたし一人でどうしろって言うわけ？」


『バラモンと名乗る寄生生物のリーダーを捜さがし出すのだ。汝の〈月の眼グラムサイト〉がバラモンを見つければ、その情報は〈覚醒者〉に伝達される。〈覚醒者〉は寄生された生徒よりもバラモンの抹まつ殺さつを優ゆう先せんするはずだ。ただちに行動に移うつれ。地球上で超重力結界が維い持じできる時間は六百六十六秒しかない』


「ろっぴゃくろくじゅう……？」


『十一分と六秒だ。すでに二分経けい過かした。あと八分二十六秒』


「ブフ～ッ！」


　涼子は思わず吹ふき出した。大事な試験の最中に居い眠ねむりをしてしまった受験生のような絶ぜつ望ぼう感が襲おそってくる。


「……は、八分！　たったの!?」


『無む駄だな問答で貴き重ちような時間を浪ろう費ひしたのは汝のせいだ。吾輩の責せき任にんではない』


「八分で捜せなんて無理よ！　見当もつかないのに！」


『アシは用意する──デルザーク、カムヒア！』


　地面から竹の子のように黒い棺かん桶おけが生えてきた。


『バラモンの手下の妨ぼう害がいがあるだろう。闘うための武ぶ器きが必要だな』


　棺桶の蓋ふたが少しだけ開き、中から真ま名なの使っていたエアライフルが転げ出てきた。


『汝が持っているそれを並ならべて置いてもらおうか』


　そう言われて初めて、涼子は自分が左手に生体パルスジャマーを握にぎりしめていることに気付いた。リモコンに似にたそれをエアライフルのそばに置く。


　目玉コウモリが眼がん球きゆうから稲妻状の光線を発はつ射しやした。その光線を浴びたライフルとパルスジャマーのシルエットがみるみる融とけ合い、形を変えていく。


　光線の放射が止やんだ時、そこには一本の黒い剣けんが出来上がっていた。


　反りのない直刀で、集積回路の基き板ばんのような金色の模も様ようが走る刀身の断だん面めんは丸く、刃はも付いていない。形けい状じようは日本刀というよりは竹刀しないのそれである。さらに言うなら新聞紙を丸めて作るチャンバラごっこの刀が一番イメージに近い。


『魔法による加工でも、質しつ量りよう保ほ存ぞんの法ほう則そくに反していない限り吾輩の魔力が消失した後でも存そん在ざいし続ける。手に取ってみろ』


　涼子は黒い竹刀を拾い上げた。エアライフルとパルスジャマーを合わせただけの重量があるが、重心が手元の方にあるので扱あつかいに不都合はなさそうだった。ライフルのグリップがそのまま柄つかになっていて、トリガーが残されている。


『そのトリガーを引きながら打てば、生体パルスジャマーの効こう果かを相手に与あたえることが出来る。うっかり刀身を触さわって自分が気絶するなどというボケはするなよ』


　涼子はまじまじと黒い竹刀を見つめながら、気分が高こう揚ようするのを感じた。痛いたみをまったく意に介かいさないゾーン寄生体でも、この武器なら傷つけることなく戦闘不能にできる。


『生体パルスジャマーの剣──名付けよう！』


　再ふたたび目玉から光線が発射され、刀身に〈破は邪じや丸まる〉と銘めいが刻きざまれる。


『チェンジ、ザークローダー！』


　Ｄのかけ声とともに棺桶の側面が開いて車輪が現れ、横方向に倒れながら各部が変形していく。わずか数秒で棺桶バイク〈ザークローダー〉が完成した。横から見るとバイクに棺桶をかぶせただけという、お世辞にもカッコいいとは言えない代しろ物ものである。


　涼子は一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、恥はじを捨すてて棺桶バイクに跨またがった。革かわベルトで破邪丸を背せ負おう。目玉コウモリがフロントカウルの先に一本足で留とまった。高級外車のボンネットによくある飾かざりに見えなくもない。


『ザークローダーのコントロールは吾わが輩はいに任まかせろ。汝は乗っているだけでいい』


　バイクの運転などしたこともない涼子だが、ハンドルをつかむと勝手にエンジンがかかった。血に飢うえた地じ獄ごくの怪かい物ぶつが歯ぎしりしているような禍まが々まがしい排はい気き音おんが轟とどろく。


「Ｄ、残り時間は？」


『六分を切った。正確には五分五十二秒』


　速度等の情じよう報ほうを一いつ括かつ表ひよう示じするディスプレイにカウントダウンタイマーが加わる。


「分かったわ──いざ、参る！」


　涼子はいまや暗黒の深しん淵えんと化した大門高校を一いち瞥べつしてから、アクセルを全開にした。





　　　　二





　高島平へ向かう坂道を下ると、前方に首都高速五号池いけ袋ぶくろ線の高こう架か線せんが見えた。


「あれに乗るわ！」


『了りよう解かいした』
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　ザークローダーのエキゾースト・パイプから真っ赤な炎ほのおが噴ふき出した。前輪が持ち上がったかと思うと、真下から突き上げる衝しよう撃げきとともに地面が遠ざかる。車体下部に装そう備びされたオートジャッキでジャンプし、ロケットモーターの推すい進しん力りよくで飛ひ翔しようしたザークローダーは、防ぼう音おんフェンスを跳とび越こえて高速道路に着地した。そのまま池袋方面に向かう。


　バラモンの隠かくれ家に心当たりがあるわけではない。しかし手て掛がかりがあるとすれば、それは初めて〈蟲むし頭あたま〉と遭そう遇ぐうした場所にあるはずだと涼子の直感が告げていた。ハエ頭のセールスマンらしき男を尾び行こうしていて三人の〈蟲頭〉と遭遇したのは偶ぐう然ぜんではありえない。


　気き絶ぜつした涼子が担かつぎ込こまれた病院まで知られていたということは、ゾーンに寄き生せいされたカラスに尾行されたに違いない。ことによると涼子はゾーンの本ほん拠きよ地ちに近付いていたのかもしれなかった。


　真相がどうあれ、涼子に残された時間はわずかだった。


　はやる気持ちに応こたえるようにザークローダーは加速した。首都高を走る他の車両とともに周囲の風景が恐おそろしい速さで後方へ吹っ飛んでいく。メーターは時速五百キロを超えているが、不ふ可か視しの力場が風防を形成しているためほとんど風ふう圧あつを感じない。


　およそ五キロの道のりを三十秒足らずで走り、環かん七なな通りと交差する地点にさしかかった。


「ここを右へ！」


　即そく座ざにオートジャッキが作動してジャンプすると、空中で右にターンしながら再びロケットモーターが点火される。高速のフェンスを飛び越えたザークローダーはビルの壁へき面めんを三棟とう分走ってから環七に着地した。


　残り五分。


　右手にハエ男を見かけたコンビニを発見した涼子は、時速三百キロを維持したままで反対車線に乗り入れ、慣かん性せいの法則を無視したジグザグ走行で対向車を躱かわしてコンビニ前を通つう過かした。店内に〈蟲頭〉の姿すがたがないのを一いつ瞬しゆんで見切ると、ザークローダーを富士見街かい道どうへ進入させる。


「減げん速そく！」


　ザークローダー後部からパラシュートが開き、急きゆう激げきに減速する。物理法則を無視した異い常じような挙動をする魔法のバイクなのに部分的に妙みようにローテクなのはＤの趣しゆ味みらしい。


　法定速度で走行しながら周囲に気を配る。〈蟲頭〉三人と遭遇したのはここ、常盤ときわ台だいの市街である。この地区にゾーンの本拠地があるとして、単たん独どくで飛び込んできた涼子にバラモンはどう対たい処しよしてくるだろうか。息をひそめてやりすごすか、あるいは手て勢ぜいを繰くり出して涼子を葬ほうむろうとするか──当然ながら涼子としては相手にしてもらわなければ困こまる。


「────!!」


　涼子は思い切りブレーキを引いてザークローダーを路ろ肩かたに停車させた。バイクから飛び降おり、歩道にある電話ボックスに駆かけ寄よる。ガラス張ばりの電話ボックスに張り付いた涼子は、すぐに肩を震ふるわせて笑い出した。


「プッ……フフフ……ハハハハハッ！」


『どうした？　気を確たしかに持て。まだ四分あるぞ』


　心配したＤがザークローダーをバックさせて近寄ってくる。涼子は電話ボックスに貼り付けられていたポスターを引っぺがしてＤに見せた。


　それは新しん興こう宗しゆう教きよう団だん体たい『救星会』のポスターだった。結けつ跏か趺ふ坐ざした白い服の男の写真に、『人類の真の覚かく醒せい』だの『偽いつわりの仮か面めんを脱ぬぎ捨すて真実の自じ己こに目覚めよ』などといったお決まりの胡う散さん臭くさい誘さそい文句が踊おどっている。涼子が注目したのは下の方に書かれている本部の住所と地図だった。


「奴やつらのアジトは目と鼻の先よ。ズラかる暇ひまなんて与あたえてたまるかっての！」


　涼子はザークローダーを急発進させる。目的地までは十秒とかからなかった。最近建てられたばかりらしい、尖せん塔とう状じようの屋根を持つ白はく亜あの会館が視界に入った。ザークローダーは横よこ滑すべりしながら会館の正面にぴたりと停車する。


　会館の玄げん関かん前に集まっていた信者らしき人々が振ふり向いた。


　その数、五十名以上。


　全員が白い作さ務む衣えに似にた服を着ており──首から上はリアルな昆こん虫ちゆうの頭だった。


　カミキリムシやコガネムシ等の甲こう虫ちゆうが多いところを見ると〈蟲頭〉の中でも上位のクラスなのかもしれなかった。


　残り三分半──。


　涼子の左目に獰どう猛もうな光が宿る。


「御み剣つるぎ涼子──推おして参る！」


　ギュルギュルギュル！


　後輪が唸うなりを上げてアスファルトを削けずる。前輪のロックが解かい除じよされた瞬間、ザークローダーは放たれた矢のように突とつ撃げきした。〈蟲頭〉たちの頭上を飛び越え、観かん音のん開きの玄関扉とびらをぶち破やぶって吹ふき抜ぬけのホールに突入する。


　建物内も〈蟲頭〉であふれていた。バイクを降りた涼子は背せ中なかに担いだ〈破は邪じや丸まる〉を抜くと、自分を包囲している〈蟲頭〉たちを睥へい睨げいする。二階へ続く階段の踊り場にハエ男がいた。涼子と目が合ったハエ男は慌あわてて身を隠かくし、手すりの陰かげからこちらを窺うかがう。昨日のハエ男の行き先がこの会館だったのは間違いない。


　──バラモン様、あの眼がん帯たい娘むすめが一人で乗り込んできました！


　ハエ男にテロップが出た。


　間かん髪はつを容いれずにその場にいる〈蟲むし頭あたま〉全員に同じテロップが重なる。


　──殺せ。


　それはバラモンからの指令だった。


　津つ波なみのように殺さつ到とうしてきた〈蟲頭〉の群むれに、涼子は自分から踏み込んでいった。柄のトリガーを引きながら破邪丸を一文字に振り抜く。


　パギィィン！


　歪ゆがんだエレキギターのような金きん属ぞく的な激音がホールに響ひびいた。


　五人の〈蟲頭〉がまとめて吹っ飛ばされる。


（──いける！）


　いい手て応ごたえだった。重量バランスも剛ごう性せいも申し分ない。物打ちの部分で触ふれるだけでいいため、剣けん術じゆつのように斬きることを意い識しきせず剣道感覚で扱あつかえるのがありがたかった。


　大門高校の生徒とは違い、本ほん拠きよ地ちの〈蟲頭〉の動きは単たん純じゆんではなかった。倒たおされた五人を邪魔にならないように運び出す一方、涼子の正面にいる者が飛びかかるふりをして注意を惹ひき、その隙すきに背はい後ごから奇き襲しゆうを仕し掛かけるという連れん携けいを見せる。


　しかしそのフェイントは涼子には通用しなかった。背後から襲おそってきた時には正面を突とつ破ぱして階かい段だんを駆け上っていたからだ。痛いたみも恐きよう怖ふも感じない〈蟲頭〉に対して駆け引きをするつもりは毛頭なかった。ゾーンのボスを目指して最短コースを駆け抜けるだけだ。


　群むらがる〈蟲頭〉を片かたっ端ぱしから叩たたき伏ふせ、涼子は二階に躍おどり出た。階下から追ってきた相手を振り向きざまに一撃し、ドミノ式に後続もろとも階段から転落させる。


　右目に振り下ろされてくる棒ぼう状じようの武ぶ器きが映うつった。足を踏ふみ換かえ身を翻ひるがえしてそれを躱かわすと、金属バットで襲ってきたゾウムシ頭の肩を破邪丸で叩く。


　敵てきは涼子を相手にするには武器が必要だと早くも気付いたようだった。〈蟲頭〉たちはそれぞれ手近な物を武器の代わりにした。ある者は花の活いけられた大きな壺つぼを投げつけ、別の者はパイプ椅い子すを振り回す。〈月の眼グラムサイト〉の能のう力りよくで未来の映えい像ぞうを捉とらえることのできる涼子はそれらの攻撃をことごとく躱し、的てき確かくな反撃で一人、また一人と倒しつつ前進した。


　奥おくの棟とうへ続く渡り廊ろう下かを進み、ハエ男が逃にげ込んだ両開きの扉の前に辿たどり着いた時、涼子の右目に、扉が内側から破られる映像が飛び込んできた。


　慌てて飛び退のいた直後、扉が爆ばく発はつしたように弾はじけ飛ぶ。中から飛び出してきたのはカブトムシ頭とクワガタ頭のコンビである。


　二人は全長二メートルを超える長なが柄えの武器を持っていた。槍やりと斧おのを組み合わせた穂ほ先さきを持つハルバードと呼よばれる西洋の長ちよう槍そうだった。おそらくイミテーションだろうが〈蟲頭〉のパワーなら打撃の威い力りよくだけで十分に脅きよう威いとなる。


　カブト頭が突いてきたハルバードを避よけて柄を叩いたが、木もく製せいのためか生体パルスジャマーの効こう果かは武器を持つ本人には伝わらなかった。一歩踏み込んでカブト男に直ちよく接せつ打ち込もうとしたが、そこへクワガタ男の攻撃がきたため涼子は間合いを取った。


　二人組は破邪丸が届とどかない間合いを保たもちつつ、互たがいの隙すきを補おぎない合うようなリズムで矢や継つぎ早ばやに攻撃を繰くり出してくる。素人しろうとの動きではなかった。涼子は穂先を払はらったり身を躱したりしながら懐ふところに飛び込むチャンスを窺ったが、〈月の眼〉をもってしてもつけいる隙を見つけられず、長柄武器による連れん携けい攻撃に圧おされて後こう退たいを余よ儀ぎなくされた。


（くっ、まずい！　ここで時間を取られるわけには──）


　カブト男の胸むな元もとへの突つきを仰のけ反って躱した直後、クワガタ男が足あし払ばらいを仕し掛かけてくる。涼子は破邪丸を床ゆかに突き立ててそれを受けようとするが、そのガードごと足を刈かられ、宙ちゆう返がえりして背中から床に叩き付けられた。まともに受け身が取れずに息が詰つまる。追い打ちの突きを転がって避け、即そく座ざに起き上がる。背後には〈蟲頭〉の群むれが迫せまっていた。


「ちいいっ！」


　進退窮きわまったと悟さとったその時、足元が揺ゆれた。


　ボゴォン！


　黒い塊かたまりが〈蟲頭〉たちの足元の床を突き破って出現した。


『汝なんじの頼たのもしい下げ僕ぼくたる吾わが輩はいの存そん在ざいを忘わすれてもらっては困こまる！』


　Ｄの声が響ひびく。黒い塊の正体はバイク形けい態たいから棺かん桶おけに戻もどったデルザークだった。


『──チェェェェンジ、ザークボーガー!!』


　掛け声とともに棺桶の下部が開いて足が、両側から腕うでが伸のびてロボット形態に変形した。手足といっても人間のような関節はなく、太いフレキシブルパイプの先に黄色いゴム鞠まりのような指のない手首足首が付いているだけである。棺桶そのままの本体の天てつ辺ぺんにはＤの分身の目玉コウモリが合体していた。


（か……カッコ悪い！）


　冗じよう談だんとしか思えない手抜きデザインに呆あつ気けにとられる涼子をよそに、〈ザークボーガー〉は意気揚よう々ようとファイティングポーズをとる。


『ギガンティック・パンチャー！』


　腰こしの入っていない右ストレートを放つと、拳こぶしが風船のように膨ふくらみながらリーチが伸びた。ボヨヨ～ンという間抜けな音に反して相当な威力があるらしく、食らった〈蟲頭〉たちはまとめて吹っ飛ばされる。


『速射捕獲銃ラピツド・キヤプチヤー・ガン!!』


　棺桶の蓋ふたにある覗のぞき穴あなから短い銃身バレルが伸び、そこからピンポン球のような白い榴りゆう弾だんが連続発はつ射しやされた。着弾した榴弾は発はつ泡ぽうしてマシュマロのごとく膨ふくらみ、同時に強力な粘ねん着ちやく力を発はつ揮きして〈蟲頭〉たちの動きを封ふうじる。真名の使ったベークライト弾を参考にしたに違いない。


　涼子の方に向き直ったザークボーガーはカブト男とクワガタ男の足元にマシュマロ弾を浴びせた。膝ひざから下を釘くぎ付づけにされた二人は、上体を伸ばしてハルバードで涼子を攻撃してくる。涼子は跳とび上がって穂先を避けると、ハルバードの柄の上を走って渡わたり、二人の背後に回った。破は邪じや丸まるで肩を打って二人を昏こん倒とうさせ、廊下の先へと進む。ザークボーガーは足を伸び縮ちぢみさせながら大おお股また歩きで涼子の後についてくる。


「ダサいカッコのわりに本人より役に立つんじゃないの？　そのボロット」


『ボロットとは違う。正式名めい称しようは……』


「どうでもいいわよ！　それより残り時間は!?」


『二分を切った』


　渡り廊下の突き当たりは分ぶ厚あつい鉄の扉で閉とざされていたが、ザークボーガーのパンチ一発で破は壊かいして突入する。


　踏み込こんだとたんに甘あまったるい芳ほう香こうが鼻をついた。外で見た尖せん塔とう状じようの屋根を持つ建物の内部らしい。照明はいくつかある燭しよく台だいの炎ほのおだけで非ひ常じように暗く、香が焚たかれているらしく空気は煙けむっていた。外光が入らないように窓まどという窓が塞ふさがれている。宗しゆう教きよう的な儀ぎ式しきが行われる秘ひ密みつの場所という雰ふん囲い気きだが、涼子が感じたのはいかがわしさだけだった。
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「…………？」


　視し界かいの霞かすみを感じて涼子は左目をこすった。Ｄが目玉コウモリの眼がん球きゆうを発光させてサーチライトのように室内を照らす。


　建物は正方形で二階までが吹き抜けになっていた。一階には長径二メートルほどの卵たまご形がたのカプセルが十数個こ、円形に並ならんでいる。それぞれのカプセルには複ふく数すうのパイプが接続され、稼か働どう状態にあるらしくかすかに震しん動どうしている。何かの工場か発電施し設せつのようにも見えるが、何のための施設なのかは分からない。


　カプセルを管理しているらしい白衣の男たちが涼子に気付いて階段を上がってきた。〈蟲頭〉ではなく普ふ通つうの人間に見える。


『どうしたサムライガール。あれは攻撃していい相手なのか？』


　Ｄの問いに、涼子はどう答えていいか分からなかった。視界だけでなく頭の中にまで霞みがかかったように朦もう朧ろうとし始めている。気分が悪いわけではなく、むしろ心地ここち好よい。精せい神しんが弛し緩かんし、緊きん張ちよう感が薄うすれていく。


　ガチャン、と音が鳴る。涼子の手から離はなれた破邪丸が床ゆかに落ちた音だった。その音が萎なえかけた涼子の心に警けい報ほうとして鳴り響いた。


（これは……あれだ。ゾーンマンションで──）


　涼子は手すりにつかまりながら、周囲の壁かべを指さした。


「窓まどを……窓をぶっ壊こわして！」


『了りよう解かい』


　ザークボーガーが伸びるパンチで次々と窓を破った。午後の陽光が射さし込み、建物内にこもっていた香が抜けていく。新しん鮮せんな空気を深しん呼こ吸きゆうすると、思考が急速にはっきりした。


　階段を上ってくる白衣の男たちの顔がカマドウマに変わる。涼子は床に転がった破邪丸を引っ摑つかんだ。


「うりゃああっ！」


　突進してくるカマドウマ男たちを片かたっ端ぱしから吹っ飛ばし、手すりから一階に落とす。


『あと七十二秒』


「上よ！」


　涼子は壁に沿そって螺ら旋せんを描えがく階段を駆け上がった。途と中ちゆうで待ち受けていたタガメ男やゲンゴロウ男を打ち倒しながら階段を進む。階段にも甘い香が充じゆう満まんしていたが、ザークボーガーが数メートルごとに壁に穴を開けて換かん気きしたため影えい響きようを受けずに済すんだ。


　階段を上りきると、小さな入り口のついた白い壁が立ちはだかった。


　涼子は脇わきへ身を退ひいた。役目を心得たＤは、ザークボーガーの強力パンチを壁に打ち込んだ。轟ごう音おんが響き、コンクリートの破は片へんが飛び散る。しかし砕くだけたのは表面だけだった。コンクリートの下から鉛なまりらしい鈍にぶい色の金きん属ぞく板ばんが露ろ出しゆつしている。


『むう、近来希まれに見る重装そう甲こう……ならば！』


　Ｄはザークボーガーの手で棺かん桶おけの蓋を開いた。ボディ内部には無数の武ぶ器き弾薬が詰まっている。


『安全ミサイル！』


　緑地に白い文字で〈人じん畜ちく無む害がい〉と書かれた小型ミサイルが発射される。


　ボフッ！


　ミサイルが命中した白い壁はアルコールの染しみた紙のように一瞬で燃もえ上がった。爆風の及およんだ範はん囲いだけが綺き麗れいに切り取られたように消しよう滅めつする。


　壁の向こうには人工の赤い光があふれていた。およそ十メートル四方の正方形の部屋である。中央が祭さい壇だんのように一段高くなっていて、奥おくの壁には不気味な胎たい児じの絵と奇き妙みような文字の描えがかれた大きな布ぬのが掛けられている。


「入る時はノックぐらいしてはどうかね。カギはかかっていなかったはずだが」


　三十代と思おぼしき男の声がした。


　声の主は、部屋の中央に置かれたベッドの上に座すわっていた。


　トノサマバッタの頭部を持つ男である。白い服の上に金の装そう飾しよくを施ほどこしたケープのようなものを羽は織おっている。服の袖そでや裾すそから覗のぞく手足は人間のそれではなかった。


　バッタ男の周囲にはハエ男の他に二十人ほどの〈蟲むし頭あたま〉が跪ひざまずいていた。その〈蟲頭〉たちは腕うでまで昆こん虫ちゆう化かして見えるが下半身はかろうじて人間のものである。寄き生せいの度合いによって見え方が違うと考えると、バッタ男は最も寄生生物との融ゆう合ごうが進んでいる個こ体たいということになる。


「あんたがバラモン？」


「人に名を問う時は自分から名乗るのが礼れい儀ぎではないのかね」


「ゲス野や郎ろうが紳しん士しぶって利きいた風な台詞せりふを吐はくんじゃないわよ！　そもそも寄生虫に礼儀もへったくれもありゃしないのよ。それとも番場ナントカって本名で呼んでほしい？」


　バッタの顎あごのあたりがモゾモゾと動いた。苦く笑しようしたのかもしれないが、涼子には〈蟲頭〉の表情は読めない。その代わりに芝しば居いに惑まどわされることもなかった。


「番場という男はすでにこの世にはいない。私はこの星の未来を担になう新たな知的生命体なのだ」


「そんな小こ難むずかしい話はどうだっていいのよ！　あんたらが寄生してる人間の身体からだからとっとと出て行きなさいよ」


「この惑わく星せいの大気と太陽光線は我われ々われにとって有害なものだ。そのため他の生物の体内でしか生きることができない。我々もこの宇宙に生まれた生命体の一つ、生きる権利はあるはずだ。我々が目指しているのは人類の支し配はいではなくあくまで共きよう存ぞんだ。現げんに我々はこれまで誰だれ一人として殺してはいない。それどころか瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負った者や不治の病に冒おかされた病人を救ってもいる。君はそれを悪と呼ぶのかね？」


「でもあんたらに寄生された人間は……」


「我々と共生している人間を殺しているのは〈覚醒者アートマン〉ではないか。誰が本当の悪なのか、冷静になって考えてみたまえ」


　バラモンの話は一いち応おうは筋すじが通っているように思えた。〈覚醒者〉という天てん敵てきから逃のがれて生き延のびようとするのは生物としては正しい。村雨は〈覚醒者〉が生せい態たい系けいにとっての免めん疫えきのような存在だというが、それも仮か説せつにすぎなかった。友人を人ひと質じちに取るような卑ひ劣れつな真ま似ねをしたのは許ゆるせないが、それを理由に殺す権利が自分にあるのか──


　ジリリリリリ！


　不意にベルの音が鳴った。


『──時間だ。〈覚醒者アートマン〉は解とき放たれる』


　Ｄはザークボーガー内部の目覚まし時計を止めた。


『言い忘わすれていたが……超ちよう重力結界により生じた時空の歪ゆがみについては、吾輩自身がそのツケを払はらうことになる』


「どういうこと？」


『吾輩はここまでだ。健けん闘とうを祈いのるぞ──サムライガール』


　ザークボーガーの表面から滑なめらかな質感が消え、灰はい色いろ一色に変わった。


「ええっ!?　ちょっ……」


　触ふれようとした涼子の手が何の抵てい抗こうもなくザークボーガーにめり込んだ。棺かん桶おけロボは輪りん郭かくを失い、石せつ灰かいのような微び細さいな粉となって崩くずれ落ちる。指の間をこぼれ落ちた粉は空気に溶とけて完全に消しよう滅めつした。ヘルマスカーＤの魔ま力りよくが消失したのだ。


　ドォン！


　ザークボーガーが消えた直後、凄すさまじい雷らい鳴めいと地じ震しんのような衝しよう撃げきが建物を襲おそった。


　壁かべが吹ふき飛び、天てん井じようの一部が砕けて落ちてくる。破片の落下位置を〈月の眼〉で予知した涼子は階段まで飛び退いて難なんを逃れた。


　部屋に陽光が射し込み、人ひと影かげが動いた。


　バラモンは天井を見上げて叫さけんだ。


「お前に私を殺す権利があるというのか!?　人類に福音をもたらす偉い大だいなる来らい訪ほう者しやであるこの私を!!」


　頭上を仰あおいだ涼子は、破壊された屋根の上に立つ、黒いライダースーツの少年の姿すがたを認みとめた。


　どんな結末が訪おとずれるにせよ、すべてはあと数分と経たたずに決するだろう──涼子はそう確かく信しんした。





　　　　三





　バラモンはベッドの上に立ち上がり、なおも訴うつたえた。


「私はこの惑星上で最も優すぐれた知的生命体だ。人類を新たな進化へと導みちびく存在なのだ。無む慈じ悲ひで無む知ち蒙もう昧まいな殺さつ戮りく者しやよ、私を滅ほろぼす正せい義ぎがお前にあるのか!?　答えろ〈覚醒者アートマン〉!!」


「──いいだろう」


　涼子は我わが耳を疑うたがった。〈覚醒者〉──拝おがみ暁人あきとが対話に応おうじるとは予想していなかったからだ。


「まず大きな間ま違ちがいをひとつ正してやる。お前は地球外知的生命体ではない」


　暁人の言葉には怒いかりも嘲あざけりもなかった。ましてや同どう情じようなどという感情とも無む縁えんだった。粛しゆく々しゆくと任にん務むをこなす死し刑けい執しつ行こう人にんの穏おだやかな冷れい徹てつさがあるだけだ。


「お前の知ち性せいは自前のものだ。その思想も、融ゆう合ごうする以前から持っていた誇こ大だい妄もう想そうにすぎん。隕いん石せきとともに落ちてきたのは知的生命体どころか、他の細さい胞ぼうに依い存ぞんしなければ増ぞう殖しよくすらできないただのウイルスでしかない」


「突とつ然ぜん変へん異いこそ進化の核かく心しんではないか！　外宇う宙ちゆうから来たウイルスによって遺い伝でん子しが変異し、新たな生物として……」


「お前は新しい生物ではない」


　暁人は断だん言げんした。


「お前は自力で個こ体たいを増ふやすことができない。自分の一部を人間に寄生させて支し配はいするだけで、繁はん殖しよくしているわけではない」


「それは解かい釈しやくの違いというだけのことだ。生物としての形態が異ことなるだけだ。我々と共生することで人類は初めて完全なる生命体へと進化できるのだ！」


「それこそ妄想だ。生存すら困こん難なんな生物が完全とは言えまい」


（生存が困難──!?）


　奇き妙みような指し摘てきだった。他の生物に寄生しなければ生きられないから、というだけでは理由にならない。


「言いがかりはやめてもらおうか。何を証しよう拠こに……」


「証拠ならお前の足元にある」


　カカッ！


　再ふたたび落雷が建物を襲おそった。黒い稲いな妻ずまが建物の表面を流れ落ちる。


　下の方から何かがショートして火花を散らすバチバチという音が聞こえた。階かい段だんから身を乗り出して階下を覗のぞき込こむと、一階に並ならんでいる卵たまご形がたのカプセルが次々と開いていくのが見えた。


　カプセルの中身はミツバチの頭を持つ〈蟲頭〉だった。全員が女性である。ミツバチ女たちは両手足を拘こう束そくされ、全身に何本ものコードや管を接続された状態でカプセルの中に収しゆう容ようされていた。


　ミツバチ女たちはひと抱かかえもある肌はだ色いろの大きなタンクの上に俯うつぶせていた。タンクの両側から伸びた透とう明めいな管はポンプにつながっていて、絶たえず白い液えき体たいが流れている。


「あれは──!?」


　涼子は自分が目にしているものの正体に気付いて衝しよう撃げきを受けた。


　肌色のタンクと見えたのは巨きよ大だい化かした乳ち房ぶさだった。本人の元の体重に匹ひつ敵てきするほどの質量に見える。おそらく重すぎて自力で立って歩くことはできないだろう。


　いったいこれは何なのか──涼子の疑ぎ問もんに答えるように暁人は続けた。


「お前が生存のために必要とするＤ型アミノ酸さんは、天然の食物からはほとんど摂せつ取しゆできない。女の肉体を改かい造ぞうして生産工場に仕立てたようだが、これだけの数を用意してようやくお前一人の生命を維い持じするに足る量を確かく保ほできるにすぎない」


　涼子は高校での村雨とバラモンの対話を思い出した。体細胞の組成が異なるゾーンがどうやって必要な養分を得ているのかという問いにバラモンは回答を拒きよ否ひしたが、当然である。答えられるはずがなかった。


「お前が手下を増ふやすのは生存のために必要不可欠なものであって、人類の進化などとは無関係だ。お前の生態はお前自身の延えん命めいと支配欲を満たすためのものでしかない」


　暁人は断罪の言葉を叩たたき付けた。


「許ゆるされざる生命よ……闇やみに滅めつせよ！」


　ピシャァァッ!!


　青黒い稲妻を身にまとった暁人がバラモンに突とつ撃げきする。


　激げき震しんが建物を襲おそい、涼子は階段から転げ落ちた。とっさに両りよう腕うでで頭を抱えて保ほ護ごするが、背中から壁にしたたかに叩き付けられて意い識しきが遠のく。


「う……くうっ……」


　気を失っていたのは数秒、あるいは数十秒だろうか。涼子は空気を震わす異様な音を耳にして現実に引き戻された。


　ＷＯＯＯＯｏｏｏｏｏｏｏ────ッ!!


　象か猛もう牛ぎゆうを思わせる咆ほう吼こうが上がり、建物が揺ゆれる。涼子は身を起こして周囲を確かく認にんした。


　階段の先にあったバラモンの部屋が屋根ごと消えて、青空が見えていた。おそらく暁人の攻撃により崩ほう壊かいしたのだろう。階段には鉄てつ骨こつの一部やコンクリートの破片が散さん乱らんし、涼子自身も粉ふん塵じんをかぶって全身灰色になっていた。階段から落ちた時に唇くちびるの端はしを切ったらしく口の中に鉄の味がする。


　階段の手すりにつかまり、下を見る。尖せん塔とう状じようの屋根を持っていた建物は四方の壁が破壊され、風通しのいい有り様になり果てている。


　半ば瓦が礫れきに埋うずもれた一階に、蠢うごめくピンク色の物体があった。一見して皮を剝はがれたカエルかニワトリを思わせる形をしている。


　涼子は何度も目を瞬しばたたかせた。拭ぬぐいがたい違い和わ感があった。


　距きよ離り感がおかしい。


　三階の高さから見下ろしているのに、何な故ぜかすぐ近くにいるように見える。


　それがスケールの違いだと気付くのに時間はかからなかった。


　自分の感覚を修しゆう正せいした涼子は、その得体の知れない物体が、体長六メートル、頭頂高で四メートルほどもある巨大な生物だと知って愕がく然ぜんとした。


　その巨体は人間の四肢のモザイクで出来上がっていた。外皮はゼリー状の半透明の膜まくで覆おおわれていて、その内部に皮膚をはぎ取られた剝むき身の人体が蠢いている。


　バチィ！


　巨大生物の体表に電光が走った。暁人が〈シヴァの雷いかずち〉を浴びせたのだ。しかしその攻撃はゼリー状の膜の一部を焦こがしただけで、全体には何らダメージを与あたえてはいなかった。撥はつ水すい加工された布が水をはじくように、電撃が体表面ではじかれ地面に流れ落ちたのを涼子の視覚は捉とらえていた。


　──ククク……無む駄だだ！


　巨大生物が吼ほえると同時に、頭部付近にテロップが出た。


　──この粘ねん膜まくの装甲は貴き様さまの電撃を通さぬ。たとえ装甲を貫つらぬいたとしても、体表面の組そ織しきは遺伝情報を常つねに書き換かえている。自殺命令を送り込むことは不ふ可か能のう！


　信じがたいことだったが、この巨大生物はバラモンの意識を持っていた。


　──集つどえ！　我われと共に永と遠わを生きよ!!


　その呼び声に応こたえて数十人もの〈蟲頭〉たちが集まってきた。〈蟲頭〉たちが全身で粘膜に触れると、身に着けていた服もろとも皮膚が溶け、巨きよ大だいバラモンに取り込まれてその肉体の一部となった。


　一人また一人と融合するごとに巨大化していくバラモンに対し〈覚醒者〉暁人は腕をこまねいていた。何か策さくがあるのか、それとも〈蟲頭〉を一人ずつ倒すよりもまとまった方が都合がいいとでも考えているのか。


　やがてすべての〈蟲頭〉を取り込んだ巨大バラモンは二倍の質量になり、形態そのものを変化させていた。四本足の下半身に二本腕の上半身を持つ、は虫類とも昆こん虫ちゆうともつかない異い形ぎようの怪かい物ぶつである。頭部はカエルのように扁へん平ぺいな形で、眼がん球きゆうに相当する部位は見当たらない。〈蟲頭〉の視覚をそのまま利用しているのかもしれなかった。


　ビュル！


　巨大バラモンの口からピンク色の舌したが吐はき出された。


　素す早ばやく突き出された舌は十メートル近くまで一気に伸のびて暁人に襲いかかる。電光の速さで身を躱かわす暁人。舌は暁人の残ざん像ぞうを貫き、背はい後ごにあった鉄てつ骨こつを真一文字に切り裂さいた。切断された鉄骨がみるみる溶よう解かいしていく。唾だ液えきが強力な酸さんになっているらしい。


（あんなの食らったら……影かげも形もなくなる！）


　涼子は戦せん慄りつした。巨大バラモンはただの人間ピラミッドではなかった。人体をパズルのピースにして組み立てたような外見だが、その中身は人間とは全く別の生物として変へん態たいを遂とげている。


　──さすがに素早いな。だが私は全身をＥＳ細さい胞ぼう化かしどのような形態にも変化できる。貴様のその能力にも適てき応おうしてみせよう！


　巨大バラモンの脇わき腹ばらから肋ろつ骨こつのようなヒダが盛もり上がった。そこから左右四本ずつ、計八本の鋭するどく尖とがった骨ほねの槍やりが伸のびる。


　暁人は警けい戒かいして間合いを取ることはせず、誘さそうようにバラモンの正面に歩み出た。暁人めがけて骨の槍が次々と繰くり出される。八本の槍はそれぞれ異なる動きを見せた。単たん純じゆんに突くだけでなく、足元を払はらったり、上から叩たたき付けたりと暁人を追い込むように連れん携けいして攻撃する。肋骨といっても一本一本が人間の大だい腿たい骨こつよりも太い。食らえば間違いなく即死である。


　──そこだ！


　巨大バラモンが上体を屈かがめ、骨の槍を一いつ斉せいに伸ばした。八本の槍が暁人を包囲する形で地面に突き刺ささる。トリカゴ状態の暁人にバラモンは酸を帯びた舌を吐き出した。


　舌の直撃を受ける寸すん前ぜん、暁人は超加速状態に突入した。


　骨の槍を手刀で叩き折って囲みから脱だつ出しゆつすると、そのうちの一本を抱かかえて巨大バラモンの足元に飛び込み、下腹に骨の槍を突き刺した。骨の槍は粘膜の装甲を貫かん通つうして内ない臓ぞうに達する。


　超加速状態が終しゆう了りようすると同時に、暁人は骨の槍を摑つかんだまま〈シヴァの雷いかずち〉を放った。


　バリバリバリバリッ!!


　黒い電撃が骨の槍を通して巨大バラモンの体内に流れ込む。


（やった──）


　暁人の勝利を確信して喜んだ涼子だったが、〈月の眼グラムサイト〉の視し覚かくはそれを否ひ定ていした。巨大バラモンの腹に刺さった骨の槍は瞬時に本体と融合同化し、体内深く送り込むはずの電撃は体表面に散って無む効こう化されていた。


　──小こ賢ざかしいわ！


　巨大バラモンの右腕が横から襲ってくる。暁人は後方に飛び退のくが、巨大な手の一撃で散さん弾だんのように飛び散った瓦が礫れきを避よけきれずに食らってしまう。


　超加速に続いて〈シヴァの雷〉を放った直後の暁人の動きは目に見えて鈍にぶかった。〈覚醒者アートマン〉といえども必ひつ殺さつ技わざを使えばパワーダウンするらしい。バラモンがそれを見み逃のがしたとは思えなかった。次に仕し掛かける時はリスクが増ますだろう。


　バラモンの舌したの攻撃を躱かわしながら、暁人がほんの一瞬、階段の上にいる涼子の方を見た。


　気のせいかと思ったがそうではなかった。怪物と対たい峙じしている最中によそ見をするはずがない。


（あたしに……手を貸かせっての!?）


　暁人を注視したがテロップは出ない。〈覚醒者〉が無む我がの境きよう地ちにあるという説が本当なら当然のことである。涼子が自分でどうするか考えるしかなかった。


　辺りを見回した涼子は、コンクリート片の下した敷じきになっている破は邪じや丸まるを発見して掘ほり出した。トリガーを引いてみるとＬＥＤが光る。壊こわれてはいないようだ。


（確たしかこれって神しん経けいの情じよう報ほう伝達を妨ぼう害がいするのよね？　だったらあのデカブツだって……）


　涼子は正方形の建物の壁かべに沿そって作られた階段を慎しん重ちように降おりていく。バラモンの部屋が崩ほう壊かいした時に一いつ緒しよに破壊されたのか、階段は途と中ちゆうで四メートルに亘わたってえぐり取られたように途切れていた。


　高低差があるとはいえ幅はば跳とびで飛べる距きよ離りではなかったが、右側の壁にはザークボーガーが換かん気きのために開けた穴あながあった。


「こいつはイチかバチかってとこね……」


　涼子は破邪丸を向こう側の踊おどり場まで放ほうり投げると、数段戻り、助走をつけて跳ちよう躍やくした。真正面ではなく壁に向かって斜ななめ方向に跳とび、壁の穴の縁ふちを蹴ける。三角跳びの要よう領りようで四メートルの距離を跳び、その先の足場にギリギリ左足が届とどいた。転がって受け身を取るとすぐに破邪丸を摑んで立ち上がる。


　眼下にヌラヌラと光る粘ねん膜まくの装そう甲こうに覆おおわれた巨きよ大だいバラモンの背せ中なかがあった。普ふ通つうに突き刺しただけでは脊せき椎ついに届きそうもない。


（急所は身体からだの中心線に並ならんでるっていうけど……こいつに急所なんてあるの？）


　それを探さぐるのが自分の役目だと思い出し、涼子は眼帯を外した。〈月の眼〉が捉とらえる情報量が増し、脳のうが悲鳴をあげる。しかし頭ず痛つうを気にしている時ではなかった。


　巨大バラモンの身体を凝ぎよう視ししているうちに、奇き妙みような模も様ようが浮うかび始めた。粘膜が潮しおの流れのようにバラモンの皮ひ膚ふの上を流れ、ところどころで渦うずを巻まいているのが分かる。


（あの粘膜の装甲は均きん等とうじゃない!?　身体の表面を流れて……濃こいところと薄うすいところがある！　それに……）


　直視するのもおぞましい人体の集積体であるバラモンの身体にも継つぎ目があることに涼子は気付いた。粘膜の装甲が薄く、中ちゆう枢すう神経に最も近い弱点と思おぼしき場所は、両りよう肩かたのちょうど中間、頸けい骨こつの根本にあった。


　暁人が再ふたたび骨ほねの槍やりを叩たたき折り、バラモンに投げつけて突つき立てた。


　──ハハハハ、無意味な攻こう撃げきだということがまだ分からんのか！


　勝ち誇ほこるバラモンの動きが止まった。涼子は手すりの上に立つと、破邪丸を逆さか手てに握にぎって跳んだ。落下の勢いきおいに全体重を乗せ、破邪丸を巨大バラモンの首の付け根に突き立てる。


　ズブンッ！


　呆あつ気けないほど軽い手て応ごたえだった。


　破邪丸は粘膜の装甲を簡かん単たんに貫き、刀身の半ばまでめりこんで止まった。


　必殺の気合いを込こめてトリガーを引く。


　ＷＵＯＯＯＷＯＯｏｏｏｏｏ────ッ!!


　巨大バラモンが狂くるったように身み悶もだえした。振ふり落とされそうになるのを必死に耐たえる。


　バラモンの手が涼子を摑もうと伸のびてくるが、神経パルスを妨害されているため上う手まくコントロールできずに空を搔かいた。


　このまま耐えれば倒たおせるかもしれない──涼子がそう思った時、身体が浮うき上がった。


　巨大バラモンが跳躍したのだ。破邪丸の効こう果かは下半身までは及およんでいなかった。


　着地の瞬間にバラモンの上半身が前に伏ふせた。その勢いに負けて涼子は前方に吹ふっ飛ばされ、バラモンの扁平な頭の上を転がって転落する。


　宙ちゆうに投げ出された涼子の身体はフワリと抱だき止められた。視界が何回転もして、天地の感覚が麻ま痺ひする。


　気付くと、拝暁人の顔が目の前にあった。涼子は暁人に抱きかかえられて地上にいた。


　巨大バラモンはまだ破邪丸を抜くことが出来ずにいるらしく、暴ぼう走そうしたロデオマシーンのように飛び跳ねている。


「──よくやった」


　暁人の言葉に、涼子はどきりとした。素っ気ない台詞せりふだが、非ひ情じような処しよ刑けい人にんである〈覚醒者〉にしてはあまりに人間味にあふれた物言いだったからだ。


　間近で見る暁人は眉び目もく秀しゆう麗れいと呼よぶに相応ふさわしい美少年だった。緑がかった瞳ひとみの色や目鼻立ちが誰だれかに似にていると感じたが、それが知り合いなのか有名人なのかは判はん然ぜんとしない。


　暁人が涼子の顔を覗のぞき込む。


「あ、もう自分で立てるから……」


　顔が近すぎると感じた涼子が離はなれようとすると、暁人は涼子の顎あごに手を添そえ、いきなり頰に口づけした。


（────!?）


　不意のことに涼子の身体が固まった。
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　唇くちびるが軽く触ふれ合う感かん触しよくを残して、暁人は唇を離す。


「あ、あんた、どういう……」


　厳げん重じゆう抗こう議ぎしようとした涼子は、暁人の唇が紅あかく染まっているのに気付いた。自分の口元に手をやると、指に血が付着する。階段から落ちた時に切った傷きずだった。


　暁人は黒く染まった左手の小指を唇に当て、ルージュを引くようになぞって涼子の血を伸ばした。


《遺伝情報ジエネシツク・コード──解析アナライズ》


　恐おそるべきテロップが出た。


　暁人は親愛の情を示しめすために口づけしたわけではない。涼子の血けつ液えきから遺伝情報を得るための行こう為いだった。


　涼子はめまいを覚えた。


「ま、まさかあんた……このあたしを消す気!?　さんざん利用しといて、用がなくなったから始末しようなんて薄はく情じようなこと考えてないでしょうね!!」


　恐きよう怖ふで膝ひざが震ふるえる。〈覚醒者〉相手に走って逃げたとしても無む駄だだった。


《除外命令イクセプト・コマンド──入力インプツト》


　暁人は涼子に背を向け、巨大バラモンに向かって足を踏み出した。


　辺りが急に暗くなった。空がにわかにかき曇くもり、真っ黒な雷雲が頭上を覆おおう。湿しつ気けを帯びた肌はだ寒ざむい風が吹き始める。


　肌がピリピリして粟あわ立だつ。暁人が凄すさまじい電力を蓄たくわえているのを涼子は感じた。〈シヴァの雷いかずち〉をさらに超こえる滅めつ殺さつの秘ひ技ぎがあるというのか。


　暁人は電光の速さで走り出した。巨大バラモンの足から背中へ駆け上り、突き刺さったままの破は邪じや丸まるの柄つかを左手で摑つかむ。右手は天を指さした。


《ルドラの瀑ばく雷らい──発動インヴオーグ》


　カッ！


　すべての音が消え、目も眩くらむ閃せん光こうが視し界かいを覆おおい尽つくした。


　天から無数の稲いな妻ずまが瀑布のごとく降り注ぎ、暁人の身体からだを、破邪丸を通じて巨大バラモンを貫く。


　莫ばく大だいな稲妻のエネルギーが地を走り、涼子の身体もその余よ波はに呑のみ込まれた。





　　　　四





　サイレンの音が遠くから聞こえてくる。


　閃光から目を護まもるため両りよう腕うでで顔を覆っていた涼子は、ようやく自分がまだ生きていることを知った。全身から力が抜ぬけ、その場にへたり込こむ。


「大だい丈じよう夫ぶ……？　あたし、大丈夫!?」


　自分の両手をじっと見つめる。いまにもカサカサにひび割われて崩くずれ始めるのではないかと気が気ではなかった。


　ピキッ。


「──ひっ!?」


　ひび割れの音に思わず悲鳴を上げる。しかしそれが聞こえてきたのは別方向だった。


　涼子は顔を上げて周囲の状じよう況きように目を向けた。


　雷らい雲うんは去り、九月の午後の陽ひ射ざしが戻もどっている。


　ゾーンのアジトだった建物は、壁の一部と骨ほね組ぐみを残して廃はい墟きよと化していた。


　その廃墟の中央に、巨きよ大だいバラモンが立ち往おう生じようしていた。涼子は石化したように動かない異い形ぎようの怪かい物ぶつに恐おそる恐る近ちか寄より、様子を観察した。


　バラモンの全身を覆っていた粘ねん膜まくの装そう甲こうは組成が変化したのか、ガラスのように硬こう質しつな輝かがやきを帯びていた。ピンク色だった体組そ織しきは色素を失い白けている。さっきのひび割れの音はガラス化した装甲が軋きしむ音だった。


　バラモンの背中の上に、暁人がいた。膝ひざを折り、焼け焦こげた破邪丸の柄に寄りかかったまま動かない。前まえ髪がみの一房ふさだけが白かった髪が完全に白はく髪はつ化している。拘こう束そく衣いに似にたスーツも炭化してボロボロになっていた。


　涼子は手て頃ごろな大きさのコンクリートの破は片へんを拾うと、バラモンの頭を狙ねらって投げつけた。小さな衝しよう撃げきをきっかけに全体の微び妙みようなバランスが崩れ、バラモンの全身にみるみる亀き裂れつが広がっていく。やがて裂さけ目のあちこちから無色透とう明めいの液えき体たいが噴ふき出した。


　水分を失うとともに巨大バラモンの輪りん郭かくが崩れ始めた。脇わき腹ばらから伸のびた骨の槍が折れ、腕が、首が根本からもげ落ちて砕け散る。巨体を支えきれなくなった四本足がひしゃげて潰つぶれた。


　透明な装甲が割れて、中から塩とともに大量の人骨が流れ出てくる。地面に落ちるとそれらも粉々に砕けて形を失った。


　涼子は寒気を感じて自分の肩かたを抱だきしめた。暁人が使った最終奥おう義ぎ〈ルドラの瀑雷〉は合体した〈蟲むし頭あたま〉全員を一度に滅ほろぼしている。ゾーンに侵おかされたネパールの街の生き物をすべて塩に変えたのもこの技わざに違ちがいない。


　涼子は暁人の口づけの意味に気付いた。〈シヴァの雷〉は特定の個こ体たいだけを滅ぼす技だが、逆ぎやくに〈ルドラの瀑雷〉では涼子以外の人間を無差別に滅ぼすようにプログラムして発動させたのだ。


　巨大バラモンが自重で崩壊し、背中に乗っていた暁人は塩の山に埋うもれた。


「ちょっと……まさか自分ごと滅ぼしたりしてないでしょうね？」


　涼子は嫌いや々いやながら塩の山に登り、掘ほり出すことにした。塩を手で掘っていると、不意に右の手首を摑まれた。暁人かと一いつ瞬しゆん思ったが、背せ筋すじに異様な悪お寒かんが走り、反はん射しや的に振ふりほどいた。転げ落ちるようにして塩の山から一時退たい散さんする。


　塩の山が盛もり上がり、黒いウエットスーツに身を包んだ男が這はい出してきた。二十代にも四十代にも見える、年ねん齢れい不ふ詳しようの色黒の男で、微び苦く笑しようの表情で固まった能のう面めんのような顔つきをしている。初めて見る人物だった。


「だ……誰よ、あんた!?」


　問われた男は顔だけ動かして涼子を見た。口角をわずかにつり上げ、白い歯を覗のぞかせる。ひどく不自然な、作り物じみた笑み。


「ほう、私が誰だか分からない？　それはそれは──」


　聞き覚えのある声だった。二度と聞きたくなかった声でもある。


　直ちよく接せつ対面はしたが素顔を見るのは初めてだった。男の正体はゾーンのリーダーのバッタ男──バラモンだった。


「バラモン……あんた、なんで生きて──」


「私だってバカじゃない。〈覚醒者アートマン〉の武ぶ器きが電撃だと分かれば当然それなりの対たい策さくは講こうじる。例えばこの絶ぜつ縁えん体たいのスーツ。特注品だよ」


　表ひよう情じようこそ能面のようだが、バラモンの口調は得意げに弾はずんでいた。


「それにしても君にはしてやられたよ。よもや融ゆう合ごう体たいが倒たおされるとは……でも〈覚醒者〉と相あい討うちならそれはそれで結果オーライと言えなくもないかな。一度融合してしまうと元には戻もどせないし、結局は使い捨すてるしかないわけだからね。これでまた一から組そ織しきを作り直さなくてはならないが──」


　饒じよう舌ぜつに語るバラモンの顔から笑えみが消えた。


「君が持つ『見分ける能力』は実に厄やつ介かいだ。第二第三の〈覚醒者〉を呼よび寄よせる危き険けんがある。種を植え付けて私専せん用ようの乳にゆう牛ぎゆうに仕立ててやりたいところだが、その能力が消える保ほ証しようはないからね。残念だけど死んでもらうよ」


　その台詞せりふは予想していたものだった。


　バラモンが塩の山を下りてくるのを見るより先に、涼子は背を向けて脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。恐きよう怖ふに駆かられてではなく冷静に判はん断だんした上での選せん択たくである。破は邪じや丸まるを失ったいま、涼子の手元には〈蟲むし頭あたま〉に対たい抗こうできる武器がない。ここで不利な闘たたかいを挑いどむより、逃げ延のびる方が優ゆう先せんだった。


　しかし涼子の体力は自分で思う以上に消しよう耗もうしていた。全力で走っているつもりだが膝が笑って足が上がらない。瓦が礫れきを跨またごうとしてつまずき、足がもつれた。


　黒い影かげが頭上を飛び越こえ、目の前に降おりたった。


「どこへ逃げるつもりだね？」


　バラモンの手がセーラー服の胸むな倉ぐらを摑つかむ。涼子は片かた手てで吊つり上げられ、そのまま放ほうり投げられた。涼子の身体からだは宙ちゆうを飛び、背中から地面に落ちた。


「ぐ……はっ……」


　涼子は咳せき込みながら身を起こした。落ちた場所が塩の山の端はしだったためクッションになり、さいわい大怪け我がは免まぬがれている。


「おや、生きているのか……投げるところを間違えたかな。コンクリの瓦礫の上にでも落としてやれば楽に死なせてやれたものを」


　バラモンは三段跳とびの要よう領りようで飛び跳ねながら近寄ってくると、涼子のポニーテールを摑んで強ごう引いんに顔を上向かせた。


「君は私をひどい男だと思っているだろう。だがそれは誤ご解かいというものだよ。なにしろ私はまだ誰も殺したことはないのだからね。君の首をへし折るのは造ぞう作さもないが、自分の手でそれをするのはどうにも気が引ける……これは本心だよ」


　涼子はバラモンの顔をにらみ返した。自分の手を汚よごすのを嫌きらっているだけで、他人をいいように利用し犠ぎ牲せいにすることは厭いとわない、聖せい人じんぶった外げ道どうの言い草に反へ吐どが出そうな気分だった。


「誰も殺してない……？　確かあんた、殺人の容よう疑ぎで指名手配されてたんじゃ？」


「番ばん場ば保範やすのりという男はもうこの世にはいないと言ったはずだよ。君の目の前にいるのは地球生せい態たい系けいの守しゆ護ご者しやたる〈覚醒者アートマン〉をも克こく服ふくした新人類の始し祖そだ。唯ゆい一いつ絶ぜつ対たいの神として地上に君くん臨りんすることを約束された存そん在ざいなんだよ。敬うやまいたまえ」


　涼子はバラモンの顔に血の混まじった唾つばを吐はきかけた。


　怒おこらせるつもりだったが、バラモンは逆ぎやくに笑みを浮かべた。舌したを伸ばして頰ほおについた唾を嘗なめとる。その舌は顔面をすっかり覆うほどの大きさがあり、蛭ひるのような形とドス黒い色をしていた。


「君は本当に気高い娘むすめなんだね。こんな状じよう況きようでも決して屈くつ服ぷくしようとしない。人類は私にとっていわば家か畜ちくでしかないが、君のような真に高こう貴きな人間は尊そん敬けいに値あたいする。やはり殺してしまうには惜おしいな……そうだ、視し神しん経けいさえ遮しや断だんしてしまえば我われ々われを見分ける能力を無む効こうに出来るかもしれない。試ためしてみる価か値ちはありそうだ」


　バラモンは涼子の顎あごを摑んで口を開かせた。涼子はその手を摑んで引きはがそうとするが、万力で固定されたようにびくともしない。


「苦く痛つうはないから安心したまえ。それどころか至し上じようの快かい楽らくを味わえるだろう。だが決して君の精せい神しんを操そう作さすることはしないと約束するよ。支配するのはあくまでその肉体だけだ……心では私を憎にくみ軽けい蔑べつしながら、肉体は快楽に抗あらがえず屈服し続ける。やがては心から私を敬愛し、喜んで滋じ養ようを提てい供きようする乳牛となるだろう」


　涼子の脳のう裏りに肉体改造されたミツバチ女たちのおぞましい姿すがたが甦よみがえった。殺されるよりもなお悪い生き地じ獄ごくだ。


　バラモンの口から筒つつ状じように変形した舌が伸びた。先端には肉色の矢や尻じりのような寄き生せい体たいの一部が突き出している。涼子は最後の力を振りしぼって抵抗したが、バラモンは意に介さず顔を近づけてくる。口を開かされたままでは舌も嚙かめない。


　ピキッ。


　バラモンの動きが止まった。


　ピシッ……パキッ。


　奇き妙みような音が聞こえてくる。涼子は涙なみだで潤うるんだ目を瞬しばたたかせてバラモンの顔を見た。


　バラモンの肌はだから艶つやが失われ、みるみる角質化していく。


「これは……？　どうしたことだ？」


　バラモンは舌を使って顔を撫でた。能面のような顔の表面が本物の仮か面めんのように硬かたくなり、ひび割れが広がっていく。


「か、乾かわく……乾いテイ……ヵ……」


　バラモンの喉のどはもはや発音する機能を失っていた。涼子の顎を摑んでいる手も砂じや利りのようなザラザラの感かん触しよくになっている。


　暁人の放った〈ルドラの瀑ばく雷らい〉は効きいていたのだ。おそらく最初のゾーン寄生体であるバラモンの肉体の特異性から、その効果が遅おくれて顕あらわれたのだろう。


　皮ひ膚ふの裂さけ目から無色透とう明めいの体たい液えきが噴ふき出した。バラモンの肉体が崩れ始める。


　──バカな……この私が滅ほろぼされるというのか！　この星の未来を担になう完全なる生命体であるこの私が!!


　断だん末まつ魔まのバラモンの思考がテロップで出た。


　──まだだ！　滅ぶのは人間の肉体だけだ！　この娘の肉体に乗り換えさえすれば……


　バラモンの口が大きく裂け、身体からだのどこに納おさまっていたのか信じられないほど大きな寄生体が出現した。単たん眼がんを持つ巨きよ大だいミミズのようなゾーン寄生体が涼子の口めがけて飛びかかってくる。


　ザクッ！


　巨大ミミズは涼子の目の前で止まった。


　右手に逆さか手てに握にぎった棒ぼう手しゆ裏り剣けんが、寄生体の頭（どこからどこまでが頭か判然としないが）を真横から貫いていた。オーバーニーソックスに忍しのばせていた最後の武ぶ器きだった。


「うおおおっ！」


　涼子はすでに力を失っているバラモンの手を振ふりほどいて立ち上がると、バラモンの身体に蹴けりを食らわせ、寄生体を力ちから任まかせに引きずり出した。凝ぎよう固こした血のように黒い体色の寄生体の全長は二メートル近くにも達した。


　何かテロップが出たが知ったことではなかった。


　涼子は長い胴どうをビチビチとくねらせる寄生体を地面に押おさえつけ、棒手裏剣でメッタ刺ざしにした。傷きず口ぐちからタールのような体液が噴き出す。


　もう一本ある棒手裏剣で頭部を地面に縫ぬいつけ、寄生体の腹はらを縦たてに引き裂く。手を突っ込こんで内ない臓ぞうと卵たまごの塊かたまりを引きずり出し、地面に叩たたき付けて踏みつけ、踵かかとですり潰つぶし、すり潰し、すり潰し、すり潰し、すり潰し、すり潰し、すり潰し──徹てつ底てい的にすり潰した。





　数分後──涼子が我われに返ると、バラモンの中身は地面に広がる黒っぽい泥どろの染しみになり果てていた。ガワの方は絶縁体スーツをまとった塩の柱になっている。


　疲ひ労ろう困こん憊ぱいした涼子は這はうようにして塩の山に登り、暁人が埋うまっている場所の見当をつけて掘ほり返した。五十センチほど掘ったところで、焼け焦こげた破邪丸の柄つかに続いて、小指の黒い左手が出てきた。試ためしに握にぎってみると反はん応のうがある。どうにか息があるらしい。


　さらに大量の塩を手で搔かき出し、暁人の上半身を掘り出した。


　涼子は色素が抜ぬけきった銀白色の髪かみよりも、暁人の顔の方に驚おどろいた。自分より年下の十五歳さいくらいだった顔が、十歳ほど老ふけて見えた。


　暁人の全身をようやく掘り出した頃ころ、複ふく数すうのサイレンの音が近付いてきた。敷しき地ち内に警けい察さつのものとは違ちがう車両が何台も進入してくる。その中に見覚えのあるショッキングピンクのハンビー改を見つけて、涼子はひとまず安心した。


　車から飛び降おりて真っ先に駆かけつけてきたのは大作だった。涼子の姿すがたを認みとめた大作は子犬のように大喜びで駆け寄よってきたが、涼子が寄生体の返り血で相当にばっちい有り様になっているのに気付くと泡あわを食って立ち止まった。抱だきつくのを中止したのが見え見えだった。


「涼子さん！　大だい丈じよう夫ぶですか……って、うわっ、ボロボロじゃないですか！　怪け我がは!?　どこか痛いたいところはないですか!?」


「あたしの心配よりそっちの状じよう況きようを教えてよ。ひとみは？　ゾーンに寄き生せいされてた他のみんなは……どうなったの？」


「学校のことなら心配無用じゃ。体育館に隔かく離りして、オリオンうちのスタッフが治ち療りように当たっておる」


　呑のん気きに歩いてやってきたドクター村むら雨さめが答えた。


「治るの？」


「なあに、簡かん単たんなもんじゃよ。余よ計けいな舌したを引っこ抜くだけじゃからな……」


　そう答える村雨の頭の上に映えい像ぞうが浮うかんだ。


　外国の古いコメディ映えい画がを思わせる、白黒で早回しのコミカルな映像だった。


　まず登場したのは得意げにヤットコを構かまえる村雨だった。


　村雨が生徒の口にヤットコを突っ込み、舌の裏うらに潜ひそむゾーン寄生体を挟はさんでスポンと引っこ抜く。村雨は楽しそうに流れ作業で次々とこなしていくのだが、ひとみの番になったところで、うっかり間違えて本物の舌を引っこ抜いてしまう──というスプラッタなオチだった。


「マジで!?」


「冗じよう談だんじゃよ。ちゃんとした外げ科か手しゆ術じゆつで取り除のぞくから安心せい」


　本気で慌あわてる涼子に、村雨はガハハと笑って見せた。涼子の〈月の眼〉にキャッチされる映像を狙ねらって想像できるというのは一種の超ちよう能のう力りよくではないのかと疑うたがいたくなる。


　村雨は周囲を見回し、涼子に質しつ問もんした。


「ところで……状況は終了したと考えていいのかね？」


「ええ。ゾーンのボスはやっつけたわ。すり身でよけりゃそこにあるけど」


　涼子は悪あく臭しゆうを放つ泥どろだまりを顎あごでしゃくった。


「さっきから気になってるんですけど……この山、何なんです？」


　大作は涼子が腰こし掛かけている塩の山に興きよう味みを示しめした。


「聞かない方がいいと思うけど」


「──暁人！」


　水み守もり真名が三人の横を素す通どおりして暁人に駆け寄った。


　暁人の脈と呼こ吸きゆうを調べて生せい存ぞんを確かく認にんすると、心底安あん堵どした顔で暁人を抱きしめる。サングラスを外した真名の素顔を初めて見た涼子は、瞳ひとみの色が暁人と同じだと気付いた。


「あの二人……」


「拝暁人は彼女の実の弟じゃ」


　村雨が涼子に近付いて耳打ちした。


「水守というのは亡なくなった婚約者フイアンセの苗みよう字じでな。表向き、暁人君の身内であることを隠かくすために名乗っておる」


　どうやら複ふく雑ざつな事じ情じようがあるらしい。しかしそういうことであれば、これまでの真名の暁人に対するどことなく不自然な態たい度ども納なつ得とくできた。


「なるほどね……姉弟きようだいか」


「うむ。二に卵らん性せい双そう生せい児じのな」


「──なぬっ!?」


　涼子は今度こそ度ど肝ぎもを抜かれた。


「そうせいじって……ハムじゃなくて？」


「うむ。ハムでもウインナーでもない方のな。もちろんシャムでもない」


「いや、でも……そもそも歳としが違ちがうじゃない！」


「暁人君は見かけ通りの年ねん齢れいではない。今年で二十六歳になる」


「に、にじゅうろく!?」


　涼子から見て十歳近くも年上である。


　最終奥おう義ぎを使った影えい響きようで老けたのかと思って心配していたが、村雨の言うことが本当なら、本来の年齢通りの外見に戻もどっただけということになる。


「二卵性じゃから遺い伝でん的には普ふ通つうの姉弟と似たようなものじゃが……水守君に〈覚醒者アートマン〉の追つい跡せきに加わってもらったのもそういう事情があってのことじゃ」
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「双子……か」


　ストレッチャーで運び出される暁人に付き添そう真名を見送りながら、涼子はふと恐おそろしいことに思い当たった。


　大門高校で〈覚醒者〉のオーバーキル・モード発動のリスクについて説明した時、村雨は『万一の場合は水守君に報ほう告こくを任まかせる』と言っていた。どうして全ぜん滅めつの危き険けんがあるのに真名だけは助かると予よ測そくしていたのか──その時は真名を優ゆう先せんして逃にがすつもりなのだろうと思って聞き流していたが、そうではなかった。


　暁人が無差別殺さつ戮りく技わざである〈ルドラの瀑ばく雷らい〉を使用したとしても、二卵性双生児である真名は生き延のびる可か能のう性せいが高いからだ。


　涼子がそのことを指し摘てきしようとすると、村雨は立てた人差し指を口に当てた。黙だまっていろということらしい。


〈ルドラの瀑雷〉の影響で半径十キロ圏けん内ないが停電しているため、涼子は都心の病院まで搬はん送そうされることになった。


「ゾーンの親玉のバラモン……番場保範と話をしたかね？」


　ハンビー改の車内、鎮ちん静せい剤ざいをもらって横になった涼子に、村雨が最後の質問をした。


　涼子が頷うなずくと、


「どんな奴やつじゃった？」


「死んで当然のクソ野や郎ろうだったわ」


「そうじゃろうとも」


　村雨は実に嬉うれしそうに笑った。とんでもないオヤジだ、と涼子は思った。


















　第五十二話　愛無き愛まな児ご







〈九月二十二日──晴れ〉





　家族を愛し、先そ祖せんを敬うやまうこと──それが人が幸福に生きるための基本的な条件だという説に異い論ろんはない。


　人間は本能を失った動物であるがゆえに、自じ己この存在を保ほ証しようするものを外部に求める。


　自じ我がの基き盤ばんとなるものが家族の絆きずなであり、血けつ族ぞくの歴史だ。


　先祖たちが生きた過去があるから自分が生きる現在があり、それはやがて子孫たちが生きるであろう未来へと受け継つがれていく。


　たとえ幻げん想そうであるにせよ、自分が永遠へと連なっていく物語の一部を担になっているという確かく信しんは、人の心に安らぎと希望をもたらす。


　だが、血の絆を失った人間はどうすればいい


　過去ルーツもなければ未来あしたもない、おまけに現い在まいる場所もない──台本も渡されずにいきなり舞ぶ台たいに上げられた役者のような、そんな人間はどうやって幸福になればいい


　世界を旅する間に似たような境きよう遇ぐうの人間とは数多く出会ったが、彼らと想おもいを分かち合うことはついぞなかった。そういった者たちは敵として俺おれの前に現れたからだ。


　俺は彷徨さまよい続けるしかない。


　その答えが見つかるまで。


　すべての終わりがくる、その日まで──
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　原はら以い知ち子こは今年で五十二歳さいになる。


　見た目に人を惹ひきつけるような派は手でさはないが、清せい楚そで物もの腰ごし柔やわらかな、落ち着いた存在感のある女性である。


　ソファに腰こし掛かけた姿すがたはすっきりと背せ筋すじが伸のびていて涼すずしげであり、身に付いた品の良さを感じさせた。きっちりと櫛くしを入れ後ろで結ゆい上げた髪かみが、几き帳ちよう面めんで誠せい実じつな性格をうかがわせる。


　子供が家を出たのを機きに生命保ほ険けんの勧かん誘ゆうの仕事を始めたが、評ひよう判ばんはとてもいいらしい。


　それは当然だろうと思えた。以知子には人に気を遣つかわせたり、警けい戒かい心しんを抱いだかせたりするところがまるでないのだ。黙だまってそこにいるだけで安らぐ気持ちにさせる、不ふ思し議ぎな魅み力りよくの持ち主だった。


　今日の以知子は淡あわい水色のツーピースに白いカーディガンを羽は織おっていた。膝ひざの上で重ねた両手、その左手の薬指に結けつ婚こん指ゆび輪わが光っている。


　不動産会社を経けい営えいする夫との間に二人の子供がいるが、長女はすでに嫁とつぎ、下の長男は大学生になって独ひとり暮ぐらしを始めたため、家には夫婦の他には通いの家か政せい婦ふが一人いるだけだった。


　その家政婦も来客を迎むかえた後すぐに用を言いつけて使いに出したため、客に出すための紅茶も以知子が自分で淹いれている。アールグレイのアイスティーの淹れ方が絶ぜつ妙みようだった。


　客が落ち着いた頃ころ合あいを見計らって、以知子は一通の封ふう筒とうを取り出してテーブルに置いた。


「この手紙はあなたの直筆？　とても綺き麗れいな字をお書きになるのね。私……お顔を拝はい見けんするまで、てっきり私と同い年くらいの方かしらと思い込こんでましたのよ」


　以知子は来らい訪ほう者しやが二十歳そこそこの若さだったことに驚おどろきを隠かくせないようだった。


　手紙の送り主の年ねん齢れいを以知子がそのように予よ想そうしていたのには理由がある。その手紙の内容が、三十年も以前の出来事についての質問だったからである。手紙には近日中に直ちよく接せつ伺うかがいますとだけ書いてあり、その予告通りにやってきたのが長女よりも若い娘だった。驚くのも無む理りはない。


「それで……私に聞きたいことって、何かしら？」


　以知子はわずかに不安を覚えているのか、膝の上で両手をこすり合わせながら尋たずねた。


「あなたは以前、ある有力者の屋や敷しきで家政婦として働いていらっしゃいましたね？　その頃にあなたが関わりを持った人物についてのお話を伺いたいのです。もちろん職しよく務む上じようの守しゆ秘ひ義ぎ務むがあることは承しよう知ちしております。その情報が外に漏もれることは絶対にないと保ほ証しようします。決してご迷めい惑わくはおかけしません」


　硬かたい口調で言われて、以知子は少し戸と惑まどった表情になった。レースのカーテンのかかった応おう接せつ間まの窓の方にちらりと視線を向ける。誰かに覗のぞかれてはいないかと心配したのか。


　以知子は目を閉じると、静かに深呼吸した。


「さて……何からお話しすればいいのかしら？」


　相手が急せかすつもりがないのを知って、以知子は安あん堵どしたように頷うなずく。手紙には具ぐ体たい的てきな質問は書いていないが、誰についての情報が知りたいのか、そのヒントとして漢字一文字を書き添そえておいた。以知子にはそれで十分に伝わったはずだった。


「やっぱり最初からお話しした方がよさそうね」


　アイスティーで軽く喉のどを潤うるおしてから、以知子は語り始めた。


「私が螢ほたる子こさんのお世話をさせていただくようになったのは二十二歳の春よ。その頃、彼女はすでに身み籠ごもっていらしたわ──」





　三十年前──原以知子（当時は旧きゆう姓せい・篠岡）は、別べつ宅たくに囲われている螢子という女性の身の回りの世話をするよう主人から言いつかった。


　愛人の世話役に回されるということで、正直なところ以知子は気乗りしなかった。他の家政婦から水商売の女だと噂うわさで聞かされていたのでなおのことである。どうせ派手好きで金かね遣づかいが荒あらく、ワガママで、男に媚こびる以外に能のない雌めす猫ねこみたいな女だろうと決めてかかっていた。


　しかし実じつ際さいに会ってみると、その想像は見事に裏うら切ぎられた。


　螢子はうぶな少女のように可か憐れんで、名前の通りに儚はかなげな佳か人じんだった。旦だん那な様さまの鑑かん定てい眼がんもなかなかのものだと以知子も認にん識しきを改めたほどである。


　螢子は初めて会った当時二十歳だったが、若さに似合わぬ落ち着いた佇たたずまいの持ち主だった。生まれつき病弱で肌はだは紙のように白く、ふと目を離はなした隙すきに綿わた雪ゆきのように溶とけて消えてしまうのではないかと不安にさせるほど頼たよりなく、実在感が希き薄はくだった。


　闇やみを映うつしたような大きな瞳ひとみが印いん象しよう的てきで、じっと見つめられると同性の以知子でさえどきりとさせられるような色いろ香かがあった。男ならなおさらで、以知子の主人もその瞳に魅み入いられたのであろうことは想像に易やすかった。抱だきしめてその存在を肌で確かめたい、自分の手元に置いて庇ひ護ごしてやりたいという衝しよう動どうを男に抱いだかせる魔ま性しようの性せい質しつを持ち合わせていた。


　しかし螢子自身に男を利用しようという邪よこしまな気持ちは微み塵じんもなかった。かといって男に尽くすタイプとも違う。およそ生きることに対して消極的というか、みずから人生を切り開いていこうという気き概がいのようなものが根本的に欠けた人間なのである。愛人として囲われているのもそう望まれたから従したがっただけで、愛情とも打算とも縁えんがなかった。


　まるで植物のように、ただあるがままにそこにいる──そんな女だった。


　以知子は螢子が不満を口にしたり、何かをねだったりするところを見たことがなかった。用がなければ縁側に腰掛け、日がな一日庭を眺ながめていても飽あきることがない。世話する側として手が掛からないのはありがたいが、逆に仕事がなくて時間を持て余あますほどだった。


　半月ほど経たった頃、思い切って欲しいものはないかと訊たずねてみると、拍ひよう子し抜ぬけするような答えが返ってきた。


「──生きてるだけで十分じゃない」


　螢子は二十歳にしてすでに諦てい念ねんに達したようなところがあった。


　いったいどういう経けい緯いでそんな人生観を持つに至いたったのか──興きよう味みを惹ひかれた以知子はあくまで家政婦としての立場をわきまえつつ、折を見て少しずつ螢子の身の上について聞き出した。螢子は自分から積極的に語ることはなかったが、質問されれば必ず答えた。おそらく断ことわる理由を考えるのが面めん倒どうだったからに違いない。


　螢子というのは源げん氏じ名なで、本名は景けい子こという。『景』を同じ音読みの『螢』に変えたもので、本人もこの名前が気に入っているようだった。


　生まれた場所は判はん然ぜんとしない。物心つく頃には母親と二人きりで旅をしていたという。


　この母親が何をしていた人間なのか、娘むすめである螢子にもよく分からなかった。女だてらに武ぶ道どう家かで、行く先々の街で武道場に立ち寄っては技わざを指南し、その謝しや礼れいで螢子に食べさせていたらしい。幼おさない螢子は床とこに伏ふせていることが多かったため、母親が仕事をしているところを直接見たことはない。


　母親は一つ所に居い着つかず、早くて三日、長くても三ヶ月でその街を後にした。そんな生活が一〇年以上も続いた。


　十六歳で母親と別れて自活するようになるが、その経緯については螢子自身も上う手まく語ることが出来ないでいた。最初はその母親が螢子を捨てて蒸じよう発はつしたという話をしたのに、しばらく経ってから聞いた時は螢子が母親の元から逃にげ出したという話になっていた。以知子は矛む盾じゆんに気付いたが、どちらの話も幾いく分ぶんかの真実を含ふくんでいるのだろうと解かい釈しやくして追つい及きゆうはしなかった。


　母親と別れた半年後には男と同どう棲せいを始めるが、この男が数百万の借しやつ金きんを残して蒸発し、保ほ証しよう人にんだった螢子は返済のために水商売の世界に入ったらしい。愛人として身み請うけされるまでにもいろいろとエピソードがありそうだったが、そこまで根掘り葉掘り訊ねるほどの図ずう々ずうしさは以知子にはなかった。その頃になると螢子の過去を掘り下げたところで楽しい話は聞けそうにないと諦あきらめの境きよう地ちになっていたこともある。


　ともあれ螢子の性格をそのようにしたのは母親の影えい響きようが大きいことは確かだった。


　自分専用の布ふ団とんさえ持てない生活が長かった螢子にとって、愛人として与あたえられるものも所しよ詮せんは幻まぼろしにすぎないと考えていたのだろうか。望んだところで何も得られないのなら最初から望まなければいいという考えに至ったのか。


　失望したくないために希望を捨ててしまった女──以知子は螢子をそう見た。


　身籠もったことが分かってからも、螢子が将来に希望を見み出いだすことはなかった。自分が母親になるという事実にすら興きよう味みがないように思えた。少なくも外見上は。


　別宅には主人以外の客が来ることはないが、一人だけ例外がいた。正妻である。


　正妻は育ちもよく品のある女だったが、嫉しつ妬と心しんだけは人一倍強かった。夫が自分よりも先に愛人を孕はらませたと聞いて乗り込んできたのである。以知子は障しよう子じ一枚隔へだてた廊ろう下かに控ひかえていて二人の会話の一部始終を聞いていた。


　正妻は遠回しの皮肉でいびろうとしたが、螢子には一いつ切さい通用しなかった。


「私を殺せばお腹なかの子も死にますよ。そうなさりたければ今ここでどうぞ」


　この一言で正妻は恐おそれをなしたようだった。


　自分の地位に必死でしがみつこうとする人間が、この世に未練を持たない人間に敵かなうはずがない。しかし正妻はこれを大だい胆たん不ふ敵てきな挑ちよう戦せんと受け取ったようで、帰り際ぎわ、以知子に螢子のことで気付いたことがあれば自分に報ほう告こくするようにと釘くぎを刺さしていった。螢子の言葉が掛かけ値ね無なしの本気だとは永久に理解できないだろうと以知子は思った。


　その後、正妻が別宅を訪問することはなく、何事もなく夏は過ぎた。


　螢子の腹は日に日に大きくなっていったが、もともと食の細かった螢子は胎たい児じに滋じ養ようをすべて奪うばわれたように瘦やせていき、秋を迎むかえる頃には一日中床に伏せっている日が多くなった。


　その年の冬は例年にない大雪だった。ほぼ寝ねたきりになっていた螢子は、庭に降り積もった雪を眺ながめながら以知子に言った。


「この子の名前なんだけど──以知子さん、あなたにお願いするわ」


　螢子は漢字一文字を指定し、それを使った名前を付けるように以知子に頼たのんだ。顔も知らない自分の父親に関係のある文字だという。


　この時、以知子はそれが遺ゆい言ごんだということに気付かなかった。


　翌よく年ねんの一月──螢子は男児を出産したが、体力が極きよく端たんに低下していたため出産直後から昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいり、そのまま我わが子を抱くことなく他界した。享きよう年ねん二十一歳さい。


　以知子は螢子の遺言を主人に伝えたが、命名は遅れた。正妻の執しつ拗ような反対にあい、認にん知ちするかどうか揉もめに揉めたからだ。


　螢子の子こ供どもは名無しのまま数日間放ほう置ちされた。やがて養よう育いくはするが認知はしないという方ほう針しんが決まったと聞かされた以知子は、もはや誰だれにも任まかせておけない事じ態たいだと思った。





「螢子さんの本名の苗みよう字じと、彼女の父親に関係があるという漢字を使って、私が名付け親になりました」


　以知子は指先で宙ちゆうをなぞり、見えない文字を書いた。


「南な雲ぐも慶けい一いち郎ろう──それがあの子の生まれた由ゆ縁えんです」
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　以知子は若くして乳う母ばとなり、別宅で慶一郎を育てることになった。


　病弱だった母親に似ず、慶一郎は人ひと並なみ外はずれて丈じよう夫ぶな子供だった。健康については何の問題もなかったが、以知子にとっての心配の種は周囲の環かん境きようにあった。


　もともと子供好きの面があった正妻は赤ん坊ぼうの慶一郎を気に入り、頻ひん繁ぱんに別宅を訪れるようになった。正妻は慶一郎を可愛かわいがりはしたが、それは表面上のことにすぎないと以知子は承知していた。


　正妻は慶一郎には螢子のことを教えないように以知子に命令し、自分がさも実の母親であるかのように振ふる舞まった。育児の苦労を以知子に押しつけ、自分は気が向いた時だけ慶一郎のもとを訪れては母親面で相手をする。腹立たしいことだったが、将しよう来らい的てきに認知される可能性も残されており、あくまで雇やとわれている立場の以知子は下へ手たに口出しするわけにはいかなかった。


　正妻が慶一郎を可愛がるそのやり方は愛あい玩がん動どう物ぶつに対するそれであって、親が我が子に抱くような愛情とは異ことなるものだったが、それでも幼おさない慶一郎はこの正妻に懐なつき、来訪を心待ちにするようになっていた。


　血のつながった父親である主人が別宅に足を運ぶことは一度もなかった。愛人の子供に興きよう味みがなかったのか、それとも正妻に止められていたのかは分からない。別宅に来ないにしても外で面会する場を設もうけるくらいのことはして当然のように思われたが、それらしいことを打だ診しんされたこともない。


　本当の生おい立ちを伏せられたまま慶一郎は成長した。物心つく頃には正妻の方を母親、以知子を乳母と認にん識しきしていたが、基き本ほん的に素す直なおな子供で、背はい後ごの事情にまで興味を示すことはなかった。


　表向きは平へい穏おんな、しかしいつ壊こわれてもおかしくはない二人の生活が唐とう突とつに終わりを迎えたのは四年後の冬だった。


　正妻が身籠もったのである。妊にん娠しんが発覚したとたん正妻は慶一郎を追い出すための工作を始め、以知子がその事実を知った時にはすべてが手て遅おくれだった。


　三ヶ月ぶりに別宅を訪れた正妻は、ただちに別宅を立たち退のくよう以知子に告げた。急な話に承しよう服ふくしかねた以知子が理由を問い質ただすと、正妻は心底嬉うれしそうに言った。


「妾しよう腹ふくの子を養育してやっていたのはただの保ほ険けんとしてよ。それももう用よう済ずみ。あの幽ゆう霊れいみたいな女の子供をこれでようやく厄やつ介かい払ばらいできる。清々するわ」


　この世で最も醜みにくい女の顔を見た、と以知子は思った。以知子は本気で腹を立てたが、勝ち目のない争いをするつもりはなかった。あれこれと理由を挙あげて相手から譲歩を引き出し、どうにか立ち退のきの期日を一ヶ月先に延のばすことに成功した。


　正妻を見送り、居い間まに戻ってきた以知子は、縁えん側がわに腰掛けている慶一郎を見つけて声を掛けようとしたが、様子がいつもと違うことに気付いた。


「──なるほどね」


　以知子が聞いたこともない低いトーンで慶一郎がつぶやいた。


「あの人、僕ぼくのお母さんじゃないんだ」


　慶一郎が二人の会話を盗ぬすみ聞きしていたことより、以知子はその声こわ色いろにまるで感情がこもっていないことに驚き、不安を覚えた。


「どうもおかしいって思ってたんだよね。あの人、口では優やさしいこと言うけど、時々僕のこと変な目でじっとにらむんだ。僕が何か悪いことしたのかなって思ってたけど……これで分かったよ。もともとあの人は僕のことは好きじゃなくて、無理して好きなフリをしてただけだったんだね。なるほど。納なつ得とくした」


　以知子は殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。


　早そう熟じゆくな子供だとは思っていたが、ここまで理路整然と話すところを見たことはない。何より驚きなのは、正妻の態度に違い和わ感かんを敏びん感かんに感じ取りながら、それを隠かくして無む邪じや気きな子供を演えんじていたことだった。あるいはむしろ逆か。自分が不ふ条じよう理りな状じよう況きように置かれていることに気付いたことで、その理由を考えざるを得なかったのかもしれない。


　以知子は慶一郎の産みの母親が螢子だと話したが、どんな人だったかと問われて答えに窮きゆうした。二十歳にして人生を投げていた女だとはとても教えられない。仕し舞まっておいたポラロイド写真を見せて、美しい人だったと説明するのがやっとだった。


　しかし母親のことを話すということは、その死について触ふれないわけにはいかない。出産が直ちよく接せつ的てきな死し因いんになったことを知った慶一郎は、すべてを悟さとったように言った。


「そうか、僕は間ま違ちがって生まれてきたんだ──」


　四歳の子供が口にしていい言葉ではなかった。以知子は否ひ定ていしようとしたが声が出ず、代わりに慶一郎を抱きしめた。慶一郎は泣きもせず、自分から以知子に抱きついてくることもなかった。


　その日から慶一郎は笑わない子供になった。


　元気に庭を走り回ることもなくなり、寝転がって何かを考えているか、大量にあるヒーロー物のビデオを無表情に眺ながめて暇ひまを潰つぶした。


　一週間が過すぎた。その日は大雪のうえに風が強く、東京中で吹雪ふぶきになっていた。


　電車も止まる悪あく天てん候こうにもかかわらず来客があった。玄げん関かんで応おう対たいした以知子は、その客の異い様ような風ふう体ていを見て最初は無心にきたホームレスかと勘かん違ちがいした。


「──迎えにきたよ」


　帆ほ布ぬのを継つぎ接はぎしたボロボロのマントを身に着けた四十前後と思おぼしきその女は、口を開くなりそう言った。女は問われて名乗った──南雲千ち鶴づると。


「景子の子供がここにいるのは分かっている。呼んできな」


　以知子が呼びに行くまでもなく、玄関の様子を窺うかがっていた慶一郎は自分から千鶴の前に出てきた。千鶴がマントのフードを取って素す顔がおを見せた。鷹たかのように生せい気きみなぎる鋭するどい光を目に宿した、精せい悍かんな顔つきの女だった。


「ここはお前の居いるべき場所じゃない。分かるね？」


　千鶴の言葉に、慶一郎はすぐに頷うなずいた。


「景子の骨を持っておいで」


　慶一郎は駆かけ足で奥おくに戻ると、螢子の骨こつ壺つぼを持って戻ってきた。三た和た土きに降りて靴くつを履はこうとする慶一郎に、千鶴が謎なぞかけのように訊たずねた。


「その格好で出るのかい？」


　慶一郎は部屋着のままだった。外は吹雪である。すぐに凍こごえてしまうだろう。


　しかし慶一郎のとった行動は以知子の予よ想そうを超こえていた。慶一郎は身に着けているものを脱ぬぎ始めたのである。セーターとズボンだけでなく、靴下も、下着までも脱ぎ捨すてて全ぜん裸らになった。
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　以知子は、慶一郎がこの家との関かかわりを完全に断たち切って立ち去ろうとしていることを悟さとった。慶一郎が脱いだ服を慌あわてて両手でかき集めて差し出した。


「待って！　せめて暖あたたかい服を……コートも取って来ますから──」


「もういいよ。以知子さんの仕事は終わったんだ」


　慶一郎の言葉はどこか晴れやかですらあった。そしてそこに未練はなかった。


「お疲つかれ様でした」


　それが、慶一郎の別れの言葉だった。


　吹雪が玄関から吹き込んできて、以知子は思わず顔をそむけた。


　再び顔を上げた時、慶一郎と千鶴の姿は目の前から消えていた。以知子は靴も履かずに表に飛び出し、辺りを見回したが、吹ふき荒すさぶ雪で何も見えなかった。


　以知子は崩くずれるように雪の中に座すわり込むと、わずかに体温の残っているセーターを抱きしめながら嗚お咽えつした──





「あの子の最後の言葉で私、すっかり心が折れてしまって……もう何もする気力がなくなってしまったんです。それから間もなく旦那様の紹しよう介かいでお見合いをして、いまの主人と結けつ婚こんしたの。主人は私の気持ちを理解してくれて、本当の自分の子供を作るべきだって言ってくれたわ。主人との間に子供ができて、それでようやくあの子のことを忘れることができたんです──」


　すべてを語り終えた原以知子は小さくため息を吐ついた。


　部屋のあちこちに以知子の子供の写真が飾かざられていた。胸に空あいた穴あなを埋うめるように我が子に愛情を注そそいだに違いない。


「その後の南雲慶一郎について、何かご存じですか？」


「ええ……ずいぶん後になってから、千鶴と名乗った祖母の方が亡なくなって養よう護ご施し設せつに入った慶一郎さんを、分ぶん家け筋すじの方が養子に迎むかえようとしたという話を人づてに聞きました。認知を求める裁さい判ばんを起こして本家からお金を取ろうとしていたそうですけど、本人がそれを断ったとか……もっとも私の興味は別のところにありましたけど」


「というと？」


「その話を聞くまで私、あの吹雪の日の出来事が本当にあったことなのか自信が持てなかったんですよ。あの千鶴という人は私が見た幻だったんじゃないかって──」


　アイスティーの氷はほとんど溶けかけていた。テーブルに茶ちや封ぶう筒とうを置き、以知子の方に差し出す。


「貴き重ちようなお話を聞かせていただき、ありがとうございました。これは心ばかりのお礼です」


　以知子はかぶりを振って茶封筒を返した。


「これはいただけません。むしろ私の方がお礼をしたいくらいだわ」


　茶封筒をハンドバッグに戻し、席を立とうとすると、以知子が不ふ意いをつくようなタイミングで問いかけた。


「もしご存じなら教えてください。あの子はいま……どうしていますか？」


　興味本位の質問でないことは、すがるような目の色で分かった。いまがそれを知る最後の機会だと分かっているのだ。


「南雲慶一郎は──私の夫です」


　烈飛鈴リー・フエイリンはシンプルにそれだけを答えた。必要にして十分な答えだと思った。


　以知子はソファから立ち上がると、飛鈴の手を取り両手で包むように握にぎった。


「そう、あなたが……」


　心の底から安あん堵どした笑顔がくしゃくしゃになり、大おお粒つぶの涙が頰ほおをこぼれ落ちた。


　以知子は飛鈴の手を握りしめながら、ありがとう、と何度も繰くり返した。





　　　　三





　ひどく質しつ素そな墓はか石いしだった。


　鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれた古い墓石の並ならぶ墓ぼ地ちの片かた隅すみに、ぽつんと忘れ去られたようにその墓はあった。花立てと水みず鉢はちがなければ、隣となりの墓石を囲む柱の一部と見み間ま違ちがえそうだ。


　墓石は長年の風雨に浸しん食しよくされて表に何と彫ほってあるのか判然としなくなっているが、裏に回って見ると『景子』と『千鶴』の文字がはっきりと読めた。これが南雲家の墓であるのは間違いない。


　質素ではあっても打ち捨てられているわけではなく、墓の周囲は綺き麗れいに掃はき清められていた。つい最近、半月以内に誰かが墓参りにきた形けい跡せきがある。


　飛鈴は桶おけに汲くんできた水で墓石を清めた。花を取り替え、線せん香こうをあげる。


「南雲の家に所縁ゆかりの方ですかな？」


　声を掛かけてきたのは七十過すぎと思しき坊ぼう主ず頭あたまに作さ務む衣え姿の老人だった。この墓地を管理している寺の住じゆう職しよくだということは下調べですでに知っている。墓参の後に話を聞く予定だったので相手のほうから話しかけてきてくれたのは都つ合ごうがよかった。


　飛鈴が自分が千鶴の孫である慶一郎の妻だと告げると、住職は皺しわと見分けのつかないくらい細い目の目め尻じりを下げ、感かん歎たんしたようにほう、と息を漏もらした。


「これはまた絶ぜつ世せいの美人を嫁よめにもらったものですな。果か報ほう者ものだ」


「主人と会われたことがおありで？」


「二度ほど。二十五年ほど前になりますかな……吹雪くような大雪の日の夜中に、千鶴さんに連れられて来たのが最初です。その頃はまだ四つか五つの子供でした。千鶴さんの娘の景子……つまり母親の遺い骨こつを墓に納おさめていきました」


　住職は南雲家の墓に視線を落とした。幼い慶一郎は以知子の元を去ったその足でここを訪おとずれたらしい。


「その次は……？」


「それから六年……いや七年後でしたかな。千鶴さんの遺骨を持ってひとりで来ました。まだ中学に上がる前の年とし頃ごろだというのに、すでに私よりも大きな図ずう体たいをしておりましたな。千鶴さんに相そう当とう鍛きたえられたのでしょう」


「主人の祖母について、住職さまは何かご存ぞんじで？」


　その問いに、住職は飛鈴の目的が墓参だけでないことを察さつしたようだった。


「場所を変えましょう。少し長話になりますからな」


　飛鈴は本堂の裏うら手てにある庵いおりまで案内された。縁側で待っていると、住職が茶ちや碗わんと茶ちや菓が子しを載せた盆ぼんを持ってきた。


「私、実ははじめから住職さまにお話を伺うかがうつもりで参りました。先にこれを──」


　飛鈴は風ふ呂ろ敷しきに包んだ二本の瓶びんを住職に差し出した。中身が芋いも焼じよう酎ちゆうだと知った住職は頰をほころばせる。


「あんたは本当にできた嫁だね。実にもったいない……いやいや失礼。千鶴さんも安心だろう」


　住職はいそいそと芋焼酎を奥に片付けると、盆を挟はさんで隣となりに腰掛けた。


「実を言うと千鶴さんと私は幼おさな馴な染じみでしてな。私の方が二つ年かさでしたが、ここの裏が森だった頃はよく一いつ緒しよに山遊びをしたものです──」





　千鶴は幼い頃から無類のチャンバラ好きという少し変わった娘だった。


　好きが高じて隣町の剣けん術じゆつ道どう場じように入門すると、あっという間に頭角をあらわし、三年目にして師し範はん代だいと肩を並べるほどの腕うで前まえになった。さらにその道場に伝えられていた剣術の他にも柔じゆう術じゆつや当て身の技わざを修おさめ、十七を待たずに目録を頂いただいたというから並なみの才能ではない。


　すらりと背が高く美び貌ぼうでもあったため言い寄よる男は跡あとを絶たたなかったが、千鶴は自分よりも強い男でなければ相手にしないと公言していて、それに見合うほどの腕前の持ち主はなかなか現れなかった。門下生たちの間では高弟のうち誰が先に千鶴の心を射い止とめるかという話題で持ちきりだったという。





「道場での生活は千鶴さんにとって最も充じゆう実じつした時代でしたが……それも長くは続きませなんだ」


「どうしてですか？」


「戦争がありましたからな。門下生たちも多くが兵隊に取られて、道場も閉へい鎖させざるを得なかったそうです。それでも千鶴さんはこっそり師範の元に通い、皆かい伝でんを認みとめられるまでに腕を上げたと聞いています」


　住職は遠くを見る目になった。


「やがて終戦を迎むかえたものの、出しゆつ陣じんしたかつての門下生たちの半分は帰ってこなかったそうです。それから間もなく、千鶴さんは行き先も告げずに旅に出ました。帰ってこなかった方の中に思い人がいて、自分から迎えに行ったのだという話もありましたが……本当のところは誰にも分かりません。私が次に千鶴さんに会ったのは六年も後でした。千鶴さんは自分の娘だという一人の女の子を連れていました」


「それが景子さん……？　父親は誰だれなんですか？」


「千鶴さんは誰に問い質ただされても父親が誰かは明かさなかったが、私には少しだけ話してくれました。なんでも紀き州しゆうの山中で〈鬼おに〉に出会ったと──」


「〈鬼〉──幽ゆう霊れいですか？」


　中国で鬼といえば死し霊りようのことである。日本の鬼とは少々ニュアンスが異ことなる。


「いや、鬼というのはたとえのようなものでしょう。天てん狗ぐあるいは武ぶ神じんとでも申しましょうか……」


「よく分かりませんが」


「古くからある剣術の流派には、開かい祖そが山の神や天狗から極ごく意いを授さずかったという逸いつ話わを持つものもある。千鶴さんが言っていたのもそのような人じん智ちを超こえた何かかもしれませんな」


　深追いしない方がいいらしいと感じた飛鈴は話を先に進めるように促うながした。


「その〈鬼〉はそれは美しい男だったそうです。千鶴さんが武術の達人だと知った〈鬼〉は勝負を持ちかけてきた。千鶴さんは受けて立ったが、この〈鬼〉がまた滅めつ法ぽう強い。相手は素す手でだったが、剣でも、柔やわらの技でもまるで敵かなわなかった。そして負けを認めた千鶴さんは、その〈鬼〉の一夜の妻つまとなったそうです。本人は一夜のつもりだったが、山を下りた時にはいつの間にかひと月が経たっていて、やがて千鶴さんは自分が身み籠ごもっていることを知った……」


　聞けば聞くほど不ふ思し議ぎな話だった。


「千鶴さんは景子さんを連れて旅をしていたそうですけど、定住できない理由でも？　それとも何か目的があったのでしょうか？」


「これは私の考えだが、おそらく千鶴さんはその〈鬼〉を捜さがしていたのでしょうな。女としてか、それとも武ぶ術じゆつ家かとしてか……どちらにせよ千鶴さんは心を〈鬼〉に盗とられてしまったに違いない」


　住職は急に何かを思い出したらしく、飛鈴に顔を向けた。


「そういえば最後に会った時、千鶴さんは〈鬼〉が使っていた武術の正体をやっと突き止めたと言っておりましたな。確か〈カミノテ〉……とか」


「それはもしや〈神威カムイの拳けん〉では？」


「さあ……そこまでは。聞いたのは一度きり、なにぶん昔のことですからな」


　千鶴が辿たどり着いたのが〈神威の拳〉でなかったとしても、慶一郎が千鶴から武術を叩たたき込まれたことは明らかだった。慶一郎にとって千鶴が最初の師し匠しようということになる。


「千鶴さんがお亡なくなりになった理由は分かりますか？」


「あの孫はそういうことは何も言わなんだが……まず、病死でしょうな」


　飛鈴としては千鶴が景子と別れた理由にも興味が湧わいたが、住職がそれを知っているはずもなかった。他人にはどうしても分からない関係というものがある。


　そろそろ話を切り上げようとした時、失念していた疑問が脳のう裏りに甦よみがえった。


「ところで、あのお墓を掃そう除じしたのは住職さまですか？」


「いや、私ではない。毎年、律りち儀ぎに線せん香こうを上げに来る殊しゆ勝しような男がいてな……もちろん薄はく情じような孫ではないぞ」


「どなたです？」


「鬼おに塚づか鉄てつ斎さいという男だが──」


　飛鈴は思わず縁側から腰を浮かした。


「飛天神社に剣術道場を構かまえておってな。千鶴さんはそこで娘を産んだそうだ。話を聞きに行く気があるなら紹しよう介かいしてやってもよいが」


　住職の申し出を、飛鈴はやんわりと断ことわった。


「お気き遣づかいなく。その方なら存じ上げておりますから──」





　　　　四





「──慶一郎ならおらんぞ」


　玄関に応おう対たいに出た鬼塚鉄斎は、客の正体に気付くとぶっきらぼうな調子で言った。


　鉄斎から磁じ力りよくのように放ほう射しやされている殺気を肌で感じ、飛鈴は身のすくむ思いだった。


　飛鈴が飛天神社の鬼塚家を訪れるのはおよそ三ヶ月ぶりである。実じつ際さいのところは訪れる、などという生やさしい単語の似に合あわない事件だった。飛鈴は手て勢ぜいを引き連れて鬼塚家を襲しゆう撃げきし、慶一郎を誘おびき出すための人ひと質じちとして鉄斎の孫の美雪を拉ら致ちしているのだ。問答無用で斬きりつけられるくらいのことは覚かく悟ごしなければならない立場だった。


　この頑がん固こ一いつ徹てつな老ろう剣けん士しの許ゆるしを得るのは並なみ大たい抵ていのことではない。警けい戒かい心しんを和やわらげるにはまず外見からと考えた飛鈴は髪を結ゆい、きっちりと和服を着て手て土産みやげも持参している。


「承知しております。今日は鉄斎さまに用があって参りました」


　飛鈴は深々と頭を下げた。鉄斎はフンと鼻を鳴らす。


「わしに用だと？　分からん話だ」


「伺いたいのは南雲慶一郎の祖母についてのことです」


　単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出すと、果はたして鉄斎は意表を突かれて鼻白んだ。飛鈴が続けて話そうとすると、いきなり玄関の引き戸がぴしゃりと閉じられる。


「道場へ回れ。話はそこで聞く」


　玄関の敷しき居いを跨またぐことこそ叶かなわなかったが、鬼塚家の裏うら手てにある道場で、飛鈴は鉄斎と対面を許された。雨戸の開け放はなたれたがらんとした道場で、飛鈴は板の間に直じかに座り、五歩の間合いを置いて鉄斎と向き合う。


　鉄斎は傍かたわらに白しろ鞘さやの刀を置いていた。いつでも飛鈴をぶった斬る用意があるという意思表示である。作務衣の懐ふところには手しゆ裏り剣けんの四、五本も忍しのばせているはずだった。泰たい然ぜんと座っているように見えるが、その実わずかに腰を浮かせていて、いつでも動ける状態にある。目の前の飛鈴だけではなく、周囲に潜ひそんでいるであろう飛鈴の護ご衛えいを警けい戒かいしてのことだろう。今日の飛鈴は本当に一人だけで来ているのだが、それを説明したところで鵜う呑のみにする鉄斎ではなかった。


「先日は誠まことに失礼致いたしました」


　飛鈴は三つ指をつき深々と一礼した。


「世せ辞じはいい。用よう件けんを聞こう」


　鉄斎を相手に余よ計けいな駆け引きは無用だった。飛鈴は自分が慶一郎の過去について調べていること、その結果として祖母の南雲千鶴に辿たどり着いたことを包み隠かくさず打ち明けた。


　千鶴の死後、当時十二歳の慶一郎は養護施設に入った。一度は父方の家の分家筋にあたる夫婦に引き取られたが、そこで問題を起こして半年と経たたずに施設に戻もどされている。そのすぐ後に鉄斎に引き取られ、高校卒業までのおよそ六年間を鬼塚家で過ごすことになるのだが、初めて二人が顔を合わせた場所はその施設ではなかった。


　当時の慶一郎はすでに体たい格かく的てきには大人と同等で、千鶴に鍛えられたおかげで腕うでっぷしの強さは怪かい物ぶつ的てきだったという。その日、施設を無む断だんで抜け出した慶一郎は街まちでチンピラとケンカになり、結果五人を病院送りにした。その取り調べのために放り込まれた留りゆう置ち場じようが、鉄斎との最初の対面の場所になったのである。


　引き取りに来た鉄斎は大立ち回りの末に慶一郎をＫＯし、縛しばり上げた上で鬼塚家に連れ帰っている。その場に居い合あわせた警けい官かんを捜さがし出して話を聞くと、屈くつ強きような警官が三人がかりでようやく取り押さえることができた慶一郎を、鉄斎が文字通り赤子の手をひねるがごとく一人で片付けた様は圧あつ巻かんだったという。


「率そつ直ちよくに伺います。鬼塚家の遠とお縁えんにあたるということで南雲慶一郎を引き取ったと聞いていますが、実じつ際さいには血縁はありませんね？」


「みずから調べてその事実に行き当たったのなら、そういうことだ。訊きくまでもなかろう」


「では彼を引き取った本当の理由は何ですか？」


　鉄斎は顎あごをひと撫なでしてから、語り始めた。


「千鶴さんはわしらにとって特別な人だった……その孫を放ってはおけまい」
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　鉄斎がわしらというのは自分と姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞう、毒ぶす島じま天てん堂どうの三人を含めてのことである。


　現在、三人はそれぞれ飛天流剣術、姫川流柔術、神武館骨法の師し範はんを務つとめているが、これらはもともと一つの武術流派から派は生せいしたものだった。源げん流りゆうとなった流派自体は後こう継けい者しやが戦争で亡なくなり途と絶だえてしまったが、一人だけ皆伝を受けた人物がいた──それが南雲千鶴である。


　終戦直後、一時行方不明になっていた千鶴は、戻ってきた時父親の分からない子供を身籠もっていた。そのため実家には戻らず、鬼塚家に身を寄せてそこで景子を産んだ。


　それがちょうど五十年前──鉄斎（当時の名は鉄心）は十歳であった。


　千鶴は景子を育てる傍かたわら、飛天道場にいた三人の門弟（鉄斎、雷蔵、天堂）に自分の技わざを伝えた。三人にとって千鶴は武術の師であるとともに姉のような存在であり、憧あこがれの的でもあった。三人は自分たちを三銃じゆう士しになぞらえ、千鶴の身に危き険けんが迫せまるようなことがあれば一いつ致ち団だん結けつしてそれに立ち向かうことを誓ちかい合った。


　しかしその同どう盟めいも長くは続かなかった。五年後、千鶴はまだ幼い景子を連れて鬼塚家を去り、二度と戻ることはなかった。





「千鶴さんは亡くなる直前にわし宛あての手紙を残していた。寺の住職がそれを送ってくれて、それで初めて慶一郎のことを知ったというわけだ。千鶴さんがわしにだけ手紙を残したことで、雷蔵と天堂はたいそう悔くやしがっていたがな」


　鉄斎の言い方にはどこか自じ慢まんげな響ひびきがあった。その程てい度どのことで嬉うれしいのだから、千鶴はよほど好かれていたのだろう。もっとも、鉄斎に手紙が来たのは単に千鶴が身を寄せていたのが鬼塚家だったからで、とくに鉄斎個人に宛てたわけではないのではと飛鈴は思ったが、指し摘てきすると斬られそうなので黙だまっておいた。


　千鶴からの手紙にはそれほど詳くわしい事情は書かれていなかった。慶一郎が景子の子供だとは書かれていたが、父親については言げん及きゆうされていない。景子の父親についても同様だった。千鶴が出会ったという〈鬼〉が何なのか、それを知る者はこの世にはいない。


　飛鈴はもうひとつの質問をしたかったが、どうしても口に出せなかった。


　鉄斎の一人娘で、美雪の母親である故こ鬼塚美み咲さきのことである。慶一郎が六年もの間この鬼塚家に身を寄せ、帰国してからもこの家に戻ってきたのは彼女の存在が大きい。慶一郎にとって美咲がどんな存在だったかは、美雪への態たい度どを見れば容よう易いに想像がつく。


　それを考えるだけで飛鈴の胸は千ち々ぢに乱みだれた。深く息を吸ってその思いを呑のみ込こむと、飛鈴は鉄斎に礼を述のべ、最後にひとつ報告を付け加えた。


「南雲慶一郎は生きています。そのことを……美雪さんに教えてあげてください」





　　　　五





　目覚めた時、すべては闇やみに包まれていた。


　肉体の感覚は希き薄はくだった。


　自分が立っているのか、横になっているのかすら分からない。


　意識を失う直前まで感じていたのは浮ふ遊ゆう感かんだった。


　その正体が何かは分かっている。墜つい落らくしたのだ。


　それを認にん識しきしていながら、死の恐きよう怖ふはなかった。


　これでよし──


　言葉にすればあまりにも説得力のない、説明すること自体が無意味な主観的な確信。


　世界の歯車がガッチリと嚙かみ合い、すべての事象があるがままに正しく思える。


　そんなたとえようもない無む限げんの恍こう惚こつの刻ときは、すでに過ぎ去っていた。


　残されたものは喪そう失しつ感かんだった。


　哀かなしい──ただ哀しい。


　もともと失うものなど何もないはずなのに、失ったと感じるのは錯さつ覚かくなのか。


　それとも普ふ段だんは目を逸そらし忘れている欠落に気付くからか。


　必要な何かが欠けているのだとしても、それはおそらく自分のせいだった。


　理由は知らないがそう決まっていた。


　胸に空いた隙すき間まに風が吹き込んで痛いたむなら、石でも詰つめておけばいい。


　これまでもそうしてきたし、これからもそうする。他の方法は知らない。


　胸の痛みが端たん緒しよとなり、徐じよ々じよに五感が甦よみがえってきた。


　まずは呼吸だった。横おう隔かく膜まくが十分に動いていないのか、浅い呼吸しかできていない。


　口と鼻に管くだが通され、人工呼こ吸きゆう器きから酸さん素そ濃のう度どを調整された空気が送り込まれている。


　胸と腹に意識を集中して息を吸うと、肺が新しん鮮せんな空気で満たされた。


　闇夜に雲が晴れ、無数の星が輝かがやくがごとく、五感が急速に目覚める。


　皮ひ膚ふ感かん覚かくで、自分が仰あお向むけに寝ていることが分かった。温あたたかいシーツの感覚。


　しかし五感が目覚めると、逆に身体に起きている異い状じようも明らかになった。


　左半身の感覚が全体的に鈍にぶい。右足にも感覚がなかった。


　問題がないのは右腕だけだった。


　仕方がない。右腕の感覚だけて周囲を探さぐってみることにする。


　思い切って横に伸のばしてみる。手首から先がシーツの外に出た。


　皮膚感覚で環かん境きようを調べる。気温およそ二十五度、湿しつ度ど四十％といったところか。


　寒く感じるが、これは体温が下がっているせいだろう。


　肩に力を込めて、もう少し腕を伸ばしてみる。肘ひじまでがシーツの外に出た。


　手の甲こうが何か柔やわらかいものに触ふれた。手首を返して、指の腹で触れてみる。


　表面はスベスベしていた。張はりと弾だん力りよくがありつつ柔らかい。何だこれは？


　手て触ざわりがいいので、とりあえず何も考えずにまさぐってみる。掌てのひらが熱を帯びてきた。


　不意に手の甲こうに痛みが走る。鳥のクチバシで突つかれたような感覚。


　巨大マシュマロを想像させる謎なぞの物体は手の届とどかないところへ逃げてしまったようだ。


　残念に思っていると、突然に暗くら闇やみから一転して世界が真っ白に染そまった。


　瞼まぶたを透とう過かした光が目の奥に刺さった。痛みに顔をしかめる。


　右手を持ち上げて顔を覆おおう。初めて左目が眼がん帯たいでふさがっていることに気付いた。


　視し神しん経けいが落ち着いてくる。瞼を軽くこすり、ゆっくり慎しん重ちように右目を開く。


　何度か瞬まばたきするうち、周囲の光景がはっきりしてきた。


　屋内である。しかし病院の個こ室しつとは思えなかった。


　病室にしては照明や壁かべ紙がみのデザインが凝こりすぎていた。高級ホテルの寝しん室しつを思わせる。


　首がよく動かないので目だけを動かして右の方を見る。


　大きな窓から外光が射し込んでいた。それを後光のように背負って立つ人影がある。


　淡あわいピンク色のワンピースを着た女だった。


　アップにした髪かみに特とく徴ちよう的てきな形のキャップを載せているのでナースだと分かる。


　しかし普通のナース服にしては身体にぴったりしすぎていた。スカートの丈たけも短い。


　よく見ると全体的にチャイナドレスに近い作りをしている。


　看かん護ごするには少々刺し激げき的てきなナース服に身を包んでいるのは、とびきりの美女だった。


　磨みがき上げた黒こく曜よう石せきを思わせる瞳。


　すっきりと通った鼻び梁りよう。何か甘いものでも含ふくんでいそうな唇くちびる。


　唯ゆい一いつの欠点は、形のいい眉まゆがつり上がって怒いかりの表情になっていることだった。


「人のお尻しりを好き勝手にいじくらないでよね！」


　烈飛鈴は頰を赤らめて抗こう議ぎした。





　慶一郎の意識は完全に覚かく醒せいし、自分の置かれた状況を理解した。


　覚えているのは京きよう極ごく幻げん弥やとの対決までだった。記憶を辿たどり、幻弥の配下との血みどろの闘たたかいの一部始終を思い起こす。しだいに心に湧わき上がってきたのは、生きているという実感からくる歓かん喜きではなかった。それとは正反対のドス黒く凍いてついた感覚だった。


　慶一郎は右手で口元を指さして人工呼吸器を外すように要求した。飛鈴は機械を止め、口と鼻に挿そう入にゆうされているパイプを外した。おしぼりで顔を拭ふこうとする手が止まる。慶一郎が右手で手首を摑つかんで止めていた。


「……どうして……助けた？」


　喉のどの奥から搾しぼり出す言葉に、飛鈴は顔を強こわ張ばらせる。


「生かしておいたところで……どうせロクなことにならん。手違いで生まれてきた余よ計けいな人間だからな……」


　飛鈴は慶一郎の右手を取り、両手で包むようにして胸に抱いた。


「妻が──妻が夫を助けるのに、何か理由が要いる？」


　慶一郎は右手に熱いものを感じた。飛鈴の頰を伝いこぼれ落ちた涙だった。


　指を伸のばして頰の涙を拭ぬぐおうとするが、涙の粒つぶは止めどなく次から次へとあふれた。その熱さが指から手へ、手から腕を経へて肩からやがて胸にまで達し、凍てついた心を溶とかすようだった。


「……すまん」


「すまん、ですって!?」


　飛鈴はいきなりヒステリックに豹ひよう変へんした。


「すまんで済んだら警けい察さつはいらないのよ！　いったい何様のつもり!?」


「いや、あの……」


「あんたねえ！　花のよーな乙おと女めを傷きず物ものにしておきながら、今度は勝手に死んで後家にしようっての!?　助けてもらっておいて礼の一つもありゃしない！　甘あまったれんのもたいがいにしろっての!!」


　飛鈴は慶一郎の下半身に手を伸ばし、ギプスで固められた足に無数に刺さっている鍼しん灸きゆう用ようの長い針はりを抜き始めた。麻ま痺ひしていた両足に感覚が戻ってくる。半はん身しん不ふ随ずいになっていたわけではないと分かったのはよかったが、それを喜んでいる場合ではなかった。凄すさまじい激げき痛つうが全身を駆かけめぐったからである。


「ぐ……おおっ……ちょっ、まっ……!!」


　慶一郎の額ひたいから脂あぶら汗あせがどっと噴ふき出した。


「あんたは死んだぐらいじゃ済まないくらいのことをやってんのよ！　楽に往おう生じようできると思ったら大間違いよ！　恩おん知しらずのロクでなしのくせに!!」


「わ、分かった！　あ……謝あやまる！　謝りますから!!」


「これは以知子さんの分！」


　飛鈴は左肩に刺ささっていた針を一本抜いた。骨こつ折せつした左腕に痛みが走る。


「どう、反省した!?」


「は……はい！」


　慶一郎は歯を食いしばったままガクガクと頷うなずく。飛鈴はようやく満足したように微笑ほほえんだが、目つきは冷ややかだった。


「よろしい。じゃあ『ごめんなさい』って百回言うたびに針を一本戻してあげる。『愛してる』でもいいわよ」


「うっ……ご、ごめんない！　ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさい……」


　結局──慶一郎は『ごめんなさい』を百回言い終わる前に悶もん絶ぜつした。
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　転章　帰ってきた九龍カオルーンの花嫁







　大門高校──二年Ｂ組の教室。


「う～～、しんどい……」


　登校してくるなり、涼りよう子こは倒たおれ込こむようにして自分の席に腰こしを下ろした。


　他の生徒たちの好こう奇きの視線が集まる。無む理りもなかった。打ち身、切り傷、擦すり傷、捻ねん挫ざ等など々などの負ふ傷しようにより、涼子の全身は包ほう帯たいと絆ばん創そう膏こうだらけになっていたからだ。


　右足の捻挫自体は重傷ではないが、意地を張はって松まつ葉ば杖づえを借かりなかったことをいまになって激はげしく後こう悔かいしていた。全身の筋きん肉にくが悲鳴を上げているポンコツ状態では、部分的な負ふ荷かが大きくなるため家から学校まで歩くだけでも疲ひ労ろう困こん憊ぱいしてしまう。


「大丈夫ですか？　涼子さん。無む理りせず休んでた方が……」


　心配した大作が声をかけてきたが、涼子は机つくえに突っ伏ぷしたまま顔も上げない。


「あんたの『大丈夫ですか』もいい加か減げん聞き飽あきたわよ。変へん態たい宇う宙ちゆうサナダムシの脅きよう威いから学園を救った英えい雄ゆうに対して他に何かコメントはないわけ？」


「じゃあ、僕から個人的に表ひよう彰しようしてあげますよ。ついでに〈虫殺し〉の称しよう号ごうを──」


「い・ら・な・い・わ・よ！」


　強そうな感じが一切しない称号を断ことわり、涼子はため息を吐いた。


　地球外寄生生命体ゾーンの侵しん略りやくから三日が経けい過かしていた。結ゆう城きひとみをはじめとする寄生された生徒たちは病院に収しゆう容ようされ治ち療りようを受けていた。表向きの病名は『食中毒』ということになっている。


　ドクター村むら雨さめの報ほう告こくによると、ゾーンのリーダーであるバラモンが死んだ直後から他の寄生体は活動を停止し休きゆう眠みん状じよう態たいに入ったという。生徒たちは寄生の進行度合いがごく初期のレベルだったため除じよ去きよ手しゆ術じゆつは簡かん単たんに済み（本当にヤットコで引っこ抜く感かん覚かくでＯＫだったらしい）、現在は予後を観かん察さつ中ちゆうだった。問題がなければ明日にでも退たい院いんできるという。


　涼子にとって不満なのは、涼子の奮ふん闘とうを覚えているのが大作と校長の二人だけという事実だった。大門高校が超ちよう重じゆう力りよく結けつ界かいから解放された後、駆かけつけたオリオンの部隊が前後二～三日間の記き憶おくをあやふやにする笑気ガスの一種を校内に散さん布ぷしたため、寄生されていなかった生徒たちの記憶にも残っていないのだ。


　涼子の〈月の眼グラムサイト〉の能力は事件解決の翌よく日じつにはすっかり消え失うせていた。ずっと独どく眼がん竜りゆうで通すのは勘かん弁べんだったのでありがたい話だが、せっかくなら使いこなせるように訓くん練れんしてみるのも面白いだろうと思っていたので拍ひよう子し抜ぬけしたのも事実である。


（まあいいか。解決したんだし……）


　涼子は空あいたままになっている左隣の席に顔を向け、いまだ解決していない問題があったことを思い出した。


「あいつから連れん絡らくはないの？」


「ええ。涼子さんがこんな様だってのに、静しず馬まさんはどこをほっつき歩いてるんでしょうねえ」


　こんな様は余よ計けいだと言おうとした時、予よ鈴れいのチャイムが鳴った。生徒たちがおのおの席についた頃、教室の隅すみに設せつ置ちしてあるテレビモニターに電でん源げんが入った。サングラスをかけた怪あやしいオヤジ──藤堂校長の姿が映うつし出される。


『──おはよう、二年Ｂ組の諸しよ君くん』


　苦み走った渋しぶい声が響くと、生徒たちはとたんに色めき立った。


「おいおい！　久しぶりに来たよ、このパターン!!」


「待て！　静かに！」


　全員が息を殺し、藤堂の次の言葉を待った。きょうび日本のどこに、生徒たちがこれほどまでに一いつ致ち団だん結けつして校長の言葉に耳を傾かたむけようとする高校があるだろうか──涼子は間違っているとは思いつつも感心した。


『諸君らに朗ろう報ほうだ。二年Ｂ組の担任である南雲君が行方ゆくえ不ふ明めいになっていた件だが──』


「見つかったの!?」


　思わず声を上げた涼子に、教室にいる全員から非ひ難なんの視線が浴あびせられる。


『彼の抜けた穴を埋うめる代理教員が本日付で就しゆう任にんする運びとなった。君たちのクラス担任と英語の授業の両方を担当してくれる。間もなく現れるはずだ。楽しみに待っていてくれたまえ──』


　モニターの映像が切れるとほぼ同時に、廊ろう下かに硬かたい足音が響ひびいた。廊下側の磨すりガラスの窓の向こうを白い人影が流れるように移動していく。


　足音が止まり、教きよう壇だん側がわのドアが開いた。


　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、教室中にどよめきが波のように走った。


　教室に入ってきたのは、白いスーツに身を包んだ二十歳をいくらも過ぎていない若い女だった。生徒たちが驚おどろいているのはその非ひの打ち所のない美び貌ぼうにもあるが、それ以上に、何より見覚えのある人物だったからである。教壇の真正面の席にいる大作は口をポカンと開けたまま固まっている。


　代理の女教師は、チョークを持って黒板に名前を書いた。


　一度『飛とび島しま鈴れい那な』と書き、何な故ぜかその上に×を加えると、その隣に改めてもう一つの名前を書く。漢字そのものは日本人なら誰でも読めるが、正しい読み方を知っている生徒はほとんどいなかった。涼子と大作を除のぞいて。


　女教師は教壇に手をつき、とびきりの笑顔で自じ己こ紹しよう介かいした。


「今日からしばらく皆みなさんの担任を務つとめさせていただきます──烈飛鈴リー・フエイリンです。どうぞよろしくお願いします」


　教室は一気に歓かん声せいと拍はく手しゆの坩堝るつぼと化した。


　涼子は身体の痛みも忘れ、椅子を蹴け倒たおして立ち上がっていた。


「なっ……なんで!?　どうしてあんたが南雲先生の代わりなのよ!!」


「どうして？　夫の不始末を妻がフォローする──当然でしょ？」


　飛鈴は悪戯いたずらっぽくそう言うと、涼子にウインクしてみせた。ハートを射い抜ぬかれた男子生徒たちが椅い子すごとバタバタと倒れる。


　諸もろ手てを挙あげて飛鈴を歓かん迎げいする生徒たちの中で、涼子はただ一人、これから校内に吹ふき荒あれるであろう嵐あらしを予感し、戦せん慄りつした──
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　もう先に謝あやまっとく──正直、スマンかった。


　手にした瞬間に度ど肝ぎもを抜ぬかれたでしょ？


　内ない容よう云うん々ぬんよりもまず本の薄うすさに。


　完璧なプロットを作ったのに当とう初しよの予定の半分しか消化できずに時間切れとは……中なか里ざと融ゆう司じ氏しの二十分の一の生せい産さん力りよくはダテじゃないぜ！（←シャレにならん）


　内容はサムライガール［天てん魔ま降こう臨りん篇へん］の完結編＋αアルフアとなっております。十二巻と並べるとまるで狙ねらったように綺き麗れいな上下巻になったのでこれはこれで……いや、よかないか。


　じゃあ、こういうのはどうだろう？


　最近は雑ざつ誌しの付ふ録ろくに特とく製せいブックカバー（既き刊かん本のカバーと交こう換かんするやつ）を付けるのが流は行やっている。その要よう領りようで二巻分の厚さのブックカバーを作り、十二巻と十三巻を糊のりで貼はり合わせて一冊にしてしまうってアイデアはどうよ!?


　……ダメ？　やっぱり？　確かにいろんな方ほう面めんから叱しかられそう。いい大人なのに。


　まあ本が薄いだけで品ひん質しつには何ら問題はないので安心してお読みいただいて結けつ構こうです。


　ただし読み終おえたとたんに「どうして続きがないのか」と猛もう烈れつな不ふ満まんを覚おぼえるかもしれませんが──だから先に謝ったでしょ？


　今回は時間切れで残ざん念ねんながらここまでですが、筆のノリそのものは悪くないどころか、ここ数年なかったほどに絶ぜつ好こう調ちようです（マジで）。必ずしも《調子がいい＝執しつ筆ぴつ速そく度どが速い》ではないところが難なんですが、続きはもう書き始めておりますので復ふつ活かつを待ちわびている静しず馬まファンの皆さんはしばしのお待ちを。





　この天魔降臨篇のエピソードですが、もともとはデビュー以前（十四～五年前）に構こう想そうしていた二つの話のアイデアを組み合わせたものです。


［プロット[image: ]］主人公の女子高生・涼りよう子この前に〈死しに神がみ〉を名乗る奇き妙みような男が現れ、隕いん石せきに乗ってやってきた邪じや悪あくな宇宙生物のボスを捜さがすように依い頼らいする。涼子は寄き生せいされた人間を判はん別べつする能力を持つため敵から狙ねらわれることに。


　…涼子は設せつ定てい上じようすでに木刀を持っていたがサムライガールではなくスケバンの標ひよう準じゆん装そう備びとして。この〈死神〉を自じ称しようする男（正体は天使）の役やく割わりがＤに相当する。親しん友ゆうを含ふくむ学園の生徒が宇宙生物に寄生される展てん開かいも同どう様よう。最さい終しゆう的てきに涼子自身を含め全員が死亡するものの、寸すん前ぜんで宇宙生物のボスを発はつ見けんできたため、死神が超能力を発はつ動どうし宇宙生物が地球上に存在した事じ象しようそのものを吹っ飛ばして時間を戻すという結末けつか。オチに用意していたこの能力はレイハが四巻で使っている。


［プロット[image: ]］チベット奥おく地ちの寺じ院いんから盗ぬすみ出されたある生物の〈卵たまご〉を追って一人の青年が日本にやってくる。その卵から生まれた霊的な力を持つ〈蟲〉は合体した人間に超能力を与える。女子大生・涼子はその事件に関わって謎なぞの組織に拉ら致ちされたボーイフレンドを救うため行動を開始する。


　…チベットからきた青年（拝おがみ暁人あきと）が〈正義の味方〉を自じ称しようする電でん波ぱ系けいヒーローで、敵か味方かよく分からん危険人物という基き本ほん的てきな性格は変わっていない。敵組織は生物兵器を開発している秘密機関みたいなのを考えていた。村雨も登場。





　アイデアを温あたためていただけで実際に書いてはいない話ですが、現在の目で分ぶん析せきすると時代的に新あら井い素もと子こと平ひら井い和かず正まさの両方からの影えい響きようが見て取れて何やら微笑ほほえましい。


　そしてアイデアのリサイクル率りつに我ながら感動。さすがネタ貧びん乏ぼう（笑）。


　どちらも涼子が主役の話だし、プロット[image: ]で作った学園の設定は大門高校の直ちよく接せつのルーツになったものなので、ある意味先せん祖ぞ返がえりといえましょう。ＳＦ考こう証しようについては一いつ新しんしているので古ふる臭くささはないはず。説明おじさんことドクター村むら雨さめのような自じ称しよう天てん才さい科か学がく者しやが登場する時点でアナクロといえばアナクロなんですが、そこは趣味の問題なので不ふ問もんということでひとつ。


　リアルバウトの特とく徴ちようとして主役級の人物が複ふく数すういてテレビのチャンネルのごとく視し点てんが切きり替かわるザッピングシステムを採さい用ようしているわけですが、慶けい一いち郎ろうと静馬がいないのをいいことに完全に涼子に視点を固こ定ていしていたところ、これがまあ～楽チンなこと！　いかに自分が面めん倒どうなことをしてきたかを痛つう感かんしました。ジェットコースター的一本道爆ばく走そうタイプの話を書くのも久々でとても楽しかった。そもそも単たん純じゆん明めい快かいな話が向いてるんでしょう。


　天魔降臨篇は当とう初しよは番ばん外がい編へんのつもりで書き始めたものの、闇やみ神威カムイの〈覚醒者アートマン〉の通常業務について描くという側そく面めんがあるため番外編に留とどまらない重要なエピソードになっています。〈覚醒者〉は〈神威カムイの拳けん〉における究きゆう極きよく奥おう義ぎ的てきな無む念ねん無む想そうの境きよう地ちで、バトルもののセオリーだと最終回で最強の敵を倒すために発動するのがお約束の技わざですが、リアルバウトでは扱あつかい方が少々異ことなります。そのあたりをどう描えがいていくかも注目されたし。





　前巻のクイズの答えは『カリュウド（原作・日向ひゆうが葵あおい　絵・望もち月づきあきら）』でした。


　読んだのが子供の頃ころなのでストーリーどころか基き本ほん設せつ定ていすら覚おぼえていないのですが、主人公である美青年の右手の黒い小指とダークな雰ふん囲い気き、そしてシンプルかつインパクト十分のタイトルだけが記憶に焼やき付ついていました。


　改あらためて調しらべたところ、主人公は死し刑けいになった殺さつ人じん鬼きの脳のうを移い植しよくされた青年（脳を移植されたってことは本人では？）。恨うらみを残して死んでいった者たちの魂たましいの叫びをキャッチすると右手の小指が疼うずくので、死者に代かわって復ふく讐しゆうするというのが基本的なストーリー。しかしその復讐の手口というのが凝こりすぎ＆やりすぎで、あるエピソードでは轢ひき逃にげ犯はんの大臣を懲こらしめるために何の罪もない大臣の娘を本人の目の前で惨ざん殺さつしちゃったりするらしい。素す敵てきすぎ。たぶん今読んでも大ファンになるはずだが絶ぜつ版ぱん。復ふつ刻こく大だい希き望ぼう。


　ちなみに暁人の左手の小指が黒いのは、当初は黒い木刀を装備していてそれを通して電撃を放つという設定のなごり。他にも「肝かん硬こう変へんパンチ（仮かり）」「腎じん不ふ全ぜんキック（仮）」「空くう中ちゆう反はん転てん五ご段だん心しん筋きん梗こう塞そくひねり（仮）」等の必殺技を用意していたのものの、いざ書いてみると〈シヴァの雷〉とその強化版以外に必要ねえやということでお蔵くら入いりに。





　さてさて、かねてからの予告通り本編に参さん戦せんした九龍カオルーンハニーこと烈飛鈴リー・フエイリンですが、ＥＸシリーズ第一巻『カオルーンの花嫁』を読んでいることを前ぜん提ていで話を進めていくのでそのつもりでお願いします。


　しかし……それにしても主人公の嫁よめがいきなり登場する小説はなかなかないよね。ガールフレンドとか恋人とか婚約者とかそんな段階全部すっ飛ばしていきなり嫁。恋愛感情も婚こん前ぜん交こう渉しようも無なしでダイレクトに嫁ですよ。だがそれがいい。


　召しよう喚かん教きよう師しどころか寝ねたきりホームレスが肩かた書がきになってしまった慶一郎の代わりに次巻からバリバリ活躍する予定ですのでご期待ください。


　天魔降臨篇で物書きとしてとてもいい手て応ごたえを感じたので、この感触を信じて今年は書きまくる所しよ存ぞんです。主人公の過去話が出てきたことでお察さつしの通り、物語も最終コーナーに近付いていることですし。


　次巻もサプライズ展てん開かい満まん載さいでお送りいたします。


　それでは、また。







　　　平成十八年二月十七日
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